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　大陸。

「王子ー」

　北に人じん魔ま平等のゼピルム共和国。

「王子ーっ」

　南に魔人至上主義のグランマーセナル。

「マヒロ王子、どこですかーっ？」

　二つの強大国家に挟はさまれた中ちゆう原げんと呼ばれる場所、小国家群に都市より小さな小国があった。後に大陸全土を震しん撼かんさせたその国の名はミスマルカ。今はただ、人々が安あん穏のんと暮らすだけの小さな小さな国である。

「王子ったらーっ！」

　ここはその王城。そしてさっきから王子を呼んで探し回っているこの少女は、パリエル・カーライゼルという名の、十八歳の新米近衛このえ騎き士しだった。

「はあ、はあ、いない……」

　城内散々走り回って汗あせだくになり、大声出して喉のどもからから。毎度毎度のことながら、どこへともなく消え失うせる。

　だんだんむかっ腹が立ってきて。

「さっさと出て来いアホ王子ーっ!!」

　広い廊ろう下かに韻いん々いんと木こ霊だまするだけ。たまにドアが開いたと思えば、何事かと顔を出すのはまるで関係のない兵士、役人。

「はあ、はあ……こうなったら」

　パリエルは今一度、大きく息を吸い込んだ。

「王子～、抱だいて～っ!!」

「イエス、マイハニー!!……ってなんだ、パリエルか」

　途と端たんにどこからともなく現れたこの眉び目もく秀しゆう麗れいな黒くろ髪かみの少年こそ、ミスマルカ王国の次期王位継けい承しよう者しや、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト。十五歳。

「どっから出てきたんですか!?　聞こえてるなら最初から返事を！」

「ったく、精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびしたような紛まぎらわしい声を出して、一体君は何様のつもりだ？　ちなみに余は王子様だ」

「ええと、いやまあそれはそうなんですけど」

「まあそんなことはどうでもいい、余は忙いそがしいのです。ガキの戯ざれ言に付き合っているヒマは」

「待てコラ年下」

　パリエルは王子のマントをむんずと引っつかんだ。

「君は時々言葉遣づかいが悪いね……」

「あっ。いえ、それはその……」

　王子は、ふにっと。何の脈みやく絡らくもなく胸を触さわってくる。

「なっ……にを……」

「ふん。これだ。この程度だ」

　ふにふにと。

「だから君はガキだと言」

「ファッキン王子ッ!!」

　どごんっ!!




　　　　◆




「あー……いいかい、君ね？　王族に手を上げたなんていったらだよ？　他所よその国なら反逆罪で極きよつ刑けいだからね？　刑が極きわまっちゃうわけだからね？　そこのところをちゃんとわきまえてだよ……？」

　そもそも他所の国にはこんな変な王子はいないはずなのだが、それでもパリエルはなんだか首の角度がおかしいまま歩く王子の後を、ぺこぺこと頭を下げながら付き従った。

「はい、はい、重々わかっています、失礼しました、大変失礼しました王子……その、ついカッとなってしまって……」

「ついカッとなっては、犯罪者の常じよう套とう句くじゃないか」

「いえ、しかし、でも、その、いきなり触ってくる王子もどうかと思うんですけど……」

「そこはほら。余ってば王子なわけじゃん？　あははは。フリスク食べる？」

「けっこーですっ!!」

　見た目。本当に見た目だけなら。黙だまって澄すましていれば白馬も似合うのだろうが、城内の兵士役人メイドは愚おろか、領地内外にまでそのアホさ加減は轟とどろいている。

　マヒロは四角いタブレットを懐ふところにしまいながら振ふり返った。

「で、なんの用だっけ？」

「えっ、ええーと、はい、王様が謁えつ見けんの間でお呼びです」

「えー？　父上ー？　行かなくていいってー。どうせまたお説教されるしーぃ」

　どういう教育を受けるとここまでヘンテコな王子が出来上がるのか、パリエルは本当に不思議で仕方なかった。

「そういうわけにも……そこらのお父さんとかじゃなくて、王様ですよ？」

「でもさー。うちの父上、怒おこるとおっかないんだよねー」

「いえ。それはどこの家でも一いつ緒しよですから。王家じゃなくても」

「あー。やる気ないなー。ばっくれちゃおっかなー。やんぴこんぴー」

「どこの国の言葉ですか。さ、行きますよ。じゃないと私が怒られますからね、はいはいはいはい」

　パリエルは王子の背中を押して歩く。

「いーじゃんちょっとくらい怒られたって。長い人生、そういう日もあるって。また明日頑がん張ばればいいじゃんさー？」

「おんなじ言葉を返しましょうか!?」

「だめです。余は小心者なので、怒られると死にたくなるのです」

「私も同じですから、ほらほら、歩いて歩いて。首の角度をフツーに！　冠かんむりも曲がっていますよ！」

「それは君が殴なぐるから……いたた！　首が！　むちうち……！」

　謁見の間に着くと、王を最さい奥おうの玉座に、国を支える重じゆう鎮ちんのほとんどが揃そろっていた。

　小心者がよく言ったもので、マヒロは平然と中央の赤い絨じゆう毯たんを進んでいく。パリエルは王子と別れ、謁見の間の入り口に近い、最さい末まつ尾びに並ぶ。新米とはいえこの城に仕えて早一年。こうした場に立つのはこれが初めてではなかったが、普ふ段だんとは空気が違ちがった。

（なにかあったのかしら……？）

　全体に漂ただよう空気がどこか重い。肌はだがぴりぴりする。

「遅おそかったなマヒロ」

　荘そう厳ごんな金の玉座に深く腰こしを掛かけた王の声は威い厳げんに満ち、それだけでこの広い謁見の間によく響ひびき渡わたる。王は『魔ま人じん』と呼ばれる種族の者であった。

「いやまあ色々ありまして。それで何か御ご用ようですか、父上」

「他ほかでもない。この中にも知っている者はいるであろうが、心して聞け。昨晩、帝てい国こく……グランマーセナルが侵しん攻こうを再開した」

　途と端たん、家臣らの間をどよめきがひた走った。

　魔族主義を標ひよう榜ぼうし、魔人種族の圧あつ倒とう的戦せん闘とう能力と、隷れい属ぞく化した人間種族の数に任せた兵力、労力によって、建国後わずか二十年ほどで大陸の南方半分を手中に収め、栄えい華が栄えい耀ようの一いつ途とを辿たどってきた魔人至上主義国家である。

　現在では肥大化した領土を魔物から守るために軍事力とその補給線とが分散し、大規模な侵攻は二度と起こらぬかに思われていたのだが……。

（戦争が、起きる──）

「静まれ」

　王の一いつ喝かつに、パリエルは他の者たち同様、はたと我に返った。一いつ切さいの、痛いほどの静せい寂じやくが耳を打つ。

「そなたらの不安はよくわかる。だが、我らが動どう揺ようすれば民たみもまた動揺する。恐おそれ慄おののいたところでどうなるというのだ。私はこれより反帝国同盟としての今後の動向を協議するため、共和国へ向かわねばならん。そこで……」

　王は一度言葉を切った。

「王である私の留守を、マヒロ。そなたに任せる」

　再び不安の声がざわめいた。しかしマヒロは、父王の目を恐れるかのように。俯うつむき加か減げんに。

「……父上。いくらなんでも……僕では荷が勝ちすぎます……」

「案ずるでない。誰だれもそなたに戦いくさをさせようとは思っておらぬ。侵攻と言っても、帝国はまだ表立って動いてはおらぬのだ。であれば一月か、半月か……。帝国ほどの大軍が本格的に動き始めるには、まだその程度は掛かるであろう。五日か、遅くとも一週間ほどで私は戻もどる。それまでの留守を、そなたに任せようというのだ」

「ですが……父上」

「マヒロよ！」

　いつになく険しい王の声に、王子が身をすくめた。

「今はまだよい。だがこれより先の大陸は、恐らくかつてない戦乱の世となるであろう。そのとき、私が。いつ、どこで、どうなるとも知れぬのだ。そのときそなたは、この国を負って立たねばならぬのだぞ」

「……」

「戦は将軍に行わせてもよかろう。政まつりごとは大臣に任せてもよかろう。それでも、この国の頂点に立つのは常に我ら王族なのだ。わかるか、マヒロよ」

　マヒロは沈ちん鬱うつな様子で下を向いていた。

「わかりますが……」

「そなたが国の内外よりどう言われているか、無論私も心得ている。だがそんなことは関係あるまい。問題はそなた自身の心構えだ。そなたがそんな戯ざれ言に踊おどらされる必要が、どこにあるというのか。そなたが変われば、醜しゆう聞ぶんは明日にでも名声に変わるであろう。なぜそれがわからぬのだ」

　王は一度、小さくかぶりを振ふった。
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「いや、これより先はわかってもらわねばならぬ。王族とは、民に信じてもらわねばただの道どう化けに過ぎぬのだぞ。言い換かえるならば、民を信じさせるのが王の務め。そのための機会を、今のうちにそなたに与あたえようと言っておる」

　マヒロは、王の強い視線に気け圧おされたかのように……ただ、ただ、無言。そんな我が子の様子に、王は一度目を伏ふせ嘆たん息そくを響かせた。

「たかが数日、何もせぬのであればそれもよかろう。だが、もしもそなたがその数日を王の名に恥はじぬよう立派に振る舞まい、僅わずかでも民草より信しん頼らいを得うることができたのであれば……そのときは封ふう印いんしたそなたの力、返してやろうと思う」

　俯いていたマヒロが、意外そうに顔を上げる。

「それは……父上、本当ですか？」

「そなたの魔人としての力は、あまりに強大過ぎた。それゆえ、幼き頃ころに封印せしめたのだ。だが王となり得るだけの器うつわであるならば……今や、何も問題はあるまい」

　王が魔人であるのだから、その息子むすこであるマヒロも当然魔人。しかし今の話は、パリエルには初耳だった。封印するなどということは、つまり……並なみ大たい抵ていの。宮きゆう廷てい魔術師や、あるいはこの王をしても扱あつかいきれぬほどの莫ばく大だいな、あるいは破は滅めつ的に危険な魔力を……あのマヒロが内在していたということになる。

「……わかりました」

　マヒロが言った。

「父上に代わり、僕がこの国を治めてお見せします」

　その真まっ直すぐに伸のびた背筋。敬けい虔けんとも呼べそうな迷いなき声。

　恐らくは、それが本来のマヒロ。

　自らが仕えるあの王子の、そんな姿を初めて見たパリエルは。自然、心ここ地ちよい鳥とり肌はだが立つのを覚えた。そしてそれは、彼をよく知るこの城の、この場の誰もが同じであったに違ちがいなかった。
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　城門にて王を見送る。王を乗せるのは何層にもマジックコーティングを施ほどこされた、旧文明の遺産。黒く大おお柄がらな最高級オートモービル。前後には銀光眩まばゆい最さい精せい鋭えい、フルアーマーの騎き士し団だんが縦列。それらを統すべる騎士団長四名。将軍三名。他ほか、近衛このえ騎士、外交高官、王の身辺を世話する侍じ従じゆう数名……。

　王の自動車を中心に、前後を騎馬隊と馬車。全兵力が千にも満たぬこの小国。多くの重じゆう鎮ちんが従うといえども、この時代。一国の主あるじの出立にしては、あまりに微び々びたる隊列だった。

「では頼たのんだぞ。マヒロよ」

「お任せ下さい、父上」

　車の窓から顔を覗のぞかせた王に、マヒロは深々と最敬礼。王は一度頷うなずき、前を向き直った。

「行け」

　告げられた運転席のメイドがクラクションを鳴らすと、隊列は大陸列車のようにゆっくりと進み始めた。全すべてが城門を出るまでには、数分。広々とした王城の前庭は急にがらんとして、後には言い知れぬ寂さびしさが残る。




　　　　◆




「王はマヒロ王子には少し厳し過ぎませぬか」

　助手席にいる、黒い眼帯の老将軍が後ろを振り返る。名はシュライバン。王とは旧知の仲であり、腹心中の腹心を務める白はく皙せきの魔ま術じゆつ師しであった。

「やんちゃばかりしておりますが、王子はあれでなかなか人徳がおありですぞ。特に城下などでは」

「よく城を抜ぬけ出しておるからな」

　沿道でこちらに気付き、手を振る領民に、王は軽く手を上げ応こたえてみせる。旧文明の遺産をもとに復元された、この自動車自体はいくらでもスピードの出る乗り物だが、騎馬隊に合わせた行軍はゆったりとしたもの。

「それにお優やさしいお方です。メイドが城内でネズミや野の良らスライムを殺そうとするのを見つけると、まずお止めになりなさる」

「ほう。それは初耳だ」

　しゃがれた声でシュライバンは笑った。

「ネズミが出るは城内に良い食材がある証しよう拠こ。スライムが出るはよく草の育つ、良い土がある証拠だそうです。なるほどと思いましたわい」

「まったく……あれは昔から、そうした下らぬ言い訳ばかりに長たけていた」

　ネズミ一匹ぴき殺せずして。この先、星の数ほどの人命が失われようかというこの大陸に、どうして生きていけるであろうか。ありとあらゆる権けん謀ぼう、術数、策略が飛び交かう王宮という中にあれば、なおのこと。

「世が世であれば、あれでも賢けん王おうたりえただろう……虫も殺せぬ優しさは、平時の中でこそ良君として讃たたえられよう。だが……」

「ではそんな王子に、よくもまあこんな酷こくなことを押し付けなさると思いましてな。はてさて、王子はどうなさりますやら」

　老人は長く伸びたヒゲを撫なぜつつ、あくびを嚙かみ締しめた。

「あれがそなたの見込む通りの器であれば、選せん択たく肢しなぞ一つしかあるまい。もし本物の大おお虚うつけであっても、エーデルワイスを残してきてある」

「ほう……そう言えばかの方がおられましたな。では我が国は安あん泰たい、安泰と……」

　老魔術将軍シュライバンはシートに身を沈しずめ、大あくびを一つ。次には小さくいびきをかき始めていた。話の流れから、それを横目にした運転席のベテランメイド。

「恐おそれながら陛下、何か問題でも……」

「聞いていたならわかるであろう。問題はマヒロだ。だからエーデルワイスを置いてきた。それだけの話だ」

　ハンドルをゆっくりと手た繰ぐりながら、メイドが困ったような溜ため息いきをついた。

「……そうですね。実際のところ、マヒロ様が言うことを聞くのは、エーデルワイス様くらいなものですからね……」

「そなたも何かされたか」

「はい、それが先日私どもの更こう衣い室しつに潜せん入にゆうしているのを見つけましたので、侍従隊の総力を挙げて袋ふくろ叩だた……あ、いえ、えっと、つまりその、少々ご教育をば……」

「……」

「追い詰つめられた王子は、私どもの天敵であるネズミやらゴキブリやら野良スライムやらを、どこからともなく解き放ち……」

「もうよい、よそ見をするな」

「はっ、失礼いたしました」

　王は老将軍に倣ならい、腕うで組ぐみしたまま目を閉じた。




　　　　◆




　マヒロはいつになく静かな視線で、開け放たれた城門の彼方かなたを、国一番の大道りから隊列の最後が見えなくなるまで見守っていた。

　城に残った重臣らがそんな彼を見守る中で、パリエルは切り出した。

「さあ王子、まずは何をしましょうか。みんな、王子のお言葉を待っていますよ」

　そうして彼が振ふり返る。皆みなが皆、最も早はやいつもの呆あきれ顔、困り顔ではなかった。皆が皆、主君に忠誠を示さんとする実直なそれ。

「ぷっ……」

　とマヒロが噴ふき出した。

「っく。くくくっ。はははっ……！　あーっはっはっはっはっは！」

「お……王子？」

　さていよいよ来るべきところに至ったかと、パリエルでなくとも誰だれもが心配していると。

「フリ～～～～ダ～～～～～～～ムっ!!」

　急に叫さけび始めた。固かたく握にぎった両の拳こぶしを高々と天に突つき上げ、

「フリ～～～～～～～～～ダ～～～～～～～～～～～～～ムッッ!!」

　それで全部の息を使い切ったか、

「はあ、はあ……もう一回言っておこうかな。ふり～～！」

　ごん。とパリエルは思わずゲンコツした。

「王子。なんですか。フリーダムって。みんなにもわかるように」

「余は、今！　自由を手に入れたのです！　全人類が欲ほつして止やまぬ夢！　この自由主義国家ミスマルカに相応ふさわしい真の自由を!!」

「はぁ……？」

「父上がいない！　主だった将軍たちもみな出て行き……そしていま」

　静かに言葉を切ったマヒロは、俯うつむき加減にびっと親指を立てた。

「余がキング!!」

「おっ……王子……？」

「おいおいパリエル、余は王ですよ？　キング！　毎日毎日力の限り放ほう蕩とうをし尽つくしてきたこの余が!!　つまりこの国は、今や労せずして余のものと相成った!!」

「……相成ったとか難しい言葉使ってどーしたんですかバカ王子」

　とかお伺うかがいを立ててみたパリエルだが、舞まい上がりきっていて聞いちゃいない。

「朝昼晩三食ごはんにサバ缶かんと醬しよう油ゆぶちまけて食べても自由!!　どれだけ夜よ更ふかしして長起きしてても自由!!　ああ、なんと素す晴ばらしき一週間ッ!!」

「あの……そこらのご家庭の親おや御ごさんが、旅行に行ったとかじゃないんですから」

　もっとも、これを機に国を乗っ取ろうとか言い出さない辺りが身の丈たけをわきまえているというか、王子らしいというか、アホなりに思い付かないだけかも知れないけれど。

「今こそ余は王として命じる！　大臣！　内務大臣カルロは何処どこッ!!」

「は……ははっ、マヒロ王子」

　小こ柄がらでちょっと肥満気味なその人が、駆かけ寄ってくる。マヒロはマントを翻ひるがえし、仰ぎよう々ぎようしく手をかざした。

「この国に住む十二歳以上三十五歳未満の全女性にメイド服の着用を義務付けるッ──!!」

　ずがーん。

　と。ミスマルカ城の前庭に、建国以来かつてない空前絶後の衝しよう撃げきが走った。

　妙みようにリアルな年ねん齢れい制限が、王子の本気度を物語っていた。この場の誰もが、いま確信したに違ちがいない。この王子、ホンモノのアレだ……と。

　なぜって、自分もそう思うから。

「お……恐おそれながら殿でん下か。お気は……確かですか？」

　うろたえる大臣と共に、パリエルも口を挟はさんだ。

「そっ、そうですよ王子！　王様の話をちゃんと聞いてましたか!?　そんな無茶苦茶なこと言ってたら、人心はますます王子から離はなれていっちゃいます！　今は冗じよう談だんを言ってる場合じゃないんです！　帝てい国こくがいつ攻せめてくるかもわからないっていうのに……!!」

「パリエル、君こそ父上の話ちゃんと聞いてた？　あと半月は来ないって言ってたじゃーん」

「そーですけどっ!!」

　ある意味、そうでなければ王はこの息子むすこに国を託たくしたりしなかっただろうし、その意味ではまだまだ安全なのだろうけれど。

「フッ……何度でも言うが、余が王なのだ！　長き宮きゆう廷てい生活に抑よく圧あつされ、いまその檻おりより解放されし飢うえた野や獣じゆうとも呼ぶべきこの余を！　その横暴、圧政、暴ぼう虐ぎやくとも呼べる悪逆非道の限りを尽くすこの余を止める者が、この国のいったいどこにいるというのかッ──!!」

　ああ、終わった。この国は帝国云うん々ぬん以前に数百年の伝統ある歴史の幕を下ろすのだと、誰もが思ったそのとき。




　すぱぁんっ──!!




　まるで雷らい鳴めいの大気を切り裂さくような音が、マヒロの脳天に木こ霊だました。

「ここにおりますが何か」

　倒たおれ伏ふしたマヒロが振り返った先には、旧文明の遺産、禁断の教育指導用具『張ハリ閃セン』を手にしたメイドが一人。

　定規で切り揃そろえたような黒くろ髪かみ。氷よりも冷たい瞳ひとみ。この国の侍じ従じゆう隊長を務める女性を前にして、マヒロは星が飛んでいるような目をぱちぱちと。

「あ……あれ？　エーデルワイス、いたの？」

「はい。それが何か」

　声も冷たい。が、この人はマヒロに呆れているとかではなく、いつでもこんな感じ。

　侍従隊長エーデルワイス。この国での侍従とはメイドもそうなのだが、王族の身辺にある家臣全ぜん般ぱんを指す。即すなわち騎き士しの最エリート、近衛騎士隊も彼女の直属であり、早い話がメイドの格好をしているが将軍なのだ。

　もちろんパリエルにとっての上官でもある。そして幸いなことには、マヒロの天敵でもあった。

「父上について行ったんじゃ……？」

「いいえ」

「そ……そうですか」

「左様でございますが」

　うう、とマヒロが小さくなったのを見て、エーデルワイスは居並ぶ家臣へと振ふり返る。

「陛下は何も心配せぬようおっしゃいました。ならばこれまで通りに過ごし、王のご帰き還かんを待てばよいのです。みな持ち場へ戻もどりなさい」

　マヒロに言われても動きようがなかった一同が、まるで台風一過したようにほっとしながら、素直に散っていく。

　そんなエーデルワイスの立ち居振る舞まいは、まるでこの国の規律。風紀。

「あ……あああ。待ってくれ……余の野望が。夢が。自由が……散っていく……」

　しくしくしく。

「パンドラの箱だって……最後には一欠けらの希望が……残されていたというのにッ……」

　しくしくしくしくしくしく。

「そこまで絶望することないじゃないですか!?」

「君は自由がどれほど素敵なものか知らないから、そんなことを言えるのだ……」

　しくしくしくしくしくしすぱーん。

「殿下、鬱うつ陶とうしくございます」

　容よう赦しやのない人だと思う。

「パリエル」

「は、はいっ！」

「あなたが殿下の手た綱づなを握にぎっておきなさい。何のための護衛です」
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「はっ、はい……でも……。一度ぶっ壊こわれ……じゃなくてお壊れ……でもなくて、ご乱心になった王子を止めるのは……」

　自分じゃ言っても聞いてくれないし。護衛だから危険から守るのが仕事であって、そんな躾しつけをするのもお門かど違ちがいというか。

「見ての通り王子はいくらか頑がん丈じようです。多少乱暴でも取り返しがつかなくなること以外は許可します」

　本当に容赦のない人だと思う。

「わかりましたか」

「はっ！　心得ました！」

　敬礼。

「では殿でん下か、わたくしも失礼致いたします」

「……えーと。それで、あの。エーデルワイス？」

「何か」

「つまり余は……王として何をすればいいのかなー、とか……」

「ご自由にされてはいかがでございますか」

　意訳、「勝手にすれば？」。

　この人にだけは睨にらまれたくないなー、とパリエルはいつも思う。逆に言うと。毎回こうしてあしらわれてもめげない王子は、ある意味すごいなー、とも。

「つまり……ぶっちゃけ余ってさ、いらなかったりする？」

「はい」

「う……ううぅ……！　余は……余はっ！　いらない子なのだ！　いらぬ王だったのだ！　こんな……こんな国など、民主化してしまえッ──!!」

　うわああああん。

　青春群像劇のように何やら泣き叫さけびながら、王子はどこかに走り去ってしまった。

「って、ちょ、ちょっと待ってください王子！　王子ったらー!!」

　パリエルも追って走っていく。

　一人残ったエーデルワイスは笑いもせず嘆たん息そくもせず、無表情のまま城の中に戻っていった。
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「定時」

《こちら風かぜ一号。やはり城内にはマヒロ王子のみ残った様子》

《風二号。王が領土を出た。進路北》

「〝噂うわさ〟に相そう違いなしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「しかし国に似合わん、無む駄だにでかい城だな。話には聞いていたが、帝てい都とのロッテンハイム宮ほどあるか」

《かつて中原一帯を支配していた、ミスマルカ王朝の成れの果てだ》

《中原一帯なら昔の共和国ほどの領土になるか。一大国家だな》

「が、当時の王が何を血迷ったか自由主義なんてものを標ひよう榜ぼうし、各領地の自治独立を認めてしまった。まあその頃ころは旧文明の崩ほう壊かい以降、最も平へい穏おんな時期だ。国を守るには、魔ま物ものの相手だけしてれば良かったんだが……」

《馬ば鹿かな話だ。こうした時代が来ることがわからなかったわけか。国王が泡あわを食って国を出ねば、協議もままならんとは》

《が……、城はそのままだ。それだけの国が遺のこしたものとなると、中はほとんど戦せん闘とう城じよう塞さいだな。攻せめるとなると難なん儀ぎするぞ》

「それは俺たちのような〝風〟の心配することじゃ……」

《どうした》

「……いや、気のせいだ。問題ない。次の定時は一ヒト四ヨン〇マル〇マル。相違なしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「通信終わる」




　　　　◆




「はあ、はあ、やぁっと見つけた……」

　領土自体は小さいのにお城は中原イチの立派さなので、毎回毎回探すのに苦労する。マヒロはそうした城の一角にある屋上で、北側の城下を見下ろしていた。

（王子……？）

　ときどき。ごくたまにだが、マヒロは一人きりのときに、そうした淡たん々たんとした顔でいることがあった。やはりふざけてはいても、内心では思うことがあるのだろう。

　見み渡わたせば、小さな街並み。そのぐるりを、防ぼう護ご壁へきと呼ばれる魔物の侵しん入にゆうを防ぐための外壁が囲んでいる。その中心に位置するのが、堀ほりと城壁に囲まれたこの広大な城だった。どれくらい広いかといえば、裏庭に当たる部分に森一つ、収まっているくらい。

「……何を考えていたんですか？」

　パリエルがそっと声をかけると、マヒロは現実に引き戻もどされたように顔を上げ、笑いながら振ふり返る。何かの照れ隠かくしなのか、けほんこほんと咳せき払ばらい。

「そんな風に見えた？」

「……また、ぼーっとしてただけですか」

　パリエルはマヒロの隣となりに立ち、一いつ緒しよになって城下を眺ながめる。この高さから見渡しきれるほどの、小さな城下町。でも、いい眺め。

「素す敵てきな国です。王子に任された国ですよ」

「ま、そうなんだけどさー」

　マヒロは明るく言って、次に唇くちびるを尖とがらせる。

「エーデルワイスに、勝手にすればー？　とか言われちゃったしー」

「あ……あれはほら、エーデルワイス様なりの。王子に発奮を促うながすために、わざとああしてきつく」

「そんな人だと思う？」

「……えー……と。正直、あんまり思えません」

　魔人エーデルワイス。今はこの国の侍じ従じゆう隊長だが、以前はグランマーセナルの帝国特級侍従隊にいたと聞く。それがどうしてこの国に来たかは、パリエルのような下っ端ぱの知るところではないが……。とにかく、メイドとしても、マヒロの教育係としても、さらには将軍としても。全すべてを完かん璧ぺきにこなす人。

　そしてそれまでただの使用人であったメイドという職業の必要性を示し、現在のメイドの社会的地位を築き上げた人。

　腕うでの良い傭よう兵へいや狩かり人うど、闘とう技ぎ士しが契けい約やくによって大きな利益を得うるように、今では各国どこへ行っても、質の高いメイドは破格の契約によって雇こ用ようされ、雇やとい主のステータスシンボルとして扱あつかわれている。

「でも好きにしろってことは、王子がこの国のために良かれと思うことだって、好きにしていいってことですよ。そういうことを何かしましょうよ。せっかく王様が与あたえてくださった、チャンスなんですから」

「……」

　？

「……王子、さっきから何を見てるんですか？　まさかここからは女の人の着き替がえとか、遠すぎて見えないと思いますけど……」

「……あのね、君さ、最近随ずい分ぶんと失敬になってきたよね？」

　笑って誤ご魔ま化かす。

　と、マヒロが指差した。

「あの家」

　貴族などが多く住む、城下でも城にほど近い、高級住宅街の一角。

「なかなか買い手が付かないよね」

「……。あの青い屋根の？　誰だれも住んでないんですか？」

「立派なのにもったいないなーって。余がもっとお小こ遣づかいを貰もらっていれば、買うね。買っちゃうネ！　ていうかパリエル、不動産屋に行ってキープしてきてくれない？」

「こんな立派なお城に住んでるのに、何が不服なんですか……」

「エーデルワイスがいるし」

　ふぅ、とパリエルは嘆たん息そく。

「まあ他ほかの人に買われたんなら、それはそれでいいや。余は別天地を求めて旅に出ます。そして余以外は全てメイドのメイド主義国家を設立し、この大陸に覇はを」

「何わけのわからないこと言ってるんですか。王様がお戻りになるまではこの城にいてもらいますからね。あ、ほら、教会の鐘かねが鳴りました。お昼ですよ。ご飯を食べましょう、ご飯を。そうすればまた気分も違ちがってくるはずですから」

「パリエルは元気でいーよねー……」

　ほっとくとずっとここでダラダラ言ってそうなので、パリエルは半ば強ごう引いんにマヒロの腕を引いた。よほどその家を気に入っているのか……彼は最後にもう一度だけ、その家の方を振り返ってから、城の中に戻っていった。
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　何でか知らないが、マヒロは機会さえあれば自室や王族用の食堂ではなく、一いつ般ぱんの騎き士しや衛えい士し、メイドなんかの出入りする一般食堂で食べるのを好んでいた。

　長机がずらーっと並んでいて、カウンターに並べられた鍋なべやボウルの中から好きな料理をいるだけ取って、適当に空いている席で食べる。いわゆるバイキング形式。

　隊長や高官、大臣、将軍クラスになれば、もちろん好きな料理を頼たのむことも、それを各部屋に持ってこさせることもできる……が、マヒロは今日もカウンターでホットドッグとコーンポタージュスープだけ貰って、それをぱくついていた。マヒロのサバ缶かん好きは城内で有名だが、基本的に庶しよ民みん的なものが好きなようだった。

　パリエルはクロワッサンとポークソテーに、ほうれん草のサラダ、豆のスープ。

「午後からは剣けんの稽けい古こです」

「……え～？」

　マヒロは思いっきり不服そうに首をひねった。

「王子がお稽古事大だい嫌きらいなのは知っています」

　ことさら剣の稽古はしたがらない。痛いとか筋肉痛になるとか、その他色々理由を言って。

「でも、こんなときだからこそです」

　こんな真っ昼間の時間ならいつも混雑する食堂も、王が国を出ているものだから空席の方が目立つような有様。それだけに静かで、不安や懸け念ねんの声があちらこちらからはっきりと聞こえてきて、心なしか空気も重い。

「王様、早く帰ってこないかなー」

「今や城内はもぬけの殻からだもんな。こんなところに帝てい国こくが攻せめ込んできたらひとたまりもない」

「でも半月は来ないって言ってたわよ」

「わかるもんか。王族が誰もいないなんて知れたら、ちょっとの手勢でも攻めてくるかもしれないぜ」

「そうだな、全軍とはいかないまでも一個騎士団くらいなら」

「でもそれくらいなら逆に、ここにいる私たちでも力を合わせれば相手にできるはずよ」

「なるほど、そうか。つまりこの国の未来は俺たちの手に掛かかっている、と！」

「俺たち一人一人がしっかりしていれば、帝国だってそう簡単に手出しできないはずだよな！」

　何やら活気づいてきた。

　マヒロがそんな様子に目を細めている。

「パリエル」

「はい？　何でしょうか王子」

「余はいないことになっています。この国にとかじゃなく、存在そのものが」

「自分で言うな」

　もぐもぐ。

「とにかく王子という高貴な身分である余は、剣術などという野や蛮ばんは好みません」

　毎回こんな難なん癖くせつけて逃にげるのだから、たちが悪い。

「大体ね、そんなもの必要がないように、護衛の君がいるんじゃないか」

　これを言われるとなおさら弱い。

「そ……そうですけど、万が一ということもありますよ。いざというとき頼たよりになるのは、結局は王子自身なんですから。そんなときは、自分の身は自分で守らなくっちゃ……」

「一日二日で強くなれるなら、誰も苦労するものか」

　それからマヒロは、ふと。

「話ついでに、君はどうして騎士になんかなったの？」

「え？　ああ、私、子供の頃ころに魔ま物ものに襲おそわれたことがありまして。瀕ひん死しの重じゆう症しようっていうのみたいだったんですけど、そのとき誰かが助けてくれたんです」

　マヒロは食事から顔を上げた。

「誰かって、覚えてないの？」

「はい。そのとき町の外で、友達と遊んでたってことくらいしか。気がついたときはベッドの上でしたから」

　そのときのことを思い出しても、最初に浮うかんでくるのは遊んでいた男の子の後ろ姿で、次には心配そうな母の顔だ。

　そのとき何が起きたかだけが、すっぽり抜ぬけ落ちていた。

「それで……せっかく助けてもらった命ですし、だったら私も人を助けたいっていうか、守りたいっていうか……」

「……そうか。ちゃんと理由があったんだね」

　と、意外にも神しん妙みような顔で聞いてくれる。

「そうです、だから王子も国民全すべてを守るつもりで……」

「けれども君には、お医者さんになるほどの学力がなかったわけだ」

「近衛このえ騎士になるだけの剣の才能があったんですっ！」

「ふ～ん。へ～え」

「ああっ!?　噓うそだと思ってますね!?　馬ば鹿かにしてるでしょう！　学力はともかく、子供の頃の話は本当です！　その証しよう拠こに、背中には今でもそのときの傷が残ってるんですから」

「ああ、それは知ってる」

　……。

「どうしてですか？」

「あはははは。どうしてって、そりゃ見……」

　……。

「見てないけど!!　本当です！　見てはいないんですけどおおお～～～っ!!」




　どごすっ!!




「死ねアホ王子!!　よく煮にえた湯ゆ豆どう腐ふのカドにその腐くさった頭ぶつけて砕くだけ散って死ねッ!!」

　ぜえはあぜえはあぜえはあ。

「それはともかく！　王子！」

「はい……もう二度と更こう衣い室しつもお風ふ呂ろも覗のぞきません」

　ごす！　ごす！

「話を戻もどしますが、剣けんの練習をすればご自分だけではなく、誰だれかを守ることだってできるんです！　この国はエーデルワイス様に任せたとしても、これを機に王子がコッソリ剣の練習を始められたら、周囲はどう思うでしょうか？　あの王子が!?　ついに!?　今までが今までだけに……」

「君、さりげなく失礼なこと言わないように」

「と、とにかく……！　モテますよっ!!」

「……それは誠まことか？」

「誠にございます、王子！」

　パリエルに断言され、まぐまぐとホットドッグを口に詰つめ込んだマヒロは、スープでそれを流し込み、意気揚よう々ようと立ち上がった。

「なるほど。逆転の発想だ」

「……は？」

「エーデルワイスが父上の代わりをするのであれば、余はいつも通り。すなわち最初からいてもいなくても関係ないのだ。というかここでの話を聞く限り、すでにいないことになっている」

「はあっ!?」

「というわけで余は城下へと旅立ちます」

「ちょっ、王子!?」

「探さないで下さい」

「いえ、無理！　それ絶対無理ですから！　というか何のために……！」

「表向きは、帝てい国こくが来た時のための視察ということで。じゃっ」

　馴なれ馴なれしく手を上げるなり、すたたたーっ、とマヒロは食堂を出て行った。

「表向きって!?　裏で何するつもりですか!?　王子っ!!」

　パリエルも超ちよう特急で残りの料理を平らげ、トレイをカウンターに投げ出し、追った。

「……あの子もまだ若いのに、大変だよなー」

「せっかく近衛騎き士しになれたのに、マヒロ王子のお守もりだもんな……俺だったら一兵卒の方がまだマシだな」

「真ま面じ目めで一生懸けん命めいな、いい子なのにねー」
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「定時」

《こちら風一号。噂うわさなし》

《風二号。噂なし》

「噂に相そう違いなしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「……堀ほりと城じよう壁へき。典型的な城ではあるが、攻せめるとすればどこからだ」

《調査要よう請せいか》

「今入った」

《内部に〝風〟。それで城門を開かせるのが最上だろう》

《そこまでの鉄壁か？》

《旧ミスマルカ王朝の建国者は、旧マジスティア王国当主……つまり現帝国皇家の兄弟筋で……魔ま法ほうと紋もん章しよう技術に関して大層イカレていたそうだ。今のミスマルカがどれだけの力を残しているかは知れないが、さっきも言ったように城はその時代のものだ。壁面のところどころに、半はん鐘しようと……鎚つちか。見慣れん紋章が見える。並の魔ま導どう障しよう壁へきとは思えん》

　かさ。

「待て……」

《……どうした》

「……庭に近所のガキが迷い込んだようだ」

《空き家だ。そういうこともあるだろう》

「いや。あのガキどこかで……」

《……？》

「……まさかな」

《応おう援えんはいるか》

「いや、止やめておこう。この国は治安がいい。それにもう出て行くところだ。気付いた様子もなかった。次の定時は一ヒト六ロク〇マル〇マル。相違なしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「通信終わる」

　……。

　いま、ガキは塀へいをよじ登って出て行ったが。

　ではどこから入ってきた？

　この藪やぶだらけの庭に飛び降りて、あの程度の音だけで済むものか？

「……緊きん急きゆう。場所を移す」

《やはり問題ありか》

「いや、〝風〟は用心に越こしたことはない」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「通信終わる」




　　　　◆




　マヒロは、べたん、と石いし畳だたみに這はいつくばった。高い塀だった。変装した一いつ般ぱん庶しよ民みんの服から、埃ほこりを払はらい落とす。

「さて……」

　マヒロは、落ちた拍ひよう子しにずれた帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶりなおした。

「やっぱり先客がいたかぁ……」

　無人のはずの屋や敷しきを、ちらと振ふり返ったとき。

「見つけましたよぼっちゃま!!」

　ぎくりと振り返る。パリエルが、猛もう然ぜんと葦あし毛げの愛馬を走らせて来るところだった。

「もう見つかった!?　くそ、最近勘かんがよくなってきて……！」

「さあぼっちゃま、大人しくお家うちでお勉強いたしましょう！　おーほほほほほっ！」

　こんな街中で王子と叫さけびながら追うわけにも行くまいが。

「そんな冒ぼう険けん者しやの格好で勉強を教える家庭教師がどこにいる!?」

　詰つめ襟えりの制服ではなく、身軽なノースリーブ姿で帯たい剣けんしたパリエルから、とにかく逃にげる。

「僕は今こそ自由の身なのだっ！　人は誰でも生まれながらにして自由が保障されているのです！　かつて天は人の上に人を作らず人の下に人を作らなかった！　誰か！　どなたか！　僕をお助け下さい！　今ここに一人の罪無き少年の基本的人権が無残にも踏ふみにじられようとッ──!!」

「おーっほほほほほほほっ!!」

「わああああああ～～～～～～っ!!」

　マヒロは息と足の続く限り逃げ回った。
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　……で、捕つかまった。

　ぱかぽこ。パリエルはぐったりしたマヒロを自分の後ろに乗せて、馬を歩かせていた。

「は……走りすぎて具合が悪い……」

「てんで運動不足じゃないですか。ですから剣の稽けい古こをすれば少しは……」

「馬を相手に……三十分も逃げ回った余の健けん脚きやくを……見ていなかったのか……ぜえはあ」

　いや、それはそうなのだけど。

「ところで王子」

「なんだい」

「私が後ろに乗りましょうか」

「どうして」

「どうしてって……男性が女性の後ろに乗ってるっていうのは、正直……かなりかっこ悪いですよ？」

「今の余はどこの馬の骨とも知れぬ、ちょっと高貴な少年にすぎません」

「ですけど」

「……余は疲つかれています」

「でも」

「……生き物に乗るなんて残ざん酷こくな」

「馬なら誰だれもそんなこと思いませんよ。ていうか乗るだけならもう乗ってるし」

「……余には鍛きたえ上げられたこの健脚が」

「それがだめになったから私の後ろにいるんじゃ？」

「……」

　嫌いやな予感がして。

「王子……まさか馬に乗れないんじゃ？」

「……ぶっちゃけ、ＹＥＳ」

　ずがーん。

「はあっ!?」

「いいから、そこ左に。もう逃げたりしないから。一いつ緒しよに連れてってあげるから」

「左……って、街の外に行く気ですか!?」

「だから言ったじゃないか。視察だって」

「……本当ですか？」

　足をじたばたと。

「視察～、視察～」

「わ、わかりましたから！　そんな子供みたいな駄だ々だをこねないで下さい！　馬が暴れます！」

　大通りに出たところで、城とは正反対の方に折れる。城下の外周を囲む防護壁へき、その出入り口である防護門の片方、南門のある場所へ……と。

「……なんでしょうか？」

　さして公益の要よう衝しようでもないこの小国は、当然国内外の人の出入りもそう多いわけではない。のに、今日に限って混雑している。近くまで行ってみると。

「押すな押すな！　これよりこの防護扉とびらは閉へい鎖さする！」

「理由を言ってくれよ理由を！」

「何なん人ぴとの出入りもならんとのご命令だ！」

「魚が腐くさっちまう！」

「今日中の納品なんだよ！」

「せめてこの薬だけでも！」

「ちょっと表に狩かりに行ってただけだぞ！」

「そうよ、自分の家にも帰れないなんてどういうことよ！」

　ぶーぶーぶーと、不満が爆ばく発はつ寸前になっている。

「閉めるって……なんででしょうね？」

「……やっぱり、帝てい国こくが来るからじゃないかな？　ここの警備隊長は……」

　詰め所の近くに行くと、馬を下りたマヒロが難しい顔をしている年配衛えい士しに尋たずねる。

「何事ですか」

「む？　見てわからんのかね。これから門を閉め、国に出入りする者は一人残らず検査……で、殿でん下か!?」

　しー、しー、とマヒロが人差し指を立てると、門に殺さつ到とうする何人かは振ふり返ったが、結局は喧けん騒そうに吞のまれ、誰もマヒロには気付かないようだった。しかし隊長は驚おどろき冷めやらぬ様子。

「まさか、また城を抜ぬけ出され……！　くぅ、ここまでのアホ王子だったとは……！」

「ついにあなたまで余をそんな風に言うのですか。大たい概がいひどいね。いつものことじゃないか」

　いつもだからアホなのでは。

「このようなときだからこそですぞ！　何をなさっておいでですか……？　陛下の御お代かわりに城におられなければ……いえ、今はここでは目立ちます、詰つめ所の中へ」

　いつものことと呼べるほどの顔見知り、らしかった。中に入ると簡単な木のテーブルと椅い子すがいくつか。壁かべにはよく磨みがかれた槍やりや盾たてなんかが立てかけられて、どこにでもあるような詰め所という雰ふん囲い気き。何名かの若い兵士がくつろいでいた。

「あ、王子！　いらっしゃい。ゆっくりしてってよ。ジュースあるよ」

「王子、新しいカードゲーム手に入れたんです。一緒にやりませんか？　今度は負けませんよ」

「王子、アイス食います？　アイス」

「王子、西の下町二丁目の酒場に、ウハウハな感じの踊おどり子が……」

　なんかフレンドリーというか、馴なれ馴なれしいというか、なんというか……。

「この馬ば鹿か者ものどもいつまで休きゆう憩けいしとる！　持ち場に戻もどらんかぁっ!!」

　隊長に怒ど鳴なられ、若い番兵たちは逃にげるように飛び出していった。

「……王子、よっぽど入り浸びたってるんですねこの場所に。ていうか最後のいかがわしい酒場について詳くわしく」

「ええ、と。まあ。それはその、エーデルワイスには内ない緒しよの方向で」

　パリエルの溜ため息いきを他所よそに、マヒロはまともな顔をして隊長に向き直った。

「それより、この騒さわぎは誰の命令ですか」

「はっ、内務大臣カルロ卿きようのご命令です。帝国軍自体はまだしも、スパイの類たぐいが潜もぐり込むやも知れぬとのことでして」

「……その理由をみんなには？」

「は、もちろん伝えておりません。なにぶん動どう揺ようするな、させるなとの今朝の陛下のお言葉ですので……」

「ではすぐに中止するように」

　意外な言葉に、隊長ともども、パリエルは目を丸くした。

「どうしてですか、王子」

「ん？　意味ないじゃん」

「意味ない、って……そんな簡単に」

「とにかく。あんな騒ぎがこのまま続いたら、そのうち怪け我が人にんが出るよ。魚も腐るし。納品が滞とどこおって不ふ渡わたりが出た日には、あそこの工こう房ぼうはいよいよ潰つぶれるかもしれない。特にほら、あそこの診しん療りよう所じよの薬というのは……」

（ひょっとして……）

　城下の人々の暮らしを逐ちく一いち把は握あくしているのだろうか、この王子。何となく隊長と顔を見合わせ、たぶん同じ思いだろうと。

「大陸指名手配級の犯罪者が街に入ったけど、結局どこかに逃げてったとか何とか理由を付けて。すぐに通常警備に戻すように。これは父上より全権を預かった余の命令です」

「は、ははっ！」

「ついでに北門の方にも伝えてくれる？　あ、でもエーデルワイスの名前で」

「は……？　しかし殿下のご命令では……？」

「余の名前ではどーせ聞いてくれません。真ま面じ目めなんだもん向こうの隊長……」

「ははっ、なるほど。わかりました、ではただちに」

　隊長が詰め所を出て行く。マヒロが言った通りの言い訳をすると、なら仕方がない、でもよかったよかったと言って、みんな思い思いの方に散って行った。戻って来た隊長は電話を使って、すぐに北門の警備隊長にも同じことを告げる。チン、と壁かべ掛かけ電話に受話器が置かれ。

「すぐに検問を取りやめるとのことです」

「よかったよかった。これで一件落着」

　でも、とパリエルは言った。

「もし本当にスパイが潜り込んだらどうするんですか？」

「なんとかなるって。どうせまだ攻せめてこないんだし」

「それはそうですけど……」

「だったらせめて、みんなには平へい穏おん無事に暮らしてもらわないと」

（……なんていうか……）

　王子は王子なりに、やっぱり考えてるんだなー、と。普ふ段だんが普段なだけに、妙みように感心してしまう。無茶苦茶ばかりしていても、根は優やさしいんだと。だから王様にああは言われても、無理に背せ伸のびもしていない。

　パリエルは知らずニコニコしてしまいながら。

「それでは王様は、城下に遊びに出たりもしませんよね？」

「……そう。父上はああ見えて、意外と何もしていない。なぜならどっかりと玉座に腰こしを下ろしているだけで、忠臣たちが全すべてをこなしてみせるから」

「では王子もそれに倣ならって……」

「何もしていない分、その時間を遊びに使っても問題はないはずなのだ！」

「どっかり座っていることが重要なんですよっ!!」

　結局その日は、それきり城に連れ戻された。
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　夜も更ふけて。マヒロが寝しん室しつで、いつものようにベッドに寝ね転ころがって本を読んでいると。

「殿でん下か。入ります」

　ノックの後にエーデルワイスが入ってきた。

「日中わたくしの名を使われましたね。カルロ大臣の采さい配はいに不備がおありでしたか」

「……」

「一匹ぴきの魚。一つの工房。平時はそれもよろしいでしょうが、半月後、一月後。今日侵しん入にゆうした密みつ偵ていの痕こん跡せきがどう戦局を左右するか。大局を見誤っておいででは」

「エーデルワイス。『風の噂うわさ』って知ってる？　もちろん、ごく狭せまい意味で」

　滅めつ多たに表情を変えないメイドの瞳ひとみが、僅わずかに細まった。

「……どこでそのような言葉を」

「言っても仕方ない」

　もうヤサは替かえられただろうから。

「呆あきれました。帝てい国こくの〝風〟に接近なさるとは。〝風〟は帝国諜ちよう報ほう部ぶのエリートにのみ与あたえられる称しよう号ごうです。あれだけのトラップを弄ろうした更こう衣い室しつに、易やす々やす忍しのび込こめるわけでございますね」

「余はコッソリ動くのは得意なのです」

「ですが、二度とそのような火遊びはなされませぬように。彼らは人を始末するにも、風の如ごとくに行います」

　マヒロは失しつ笑しようした。

「大だい丈じよう夫ぶ、余はどうせいらない子だよ」

「王のお言葉ではありませんが、それを決めるのは殿下ご自身です」

「だから僕自身がそうだと決めている」

　僅かな、間。

「……左様でございますか。では一つお聞かせ下さい」

「なに？」

「殿下はこの一週間以内に、帝国が攻めて来るとお考えですか」

「来るよ」

「……風の噂ですか」

　マヒロは書物を閉じて、ごろん。

「別に。なんとなく、来るんじゃないかなー」

「いかがなさるおつもりで」

「暴力は嫌きらいなので、話し合いで何とかできればと思う」

「お優しいだけでは、どうにもならないこともございます」

「……」

「では失礼致いたします」

　エーデルワイスは丁てい寧ねいな所作で腰を折り、寝室を出て行った。

「……それはわかってるんだけどさー。暴力だけでも、どーにもならないこともあるんじゃないかなー……。と、僕は思うんだけど……」

　言ったところで、誰だれも聞いちゃいない。部屋には一人。マヒロは部屋の明かりを消し、毛布に潜もぐって目を閉じた。昼間目め一いつ杯ぱい駆かけ回ったせいか、あっという間に眠ねむりに落ちていく。
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　夜や陰いんに紛まぎれて走る八頭立ての馬車が一台、陣じんに滑すべり込んでくる。五百ばかりの黒くろ騎き士したちが、馬車の側面に純金で象ぞう嵌がんされた、〝月下に獅し子し〟の皇室紋もんに跪ひざまずく。

「大たい儀ぎだ。顔を上げろ」

　凜りんとした声と共に馬車より降りて来たのは、鋭するどい目付きで微び笑しようをたたえる美び姫きだった。黒の軍服姿をした男装の麗れい人じんが、栗くり色いろの髪かみを背に払はらう。

　今日敷しかれたばかりの陣。それを預かるのは銀ぎん髪ぱつをした、見み目め麗うるわしき青年であった。鎧よろいではなく帝国将校用のロングコートをまとい、背には伝説とも噂される長ちよう剣けんを下げた剣士である。

　己おのが主君が眼前を過ぎると同時、彼は立ち上がって横に従う。

「姫ひめ。予定より早いようだが」

　硬かたい言葉遣づかい。だがその銀髪をよく知る帝国の第三皇女は、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「暇ひまでな」

　ひま。その一言だけで戦場に出てきてしまう事実が、このルナスという姫の全てを物語っていた。用意された一等大きな天幕へ向かう姫。三歩後ろを、よくできたメイドが二人。

　歩きながらルナスは若き将に聞いた。

「どうだレイナー、将としての初うい陣じんの感想は」

「まだ接敵していない」

「……つまらん奴やつだな」

　レイナーと呼ばれた青年は、からかわれたことにも気付かぬように、相そう好ごうを崩くずさない。緊きん張ちようでもなんでもない。これが帝国三剣と呼ばれる中の一人、『猟りよう剣けん』の異名を取るその青年の素す顔がおだった。

「向こうの状じよう況きようはどうだ？」

「現段階では風の噂を過ぎないが」

　もちろん巷ちまたに風聞されるそれの意味ではない。帝国諜報部より吹ふく風。それに乗って流れる噂は、帝国軍にとっては何よりも信しん憑ぴよう性せいの高い、情報戦の要かなめとして往来する。

「やはりこの半月から一ヶ月ほどは、こちらの侵しん攻こうはなしと踏ふんでいるようだ」

「そうか」

「本日正午頃ころ、一度は防護門を閉とざそうとの動きがあったが、これは犯罪者を逃のがさぬか入れぬかのための配はい慮りよだったらしい。現在では北門、南門とも平時の通り開放されている」

「ふむ……父王陛下が宣戦布告をなされてより未まだ二日だ。まさか我らがこれほど奥地に潜せん行こうしているとは、思いもしまい」

　ルナスは嘲ちよう弄ろうするように言った。

　陣は緩ゆるやかな傾けい斜しやの山中、深い木立に紛れている。だがその幹の一つにでも上れば、侵攻目標はいともたやすく眺ながめられた。都市より小さな弱小国家。彼ひ我がの距きよ離りはわずか数キロ。

　たった五百騎きの奇き襲しゆう部隊だからこそ可能となる、無む謀ぼうにも見える潜行急襲策。

「疾しつ風ぷうシュライバンも王に随ずい行こうしたそうだ」

　その言葉に、ルナスはふと表情を曇くもらせた。

「そうか」

「何か」

「いや……奇襲の上に名うての将もいないのでは、少々拍ひよう子し抜ぬけだと思ってな」

　レイナーはわずかばかり目を細める。専門は戦術ではなく剣術であるが、将として兵を預かる以上、戦いくさのなんたるかは心得ているつもりだった。

「戦争だ、姫。卑ひ怯きようも何も」

「そうではない。つまらない、と言ったのだ」

　帝てい国こくの現領土、南部一帯を統一するために行われた先の侵攻作戦時において、名だたる将軍、諸しよ侯こうと並び、劣おとらずの猛もう勇ゆうを振ふるったのがこの第三皇女だった。

　舞ぶ踏とう会かいであれば飾かざり立てられた宝石に、しかめつらして席も立たないこの姫は、しかし鎧の鈍にび色いろと剣の輝かがやきに囲まれて、このように不敵な笑顔えがおを絶やさない。

　もっとも今は、相手に不足があるのか、それも曇り気味。天幕に入ろうとしたところで、一部より喧けん噪そうが上がった。

「何事だ？」

「この近辺の魔ま物ものは、俺たちが動どう揺ようするほどの脅きよう威いではない。賊ぞくか何かだろう」

　間もなく一人の騎士が駆かけつけ、頭こうべを垂れる。しかし奇くしくもレイナーの言葉は外れた。

「恐おそれながら申し上げます。密みつ偵ていと思おぼしき者を捕とらえましたが、いかがいたしましょう」

「引き立てろ」

　ルナスが言うと、騎士は一度、意外そうに顔を上げ、確かく認にんするようにレイナーを向いた。

　それもそのはず、相手はたかが下げ賤せんの者。王族が口を利きくような程度ではない。

「尋じん問もんならば俺たちで行うが」

「構わん」

　ルナスには引く様子も、冗じよう談だんを言っている様子もなかった。

　程ほどなく、縛ばく縄じようを打たれた男が引きずられてくる。当初こそふてていた男は、しかし軍団旗ではなく皇室の家か紋もんが掲かかげられていることに気付き、そしてルナスの姿を見るに至って、死人のように青ざめていった。

「なっ、なっ……何で帝国三さん番ばん姫きが……！　皇族が、こんなところにっ……!!」

　無論、答えてやる義理などない。ルナスは言葉短に要点だけを聞く。

「どこの者だ。ミスマルカか？」

「っ……」

　囚とらわれの男は必死に探していた。逃にげる手だてを。あるいは、そのための方便を。だが見つからない。見つかるはずがない。相手が名にしおう帝国三番姫、一ひと振ふりで百を断たち、一戦においては万を屠ほふると謳うたわれた光こう輝きの剣。

　それを知ってしまった瞬しゆん間かん、男からはあらゆる覇は気きが失うせていた。

　ルナスはそんな様子に、不ふ機き嫌げんそうに目を細める。

「ま……待ってくれ、俺は、共和国の人間だ……！　ここには、あんたたちを探さぐりに来たわけじゃない！　通りがかっただけだ！　知らなかったんだ！」

　それがこの状況下に置かれた人間が示す、通常の態度。当たり前の動揺。だが密偵であればあってはならぬ泣き言。

「後生だ……！　言うことなら何でも聞く、寝ね返がえれと言うならそうする、共和国の軍備、拠きよ点てん、いくらでも教える！　だから……！」

　ただただ怯おびえ竦すくむ男を見下し、ルナスは苛いら立だちを乗せて言葉を吐はく。

「つまらん。貴様、死ぬ覚かく悟ごはなかったのか？」

「……は……？」

　それが、男がこの世に残した最さい期ごの言葉。抜ばつ刀とうから男の体が裂さけるまでは秒もかからなかった。ルナスの手にした剣は光を発し、後には灰だけが残る。

　背から抜ぬいたのは、七つの宝玉が嵌はめ込まれた片かた刃ばの大剣。二つ名『光輝の剣』の由来となったそれは、旧文明における太古の伝承になぞらえ、〝七しち星せい〟と冠かんされる魔法剣だった。それが発する光の前には、血ち糊のりすらも残ることは許されない。

　それを見た騎士たちは男に同情することもなく、ただただ、美び姫きの技わざに見み惚とれるのみ。

　ルナスは剣を収めながら、失しつ笑しよう。

「お前たちに任せればよかったな」

「この程度なら、締しめ上げたところで大した情報もなかっただろう」

「ふむ。まあいい、それより腹が減った。遅おそくなったが飯にしよう」

「恐れながら姫様。メシ、ではなく、夕食と」

　突とつ如じよのメイドの言葉に、ルナスはうんざりと手を振った。

「わかったわかった。ではそれにしよう」

　背後に影かげのように従っていた二人のメイドが、承しよう諾だくを示してぺこりとお辞じ儀ぎする。

「レイナー、皆みなにも少し酒を振る舞まってやれ。明日に備えて英気を養えとな」

「了りよう解かいした」
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　翌朝。

「かつて聖魔王がこの世界を支配していた頃ころ……旧文明の人々は、こう謳ったのだそうです」

　マヒロがてくてく、朝日の差し込む方へ向かった。

「新しい朝が来たっ!?　そう、それは！　希望の朝だっ……!!　と」

「昔の人たちは元気だったんですね。では王子も元気に踊おどりましょう」

　パリエルは、ぽんぽんと手を叩たたいた。

　室内には宮きゆう廷てい楽団の数名と、講師となる宮廷舞ぶ踏とう家の先生が一人。

　毎週水曜日の午前中は、社交ダンスのレッスン。どこの国だろうと、社交界に出れば基本中の基本。まさかそれを貴族の中心たる王族が、できないわけにはいかないのに。

「そもそもなんだい君はパリエル。護衛のクセに余のスケジュールをどうこうしようとは、何様のつもりだ。ちなみに余は王子様だが」

「それは昨日聞きました。でもエーデルワイス様に言われたんです、仕方ないじゃないですか」

「そんな、自分に言い訳なんかして、恥はずかしくないのか！　そうやって言い訳を重ねて生きていく人生が、君はそんなに楽」

　すぱぁーん。

「……あれ。いたの、エーデルワイス」

「おりましたが何か」

「いえ」

「陛下の代わりも務められないのであれば、せめて王子らしく振る舞われてはいかがでございますか」

　ずがーん!?

「王子らしくって……余は、そもそも王子ではなかった……と？　つまり余は……、余は……この世のどこかにいる本当のマヒロ王子の影かげ武む者しやという驚きよう愕がくの新事実!?」

「エーデルワイス様はそういう意味では言ってませんから！　どーしてそこまで妄もう想そうできるんですか……」

「そもそも余は、社交ダンスというものは好きではないのです」

　てくてくてく、と歩いたマヒロがパリエルの目鼻の先までやってきた。

「は、はい……？」

　ちょっとドキッとしてしまう。

「手と手を取り」

「は、はい……」

「腰こしに手を回し」

「はい……」

「前、前、後ろ、後ろ、右、横、横……って、なんといやらしいことか!!」

　ごすっ!!

「右と横は同じ意味です!!……じゃなくて、いやらしくも何ともありません!!」

「とにかく余はもっとソウルフルに踊らなければ気が済まんのだッ!!」

「そ……ソウ？　ルフル？　え？」

「というわけで、余は再び城下へと旅立ちたいのですけれども……」

　マヒロが遠えん慮りよがちにエーデルワイスの顔色を窺うかがう。しかしベテラン熟年メイドのお小言よりも、よほど迫はく力りよくのある澄すまし顔。

「けれども……どうしよーかなーと」

「ご勝手にされてはいかがでございますか」

「いぃやっほ～～～～ぅいっ!!」

　奇き声せいを上げて飛び出して行った。楽団と先生は溜ため息いきついて撤てつ収しゆうしていく。

「あ……あの……。い、いいんですかエーデルワイス様っ!?」

「何をしているのですか。早くあなたも追いなさい」

「え？　じゃあ、やっぱり連れ戻もどすということで……」

「殿でん下かはこの国への帝てい国こく侵しん攻こうを、お一人で食い止めるおつもりです」

　耳を疑った。だってこの人は、冗じよう談だんを言うような人じゃない。それに、食い止めると言っても帝国が動き出すのはまだ先の話で……。

「このまま放ほうっておけば、かなり危険な所に足を突つっ込みます。ですがあなたが側そばにいれば、決して無茶はされないはずです。そのために随ずい行こうしなさい。それ以外は自由にさせて構いません。わかりましたか」

「わっ……、わかりましたっ！　王子に随行し、護衛しますっ！」

　敬礼もそこそこに、パリエルは王子を追って駆かけ出した。

（ひぇ～っ……あの王子が国を救うって、どういうこと……!?）
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　ともかくパリエルも近衛このえ騎き士しの制服から、昨日の冒ぼう険けん者しや風の私服に着き替がえ、庶しよ民みんの変装をしたマヒロと城の裏庭までやってきた。

「王子、城下に行くんじゃないんですか？」

「行くとも」

　裏庭と言っても城が城なので、乗馬や簡単な狩かりを楽しめるぐらいに広い、木こ漏もれ日の爽さわやかな森が広がっている。が、その森の手前には廏きゆう舎しやや、馬車小屋、昨日王が乗っていったオートモービルのガレージなんかがあり、マヒロが用事があるのはそれらを管理する、車馬隊の整備場らしかった。

　大きな倉庫の中に入ると、まず鼻を突つくのは油の匂におい。何台かの馬車と、予備の自動車が一台、メンテナンスを受けている。

「……馬を借りるとか、馬車を出させるとかじゃないんですか？」

「そうです。余の愛馬を出します」

「昨日、乗れないとか言ってたくせに……」

「この広い世の中には、余が乗りこなせる馬もあるのだ」

　だったら初めから車馬隊の詰つめ所に言えばいいのに。昨日みたく徒歩で抜ぬけ出すしかしてなくて、おおっぴらに外出の許可がもらえたのが初めてだから、意外と知らないのだろうか。

「私、言ってきましょうか？」

「いやいや……余は、こいつに用事があるのだ」

　倉庫の片かた隅すみにある、シートを被かぶった何かを示した。瞬しゆん間かん、ツナギ姿の車馬隊の面々がざわめき、総毛立った。

「のっ……乗るのかっ!?」

「いよいよ王子、あれを出すのかっ!?」

「誰だれか……いくらなんでも止めなくていいのかっ!?」

　ざわざわ。ざわざわ。

　すると溶よう接せつメガネをかけた車馬隊の隊長……パリエルも馬を与あたえられて乗っているので、当然お世話になっている人……が、すごい形相でやってきた。

　大体が年配の隊長なんてものは、厳しくておっかないと相場が決まっているのだが、この人も鬼おに教官とかその類たぐい。ことさら馬よりも機械の類が専門でここにいるので、職人気質かたぎなところも手伝って頑がん固こ親おや父じで有名だ。

「王子っ!!　まさか、こいつにお乗りになるってんですかい!?」

「ＹＥＳ!!」

　ウインクして、ビッと親指を立てるマヒロ。

「ついにその日が来たのだ、隊長!!　準備は万ばん端たんだろうな!?」

「お……おおおおおっ！　王子っ!!」

　いやもう殴なぐりかからんばかりに興奮しきり。何で怒おこっているのかはわからないけれど、この人だったら王子のことも簡単にぶん殴っちゃうかも、とパリエルが思った矢先。

「あっしぁ、王子についてきて本当に良かった!!」

「はあっ!?」

　パリエルは思わず声をひっくり返す。

　嬉うれしさに打ち震ふるえていたらしい。感かん涙るいにむせび泣き、溶接メガネをずらして涙なみだをぬぐったかと思うと。

「こんなバケモンをいじれた上に、実走まで拝めるってんだからなぁ……!!」

　ぐふぐふぐふ、と隊長は怪あやしげな笑い声を上げ始める。

「車馬隊の総力を挙げて仕上げてありやす。今や足りない部品パーツは、マヒロ王子！　あんただけでさぁ!!」

「うむっ!!　見よ、パリエル!!」

　マヒロがその掛かけ布をはぐり去ると、そこには……。

「これが余の愛馬……すなわち『鋼鉄の悍かん馬ば』、ＺＸ─７ＲＲだッッッ!!」

「って……バイクじゃないですかっ!?」

　言うまでもなく旧文明の遺産。

　ちっちゃい、『カブ』というバイクならそこら辺でもたまに走っているが、これはそれより全然大きい。大きいというか、がっしりとして中身が詰まっているというか。

「た……隊長、こんなものどこから……？」

「あん？　どこってそりゃおめえ、王子さまがご自分でパーツを集めて来られたんだ」

　いつも一いつ緒しよにいてそんなことも知らねえのか、みたいな言われよう。

「余は、実は秘密のジャンク山を持っているのだ。そこからコツコツ発はつ掘くつし、足りないパーツや消しよう耗もう品ひんは極東から取り寄せ、あるいはヴェロニカ商工同盟でリビルドやワンオフしてもらい……、ひいてはっ！」

　ばっ、とマヒロが整備工たちへ手をかざす。

「車馬隊の彼らに頼たのみ込み、組み上げてもらったというわけだ!!」

「うわっ!?」

　気が付くといつの間にか、隊長と似たような顔でグフグフ笑うメカフェチたちに取り囲まれていた。

「すげぇ。すげぇ……」

「走るぞ。走るぞ……」

「二〇〇キロ出るぞ、二〇〇キロ……」

「やばいぞ、やばいぞ……」

　ぐふぐふぐふ。

「何を水くせぇ、王子。こっちこそ頭を下げてでも、いじらせてもらおうってもんでさぁ」

　ぐふぐふぐふ。

（こっ……怖こわい……！）

　パリエルは涙ぐんで後あと退ずさり。




　　　　◆




　うぉんっ!!

「っ……!?」

　エンジンが掛かった瞬間の第一声に、パリエルは思わず耳を塞ふさいだ。

「なっ……」

　排はい気き管かんからの音もそうだが、エンジンそのものもガラガラガラガラと、今にもぶっ壊こわれそうな、いわく言い難がたい不気味な唸うなりを上げている。何もかもがカブとは違ちがう。

「わははははははっ!!　パリエル、いななきとはこういうものを言うのだ!!　余の意思に即そく座ざに反応するこの心エン臓ジン!!　これを人馬一体と言うのだっ!!」




　おんっ!!　おんっ!!　おんっ!!　おんっ!!　おんっ!!




　マヒロが軽く右手をひねるたび、排気管からは空まで突つき抜ぬけるような咆ほう哮こうが響ひびき渡わたる。それをメカフェチたちはうっとりと目を閉じて、極ごく上じようのオーケストラにでも聞き惚ほれるよう。

（へっ……ヘンタイだっ……!?　こいつらみんなヘンタイだったんだっ……!!）

　城内からも何事かと大勢顔を覗のぞかせ、巡じゆん回かいの騎き士しがさては新手の魔ま物ものかと、槍やりを手に手に駆かけつける始末。

「うむ、これでこそ余の愛馬に相応ふさわしい!!　行くぞパリエル!!」

「へっ!?　い、行くって!?　これで出かけるんですかっ!?」

　とにかく置いていかれるわけにはいかない。パリエルが後ろに跨またがると、グローブを着けたマヒロがゴーグルを装着した。

「余はこれより、中原における最高速度記録を樹立します」

「はあっ!?　踊おどりに行くんじゃ……」

　しかしどうも踊りというのは方便だったらしい。パリエルの声は、車馬隊の面々からの大きな歓かん声せいでかき消される。

「いいぞー、王子ー!!」

「死ぬなよー!!」

「生きて帰って来いよー!!」

「死ぬなよー!!」

「頑がん張ばれよー!!」

「死ぬなよー!!」

「死ぬなよー!!」

「って、命の心配をする声が多すぎるんですけどっ!?」

　驚きよう愕がくするパリエルの頭に、ぽん、と。乗馬用ヘルメットが被かぶせられた。

「た、隊長……!?」

　親指、グッと。

「死ぬなよ、嬢じようちゃん。グッドラック!!」

「なっ……!?」

　うぉん！　ぅおおおおおおおんっ!!

「いっ……いやああああああああっ!?」
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　とは思ったものの。乗り方に慣れてしまえばそうでもない。あんなに大おお騒さわぎするからどんなものかと思ったが、自分の馬だって鞭むちを入れればこれくらいで走りますよー、くらいのスピードしか出ていない。ただ、音がすごいものだから、街中の人たちがみんな振ふり返る。反かえってそちらの方がイタイイタイ。

　そうこうするうち、昨日の南門までやってきた。当然警備隊も何事かと、武装の上で総出で駆けつける。

「って、なぁんだ、王子じゃないですか」

「すっげー、それ新しいバイクですか」

「王子、機械なんかより馬の方がいいっすよ。馬の方が」

（私もそう思うけどなぁ。こんなにうるさくないし、かわいいし……）

　しかしふと思ったのだが、マヒロ自身が庶しよ民みん的なものを好むせいか、彼はやたらとそういう人たちに人気があるらしい。車馬隊の面々もここの若い兵士と同様、妙みように馴なれ馴なれしかった。

（それが王子の良いいところ……なのかな？）

　すると隊長も詰つめ所から現れた。

「王子、今日も何か御ご用ようですか？　お言葉通り、昨日から検問は行っておりませんが……」

「今から余は二つのことを行ってきます。一つは栄光あるミスマルカ車馬隊の威い信しんを懸かけた、中原における最高速度記録の樹立です。もう一つは……」

　停とまっている間もうるさいのでかなわない。何を話しているのか、よく聞こえなかったけれど。耳を寄せていた隊長の目は、次の瞬しゆん間かんぎょっと見開かれた。

「……王子、それは本気で……!?」

「でもいいかい、絶対にこの門は閉じないように。北門にもよく伝えなさい。日暮れまでに余が帰らないときは、そのままエーデルワイスに指示を仰あおげ。いいね、隊長」

「いっ、いくらなんでもそのようなこと、無理です！　一臣民として到とう底てい承服致いたし兼かね……!!」

「わははははっ！　行くぞ、我が愛馬よ！」

　うおおおおおん!!

　見る見る、王子と護衛の姿は小さくなっていく。

「……本当に行ってしまわれた……」

「どうかしたんですか隊長？　そんな青い顔して」

　隊長は口くち髭ひげを撫なでつつ。

「う……。む、いや……。冗じよう談だんだとは思うが、近くに来ている帝てい国こく軍を偵てい察さつしてくる、と……」

「そりゃあ冗談でしょう。だって帝国軍なんて影かげも形もありませんよ。南の国々からだって、そんな報告は入っていませんし」

「そ、そうか。そうだな、いもしないものを偵察できるわけがないな。いや、いつになく真しん剣けんな目をしていたもんでな……」

　いやな汗をぬぐうように、隊長は白しら髪が交じりの髭を撫ぜた。




　　　　◆




「王子!?　本当に街の外に出ちゃってどうするつもりなんですか!?」

「嫌いやなら降りたまえ！　余は車馬隊の期待を一身に背負っているのだ！　ここまで来て帰れるものか！」

「……まあ、いいですけど。結局うるさいだけで、あんまり速くないみたいですし。この馬」

　と言ってから少しして。街かい道どうを外れて。

　マヒロはそこから数キロ先に見える、ある山さん麓ろくに向けてバイクを停止させた。

「気が済みましたか？　では早く帰りましょう。うるさいし、乗り心ごこ地ちが悪いし、お尻しりも痛いし……」

「パリエル。余の愛馬を遅おそいと言ったな？」

「ええ言いました、私のリミエール号の方が速いし、乗り心地もいいし、あったかいし、可愛かわいいし……」

　ニタッ、とマヒロの口元に不ふ吉きつな影が浮うかんだ。

「一二〇馬力だ」

「……はい？」

「旧文明の文ぶん献けんによれば、余の愛馬は通常の馬、約一二〇頭分のパワーを秘ひめているらしいのだ」

　ぐふぐふぐふ。

「お……王子……？」

「遅いだと？　当たり前だ、今までのはただの馴らしというやつだ。君は寝ね起おきの馬に、いきなり鞭むちをくれたりするか？」

「そ、そんなひどい真ま似ねしませんけど……」

「つまりそういうことだ。エンジン、ミッションが暖まる今まで、あえてドウドウとやっていたのだ。これより余は鞭をくれる。いいかパリエル、絶対に余の体から手を放すなよ」

「は……、はぁ」

　なんだかわからないけど、声が真剣なのでぎゅうと抱だきつく。

「さあ吠ほえろ！　我が愛馬、ＺＸ─７ＲＲよ!!」

　再度発進。

　なんというか、せめてもっといい名前を付けてあげればいいの……に……。

「ひっ……？」

　何かが違ちがった。

「ひいいいいいいいっ──!?」

　瞬またたく間に風の音が切り替かわった。どれだけの駿しゆん馬めを走らせようと、絶対に聞くことのできない轟ごう風ふう。だというのにこの馬、まだ加速しようとする。

「おっ!?　おおおおおおうじっ!?　これ、いま、どれくらいのスピードが……!?」

「一〇〇キロだ！　まだまだ、君の馬の倍ぐらいの速度だ！」

　……そう言えば車馬隊の人、二〇〇キロ目指せとかなんとか言ってなかったっけ？

（……。）

　ふぅっ、と気が遠のきかけた。

「わははははっ！　いける！　いけるぞパリエル！　こいつはすごい！　これは今まで余が乗ってきた中でもピカイチだ！　この速度域でも、まだまだ全然余よ裕ゆうがあるぞ!!」

　っおおおおおおおおおおおおんっ!!

「ひいいいいいいいいいいいっ!?　王子、わかりました！　私が間違ってました！　速いです！　速すぎますから！　ってもう目の前に山が!?　このままだと突つっ込んじゃいますようっ!?」

「というかあの山が目的地だ！　藪やぶに首を刈かられないよう、しっかり余の背中に伏ふせていろっ!!」

「正気ですか～～～～っ!?　ひいいやあああああああああっ……!?」

　山に突とつ入にゆう。葉っぱが、枝が、かすめる。凹おう凸とつで座面から腰こしが浮く。振ふり落とされそうになる。怖こわい、死ぬ、死ぬ、死ぬ……！

　……と。

　ある瞬しゆん間かん、そうした一いつ切さいがなくなった。森が開ける。マヒロが急ブレーキをかけ、車体を横に滑すべらせながら停車する。

　そしてパリエルが目を開けると、そこには予想だにしない光景が広がっていた。

　黒い甲かつ冑ちゆうの軍団が、ざっと見ただけで数百。中原の国々に、あんな装備を擁ようする部隊はいない。そう思ってよく見れば、鎧よろいには〝獅し子し吠ほえる〟の帝てい国こく紋もん。すなわち。

（てっ……てっ……。帝国っ……軍っ!?）

　ただ。

　その黒くろ騎き士し団だんも、まるで呆ぼう然ぜん。

　明らかに敵軍だとか、どう見ても魔ま物ものだとかなら、彼らも即そく座ざに攻こう撃げきするのだろうけど。あからさまに場違いなものが勢い込んできたものだから、どうしていいかわからない。

　お互たがいにわからない。

「あ、ああ、あ、あのですね、わたわた、私たちはっ……」

　パリエルだけが、あたふたあたふた。

　自分がいればマヒロは危険な場所には足を運ばないと……。

「エーデルワイス様の、噓うそつき～っ……!!」

　などと、本人もいないのに呪のろったって仕方ない。

「どーするんですかどーするんですかどーするんですかこのアホ!!」

　するとマヒロは妙みように神妙な、耳打ちするような小さな声で。

「余は実は、この辺りに帝国の偵てい察さつ部隊がいるかもしれないと調べに来たのだ」

「は……？　じ、じゃあ……」

「うん。でもあそこまでスピード出しちゃうと、簡単には停とまれないんだよね」

　ぼぐっ!!

「それがこんなど真ん中に飛び込んだ理由ですかっ!?」

　とかやっているうちに、周囲には黒山の包ほう囲い網もうが敷しかれていた。




　　　　◆




「何事だ。魔物の声か？」

　ルナスの声に、その騎士は、半ば困った様子で報告した。

「は、それが、密偵……ではないと思うのですが、賊ぞく……かと言われるとそういうわけでもなく……あ、いえ、ともかく、奇き妙みような二人連れを捕とらえてしまったのですが……」

「……ふむ？　よし、会ってみよう」

　席を立つルナスに、レイナーが声をかける。

「姫ひめ。尋じん問もんなら」

「そう言うな、どうも夜まで退たい屈くつだ。昨夜の二の舞まいかどうかは、会ってから決めてもいいだろう？」




　　　　◆




　ガキ二人よりはマヒロの愛馬の方に、人だかりができてしまっていた。

「何だこれ？」

「バイクだ。知らないのか？」

「へえ、コイツがそうか。初めて見たな」

「どうやると動くんだ？」

「このスイッチはなんだ？」

「記念に十円キズでも付けておくか」

　帝国にも旧文明の遺産が全くないわけではない。大おお掛がかりな物資の搬はん送そうや長ちよう距きよ離り移送のためならばオートモービルも使用されているが、バイクとなるとほとんど実用性はなく、彼らが知らないのも当然のことだった。

「あああ、やめてください、やめてください！　そんなみだりに指し紋もんを付けないでください、しかも十円キズなんてあまりに殺せつ生しよう、おまけに後生……！」

（バイクよりも自分の身を案じられないなんて……）

　当然パリエルは、縄なわを打たれながらもどう脱だつ出しゆつすべきかの見当を付けていた。幸い今はマヒロのバイクに注目が集まっている。縄さえ抜ぬけられれば、不意を衝ついて脱だつすることも可能なはず……だった。

「静まれ。ルナス殿でん下かの御お成なりだ」

　そんな混こん沌とんも若い男の静かな一いつ喝かつにより、秩ちつ序じよへと立ち返る。群集と化していた黒騎士たちは即座に整列。それだけで練度の高さが窺うかがえる機き敏びんな動き。そしてパリエルが何の冗じよう談だんかと思ううち、目を見張るような男装の麗れい人じんが現れた。

　気品に溢あふれる顔立ち。背にかかり腰こしに届く栗くり色いろの髪かみ。こんな場所にあれほど上等そうなメイドを連れ歩いている。何より彼女が現れた瞬しゆん間かんから始まった、黒くろ騎き士したちの緊きん張ちようぶり。

　グランマーセナル帝てい国こく第三皇女、ルナス・ヴィクトーラ・マジスティア。

　彼女の存在が空気を一変させた。

（帝国の三さん番ばん姫きが、こんなところに──!?）

　目を瞬またたかせるパリエルとマヒロの前に、泰たい然ぜんと笑うルナスが立つ。

「この二人か。確かに賊や密偵の類たぐいには見えんな。お前たち、何者だ？」

　皇族。マヒロが護衛一人でこんな場所に遊びに来たこと同様。たかが数百騎の手勢で、帝都よりこれほど離はなれた場所に現れるなど。

「聞いている」

　その手に握にぎられた剣けんは美しく、柄つか元もとより七色の宝石が、刀身の半ばまでも並べられていた。

「い、え……私たちは、その、こちらぼっちゃまで、私はその家庭教師……」

　街でするための言い訳が、一体どこまで通用するというのだろう。

　眩まばゆいほどに煌きらめく切っ先が、パリエルの喉のど元もとへと向けられる。死を幻げん視しすると同時、奇妙な消失感を覚える。

「何をビビッているのだパリエル」

　マヒロが、やれやれと首を振ふった。

「僕たちには、なにもやましいことはないのだ。はっきりと言ってやればいい」

　うろたえ身動きもできぬパリエルとは対照、マヒロは後ろ手に縛しばられながらも、威い風ふう堂々、すっくと立ち上がった。

「遠き者は音にも聞け！　畏おそれ多くも我こそは、ミスマルカ王国王太子、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトであるぞ!!」
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　しーん、となった。

「ぼっちゃま？」

「はっはっは、見ろパリエル。単身敵地に乗り込む余の剛ごう胆たんさに、連中ぐうの音も出」

　どごんっ!!

　と。手を縛られたパリエルは、目の覚めるような後ろ回し踵かか蹴とげりをマヒロの後頭部に直ちよく撃げきさせた。

「さあぼっちゃま、頭のお加減はいかがですか？　帝国とはいえ、畏れ多くもルナス姫の御ご前ぜんですからね、ぼっちゃま？　わかりますよね？　さあ、もう一度お名前を言ってみましょうか？」

　上流階級に仕える家庭教師モードのパリエルがニコニコニコニコ尋たずねると、マヒロは地面に突つっ伏ぷしたままこう言った。

「は……はひ、間ま違ちがえました。えーと、余こそは実は南海の王者マヒマヒでした。大変失礼いたしました遺い憾かんの意を表明いたしますのでごめんなさ……げふっ」

「とまあこのように、うちのぼっちゃまは大変重度の脳、及および精神系な不治の病気に冒おかされてまして……えーと……そういうわけで」

　苦しい。自分で言ってて、あまりにイタ苦しい。怒おこったかなー、とパリエルが上うわ目め遣づかいにルナスを見ると、皇女は意外にも笑っていた。

「信じると思うか？」

　ああやっぱり無理ですか、と思うのも束つかの間……彼女の問いはよく見れば、マヒロへと向けられていた。

「ふふ、王子を名乗れば生き長らえるとでも思ったか？　浅せん慮りよにもほどがあるぞ」

　交こう渉しよう材料として生かされる可能性はあるだろう。反面、やはり敵国なのだから即そく座ざに首をはねられる可能性もあるだろう……。

　そして姫ひめは傍かたわらの若き将軍に問う。

「お前はこれが王子に見えるか？」

「断じて」

　即そく答とうされた。

「では密みつ偵ていの類に思えるか？」

「決して」

「そうだな。私も同感だ」

（すっ……すごい……。）

　アホすぎて信じてもらえなかったらしい。

　そりゃそうだ、一国の王子でありながら単身で外出するのも異常だが、頭を蹴り飛ばされるという暴力に屈くつした挙げ句、自身をマヒマヒと改名したのが王族としての誇ほこりのカケラもなくさらに異常。

　ああ自分だって、傍はたからこの状じよう況きようを見ていたら思いもしまい……。

　と、ルナスはバイクに目をやった。

「それで。そんなものに乗って、この山には何をしに来た？」

「中原における最高速度記録の樹立ですが」

　マヒロの述べた耳慣れぬ言葉に、ルナスがぱちくりとした。

「最高速度……そんな記録、どうするつもりだ」

「簡単な話です。ミスマルカにはこれといった産業がありません。しかし記録を出したとなれば、ミスマルカ車馬隊の、旧文明の遺産における技術力の高さが、大陸中に知れ渡わたることになります。そうなれば方々の国から、オートモービルだなんだの修理、再生、さらにはチューニングの依い頼らいが殺さつ到とうすることになり、ひいては……」

　一息。

「大陸全土から若いメカニックが集まってくることになるでしょう。ミスマルカにもついに、中原の他国に真ま似ねできない、新しい産業が生まれるという寸法です。極東やヴェロニカに、追い付け追い越こせなのです」

　本当に、こうした言い訳をするときのマヒロは卓たく越えつしていた。

（まあ……日々がその言い訳の実じつ践せんの場だし……）

　さておき、饒じよう舌ぜつなマヒロの言葉に、黒くろ騎き士したちも姫も少なからぬ得心を見せていた。今や取って食おうというほどの剣けん吞のんさは薄うすれている。

「ふむ……では貴様、その車馬隊の人間か？」

「いえ、僕は軍属ではありません。言うなれば外注の下した請うけです。ここまでのバケモノになると、乗り手を選びます」

　ここはもう王子の言い訳テクに賭かけるしかない。三六〇度を敵に囲まれた中、これだけ飄ひよう々ひようと喋しやべれるのはもはや才能だ。アホも度が過ぎれば妙みようなところで役に立つ。

　ルナスが興味深げにそのバイクを見て、笑った。

「ふふ、この小さいなりで化け物か。しかし実際、馬とどちらが速い？」

「俄が然ぜん馬よりは速いですとも」

「ほう、ではトラックとどちらが速い？　あれは我が軍も使うが、平へい坦たんな道ならば優に百キロは出ると言うぞ。最高速記録というのは、どの程度を目指してのものだ」

「とりあえずはその倍、時速二〇〇キロを」

　ざわっ、と。どよめきが起きた。姫は疑いを浮うかべ、少し首を傾かしげる。

「本気か？　出るかどうかはともかく、二〇〇キロと言えば竜りゆう騎き兵へいの攻こう撃げき速度にも等しいではないか。そんな速度で転てん倒とうしたらどうする……？」

「それはもう、もみじおろしになること必定」

　あっけらかんとマヒロは言った。

「落馬でさえも大おお怪け我がをするのですから。生あい憎にくと僕は、マジックシールドなどの魔ま法ほうの心得もないので」

　この頃ころになると凜り々りしい光こう輝きの剣も、呆あつ気けにとられたように愛らしく、こめかみに汗あせの雫しずくなど浮かべていた。

「いや、ちょっと待て……では君はなぜ、こんな藪やぶだらけの山の中に入ってきたのだ？　そんなに危険なら、障害物は少ない方が」

「馬と違って、車輪付きは下りの方がスピードが出るのです」

　だから山を登ってきたのだと。

　ただ下る、そのためだけに。

「「「……。」」」

　そのときのマヒロはもう、ぐうの音も出ないほど真まっ直すぐな、満面の笑えみだった。
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「まあ百聞は一見に如しかず……ここで僕が、その実力の一いつ端たんをお見せしましょう。どなたか縄なわを」

　きょとんとしたままのルナスが頷うなずき、マヒロの縄が解かれる。彼は慣れた様子でバイクに跨またがり……半分だけパリエルに振ふり返った。

「ねえパリエル」

「え？　は、はい……ぼっちゃま」

「走れメロスって知ってる？」

　……。

「って、なんで目を逸そらしながら聞くんですか!?　逃にげる気ですか!?　私だけおいて一人で逃げる気ですね!?　てめえ今すぐそこから降りろ!!」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だって!!　帰ってきたよ!!　メロスはちゃんと帰ってきたよ!!」

「メロスは帰ってきたけどてめえはマヒマヒだっ!!　姫ひめ！　ルナス姫！　この者は私を置き去りにするつもりにございます!!　いま一度お縄をッ!!」

　やいのやいの。ぎゃーすぎゃーす。

　そんな二人のやりとりがよほどおかしかったのか、周囲の騎士団もそうだが、ルナスもまた声を出して笑っていた。

「はは、あはははははは！　わかったわかった……おい、そっちの縄も解いてやれ」

　静かに諫いさめたのは、銀ぎん髪ぱつの若い将軍だった。

「姫。そうなればこの二人は」

「そうしてやれと言った」

「こちらの動向、察せられることになるが」

「それでどうなる。ミスマルカに残る兵力はたかだか五百だ。私一人でも片付けられる」

　言ってから。ルナスは付け加える。

「それに私は、この少年が気に入った。国の発展のためには、自分の命をこれっぽっちも思っていないのだ。勇ゆう敢かんではないか」

「それは同感だが」

「……そうだな。酷こくと言えばその国が、今夜にも滅ほろびるということか」

　毅き然ぜんとした言葉には、しかし同情も何もない。厳然たる事実のみが耳じ朶だを打つ。二人の大おお騒さわぎで沸わいていた場は、しんと静まり返っていた。

　詰つまるところここにいる部隊は、偵てい察さつ隊たいなどではない。ただこれだけの手勢で、ミスマルカを攻せめようとしている。そして大陸随ずい一いちの練度と装備を誇ほこる彼女たちであれば、それは大言ではないのだろう。

　そもそもが……ミスマルカに残る五百の兵。この姫は一人で片付けられると言ったが、パリエルは一剣けん士しとしてそれを信じられた。彼女は帝てい国こくの南部平定時に、事実それ以上の武勇を残している。比ひ喩ゆではなく、一騎で千以上にも値あたいする人物なのだ。

「……しかし、そうだな。ミスマルカほどの弱小国が戦いくさとなれば、君も矢や面おもてに立たされるだろう。私としても君を殺すのは忍しのびない」

　？

「帰ったら腰こし抜ぬけの王子に伝えろ。日にち没ぼつまでにこの場を訪おとずれ降こう伏ふくを宣言すれば、命だけは助けてやると」

　楽しむようなルナスに、将軍は怜れい悧りながらも渋じゆう面めんを作っていた。それはもう、天より二物も三物も与あたえられた彼女の、唯ゆい一いつの悪あく癖へきなのだろう。

　マヒロは答える。

「わかりました。ではそのように」

　いいや、本当にわかっているのだろうか。正常な神経の持ち主ならば、笑っていられる状じよう況きようではないはずなのに。だが、この状況では交こう渉しようの余地もない。今は一刻も早く城に帰り、このことを高官らに進言するべきだろう。

　縄を解かれたパリエルは、マヒロの後ろに乗る。

「それじゃ帰ろうか、パリエル。エーデルワイス様に怒おこられる」

　その名が出た途と端たん、ルナスはふと、何かに気付いたようだったが。

「それでは失礼いたします、ルナス様。お近付きの印にこれの実力の一端、お見せいたします」

　と。

「ひぇっ!?」

　一度浮うき上がった前輪が、地に着かぬほどの加速。いかな名馬も為なし得ぬ芸当。小こ柄がらな車体は、瞬またたく間に騎き士しらの間をすり抜け、高らかな咆ほう哮こうだけ残して森の木立に消えていった。

「お、お、王子！　どうしましょう!?　ミスマルカはこのままじゃ……！」

「どうするだと!?　決まっている!!」

　そうして振り返った瞬しゆん間かんの、なんと頼たのもしい笑顔。

「王子……!?」

「余は、今こそ中原のチャック・イェーガーと相成らん!!　行くぞ二百キロぉおおおおおおおおっ──!!」

　登ってきた時以上の猛もうスピードで加速し続けていた。

「ひいやああああああああああああああああ～～～～っ!!」




　　　　◆




「どうだった？」

　ルナスの問いに、麓ふもとまで様子を見に行った騎士は半ば興奮した様子で報告した。

「は、それが……あの少年の言葉通り、あまりにも常じよう軌きを逸いつした異常な速度……！　我々が山を下りたときには、既すでに街かい道どうに土つち煙けむりを残すのみ、ミスマルカの城下へと達しており……！」

「ふむ……そうか。となれば大したものだな。いいぞ、下がれ」

　敬礼を残し、騎士は天幕から出ていった。

　レイナーは嘆たん息そくを抑おさえ、ルナスに問う。

「……姫。本当に待つつもりか」

「なに、我々は当初の予定通り出立する。それまでに王子が姿を見せれば良いのだ」

　ルナスは嘲ちよう弄ろうした。

「だが、来るまい。それに腰抜けは会うのも不ふ愉ゆ快かいだ。父王陛下が紹しよう介かいする、貴族のボンクラ共がいい例……」

「ルナ様、お言葉遣づかいが」

　と、ルナスの後ろにいるメイドが告げる。

　ルナスは鬱うつ陶とうしげにため息。

「ともかく私は、あのマヒマヒとかいう少年のようなのがいい。名前はおかしいが、肝きもは据すわっていた」

「「「……」」」

　メイドその他、やや絶句。

「……しかし、だ」

　一旦話題を打ち切ったルナスが、机き上じようの図面を眺ながめる。

「何か」

「ふむ。あの二人が楽しくて、エーデルワイスがいることを忘れていた。失敗したかも知れん」

　　　　[image: ]

「……はっ!?」

　パリエルが気が付いたときには、バイクは薄うす暗ぐらい倉庫の中に停とまっていた。マヒロはいない。自分一人で、マヒロにしがみつく格好のまま固まっていた。

「はっ!?　はっ!?」

　夢……ではないにしても。どうやら自分は、まだ生きているようだった。外に出るともう日暮れ近い。

「王子!?　マヒロ王子！」

　名を呼びつつ、行きすがる者たちにマヒロの行方ゆくえを聞き聞き、城の中に入る。それはそうだ、あれほど近きん隣りんの山中に帝てい国こく軍が潜ひそんでいたのだから、いくらあのアホ王子でも……。

「王子！」

　メイドやら見回りの兵士やらに聞いて辿たどり着いたのは、食堂だった。いつものテーブルの隅すみで、マヒロがくだを巻いていた。

「余は……余はチキンだったのだ」

　がぶりと腿もも肉にくをかじり。

「この、照り焼きの如ごときチキンだ。あと、一ひねり。それだけで余は……余の愛馬は時速二百キロという大台に達したというのに……」

「そんなこと言うなよー、王子ー」

「そうそう、一九〇キロ出たんだから、王子が間ま違ちがいなく中原一だって」

「いつもの山使って加速したんだろ？　あんな野っ原で一〇〇キロ出せる時点でやばいんだって」

「いやー、でも惜おしかったよなー」

　マヒロの周りで、ツナギ姿の車馬隊の面々や、その武勇伝を聞く一いつ般ぱん兵へいやらメイドやら……って、ちょっと待て。

（……なんでみんなこんなに平然としていられるの？）

　目と鼻の先まで帝国軍が来ていたというのに。知っていれば場内騒そう然ぜんとして、こんな安あん穏のんとした会話を楽しんでいられる雰ふん囲い気きじゃないはずだ。

（……まさか、バイクのことに夢中になっててまだ言ってない……!?）

「……ぬっ。シェフ！　シェフ、ジョッキが空です！　もう一いつ杯ぱい！」

　すると厨ちゆう房ぼうの奥から。

「王子、もうそのぐらいにしときなって……体に毒だよ」

「では煮に干ぼし！　カタクチイワシという名の煮干しを余に！　いま、余に必要なのはカルシウムです！　時速二〇〇キロオーバーから大地に叩たたきつけられても平気なだけの、カルシウム!!　そうした小さな積み重ねから裏打ちされた自信こそが次回アタックの糧かてとなり、アクセルを全開にするための握あく力りよくと……!!」

　シェフは軽く溜ため息いきをつき、うつろな目をしたマヒロのジョッキに並々とミルクを注ついで、夕食の支し度たくのために再び厨房へ帰っていった。

「なにやってるんですか王子!?」

「なに？　パリエル？　見てわからんのか。残念会に決まっているじゃあないか」

「そんな場合じゃないでしょう!?　あの山に帝国軍がいたことを忘れたんですかっ!?」

　周囲の取り巻きたちが、一いつ斉せいにざわついた。

　にもかかわらず。

「……君はどういう夢を見ていたのだパリエル」

「はあっ!?　王子、何を寝ねぼけたこと……!!」

「全く君という奴やつは、余の背中で涙なみだとヨダレとその他いろいろ垂れ流して気絶していたくせに何を言う」

「その他いろいろじゃないです涙だけですっ!!　じゃなくて……！」

　しらーっとした空気が漂ただよい、同じくの視線がパリエルに突つき刺ささる。

「え……あ、あれ……。でも……」

「いいですか、余が。父上や兄上ではなく、この余が！　そんな恐おそろしい場所に単たん騎き突とつ入にゆうして生きて帰ってこれると思うのか？」

　マヒロはいつものように、噓うそや冗じよう談だんでふざけている様子じゃなかった。いや、それはそれで自分自身でのたまってるのがあれな発言なんだけど。

「あ……あれ、あれ……あれ？　じゃ、私ほんとに……夢……？」

「おいおいあんた、いくら若いたって騎士様なんだから。とんでもない冗談言うなよ……一いつ瞬しゆんヒヤッとしたぜ……」

「そうよねー、マヒロ王子は確かに逃にげ足だけは速いけど、帝国軍相手じゃさすがに生きて帰ってこれないわよねぇ」

「俺らガレージにいたけど、カチンコチンに固まったあんたを王子から引っぺがすの、苦労したんだぞ……」

「ていうかあんたが一いつ緒しよに乗ってたから二百キロ出なかったんじゃないか？　体重幾いくつだ？」

「いやあ、王子もこれで意外と優やさしいからさ。この子のこと思って出せなかったんじゃねえかなぁ」

「それならしょーがねーさ。それが王子のいいところだから。だからなんかアホでも嫌きらいになれないって言うかなー」

「それはあたしたち侍じ従じゆう隊たいでもそうよね」

「うんうん。着き替がえ覗のぞかれたりしても、他ほかの男だったら金払はらえって思うけど、王子だったらまあ二、三発ぶん殴なぐってコノリート河に沈しずめるくらいで許してあげようかなーって思うもんね」

　あっはっはっはっはっは。

　と。最後の話に青くなったマヒロ以外は、あっという間に和なごんでしまった。

「い、いや、出たはずなのだ！　余はパリエルを言い訳に使うつもりはない！　ただ、余の根こん性じようが……！」

　いつしか日が暮れて、夕食の時間。新たに食堂にやってきた者たちの中にも、やはり今日の挑ちよう戦せんを聞きつけた者が大勢いたりして。マヒロの周囲には、大きな人の輪が出来上がっていって。やれ惜しかっただの、次は頑がん張ばれだの、爆ばく走そうする音が城内まで聞こえてきただの……自由に振ふる舞まえたからこそ垣かい間ま見みることができた、マヒロなりに作り上げていた臣下からの信しん頼らい。

　その光景を見たパリエルは、なんだか、充じゆう分ぶんじゃないかと思った。王様ほど立派じゃなくても、こんなにもみんなから親しまれている。ルナスに捕つかまったときに聞いた、あの車馬隊に関しての言い訳だって……よくよく考えれば、理に適かなっていた気がする。案外、国のことは真ま面じ目めに考えているのかも……。

　と、ここに来て思い至る。あの光景が夢であるはずがないのだと。彼は防護門でのやり取りと同じく、その事実を隠かくそうとしているのだ。

　ただ、この団だん欒らんの邪じや魔まをするのは気が引けて、パリエルはこの場ではそれ以上言げん及きゆうせず、そっとその場を離はなれた。

「どうしましたか」

「あっ？　エーデルワイス様、お話が……！　火急のことです……！」

　やはりいつもと変わらぬ様子のエーデルワイスと食堂を離れ、とにかく手っ取り早く人のいないところ、中庭に出た。そしてパリエルは、今日あったことを全すべて打ち明けた。

「……ですから急ぎ防護門を閉め、城の守りを固めないと……！」

「それは王子のお言葉ですか」

「えっ……？　いえ、でも……」

「では必要ありません」

「エーデルワイス様！」

　なおも食い下がろうとするパリエルに。

「殿でん下かがあなたと共に件くだんの山へ赴おもむいたことは、他ならぬ殿下から伺うかがいました。ルナス殿下がいらしておいでだということも」

「そっ、それではどうして……お城のみんなは、こんなに平気な顔で……」

「他言無用、との殿下のご命令です」

　わけがわからない。

「みすみす……帝てい国こくに明け渡わたすつもりですか!?」

　エーデルワイスは眉まゆ一つ動かさず、薄うすい唇くちびるの前に人差し指を立てた。少し、声が大きすぎたらしい。

「パリエル。仮に、もしもの話ですが、万が一、今後あなたが出世し、兵を率いての城しろ攻ぜめを申し渡されたとしましょう」

　自分に残された出世の可能性は、そこまで少ないものなのだろうか。

「は、はぁ……」

「敵が戦いくさの準備もせず、守りも固めず、城門を開け放していたらどうしますか」

「……準備が整う前に、攻めますけど」

「当たり前です」

（じゃあ聞かなきゃいいのに……）

　そんなことは兵士としての規律や剣けん術じゆつ以前、子供に聞いたって答えられることだ。

「ではもし敵が。目前に迫せまったあなたの部隊を見ても動どう揺ようもせず、城門も閉とざさず、戦の準備をしようともしなかったらどう思いますか」

「え……？　えっと。それは……」

　不気味だ。限りなく。

　何かあるのでは？　と疑ってしまう。

「よほどのアホが国を守っているのでなければ、大たい抵ていは今のあなたのように戸と惑まどいます」

「いやでもこの国は今そのよほどのアホが！」

「パリエル。自分の主あるじをそのようには言わないものです」

　自分が先に言ったくせに。あ、でもこの人の主君はあくまでも王様だからいいのか。いいなー。

「では逆に。名の知れた策士がその城の守備についていたとしたら」

「……罠わな、でしょうか。でもそんな人……」

　と言いかけたところで、エーデルワイスは自分自身を指差した。
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「定時」

《こちら風一号。城内、城下、依い然ぜんとして変化無し》

《風二号。未いまだ防護門が閉ざされる様子なし。何らかの伝令があった様子なし》

「噂うわさに相そう違いなしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「……どういうことだ？　偵てい察さつではなかったのか？」

《陣じんのど真ん中まで入ってきたなら、それは偵察とは呼ばん。特とつ攻こうか自じ滅めつだ》

《が、そうせず帰って行ったのであれば……やはり迷い込んだだけじゃないのか？》

「……」

《……》

《……》

「……いや、待て。ケツに乗っていた娘むすめが、エーデルワイスの名を叫さけんだそうだ」

《なぜ叫ぶ必要がある》

《それをアピールする理由がわからん》

「……」

《……》

《……》

「では……どういうことだ？　姫ひめの言こと伝づてすら伝わっていないのか？」

《さあな。バイクが城に戻もどったのは確かく認にんしたが、城内の様子までは知りようがない》

「ならば仮に今回のこと、エーデルワイスが嚙かんでいたとしたらどうだ？」

《……罠だ》

《それ以外に考えられん》

「やはりそうなるか……」

《王族は民たみを愛しているかも知れんが、もしもあの女が指揮を執とっているとすれば話は別だ》

《国を守れと命ぜられればあの女、この平和な街を灰にしてでも守りに入るぞ》

「……わかった、陣にはその可能性も進言しておく。次の定時は二フタ〇マル〇マル〇マル。相違なしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「通信終わる」




　　　　◆




「……という風の噂ですが……城内も、特に変わった様子はないと」

　報告に来た騎き士しも、半ば当とう惑わくした様子。ならば当然、軍議に当たる者らはそれ以上の混こん迷めいに陥おちいる。部隊はすでに、いつ何時でも出陣できる態勢にあった。だが予定した時刻を過ぎても、ルナスがその号令を下す様子はない。

　ただ、自じ嘲ちようするように言った。

「単身敵地に乗り込み、あれだけ泰たい然ぜんとしていた……となればやはり、エーデルワイスの手の者だったかな」

　僅わずかの逡しゆん巡じゆん。後。

「攻こう撃げきはしばし見合わせよう」

　思いも拠よらぬ発言に、一同がざわめいた。

「姫……」

　それらの思いを代弁するように、レイナーは口を開きかけるが。

「なに、私とてこれでも将のつもりだ。お前たちが可愛かわいい。正々と戦って死ぬなら一向構わんが、エーデルワイスが相手ではわけもわからんうちに謀ぼう殺さつされる可能性がある。一日二日、様子を見よう」

「しかし一国の王が、メイドに国を預けるなどとは考えにくい。無能でも、王子はあの国に残っている。仮に此こ度たびの騒そう動どうがその者の策だったとしても、では何のために」

　レイナーの質問に、ルナスは笑った。

「何のためにだと？　我らを潰つぶすために決まっているだろう」

「潰すとは」

「恐おそらくは風の推察どおりだ。門を閉とざさんのは誘さそいの罠わな……民草の混乱に乗じて何かを仕し掛かけるか、あるいは……城内まで誘い込んだ上で策を弄ろうするか。ともかく守るなどという、可愛げのあることを考える奴やつではない」

「ミスマルカ王が、それを許可したと」

「許可せずともあの女はそうするのだ。レイナー、近衛このえ隊出身のお前ならノアールローゼンをよく知っているだろう？」

「帝てい国こく特級侍じ従じゆう隊か」

　レイナーは自然、彼女の背後に控ひかえる二人のメイドへ視線を移した。そして姫は首しゆ肯こう。

「そうだな。この二人もそうだ」

「しかしそのメイドたちが、戦いくさとどう結びつく」

　もう完全に今夜の出撃は投げたのか、ルナスは控えているメイドに酒の栓せんを開けさせながら言った。

「我らの身辺にあるがゆえに、生半可な腕うでの者はいない。なんなら後ろのこの二人と立ち合ってみるか？　なかなか強いぞ」

「いや」

　姫の表情は冗じよう談だん交じりだが、彼女の武についての評は的を外さない。ならばそうなのだろう。

「だが身辺警護ならば、近衛騎士がいる」

「そうだな。お前もそうだった。だが男のお前が、まさか私の寝しん室しつに入るわけにはいくまい？」

　ここでレイナーも、ようやく思い至る。その表情を読み取り、ルナスは続けた。

「近衛騎士の陰かげに隠かくれて目立たんが、これらはこう見えて、皇族最後の砦とりでとして教育されている。近衛がどう皇族を守るべきかを叩たたき込まれているとき、ノアールローゼンの娘むすめたちはどう殺すかを叩き込まれているわけだ」

　敵からすれば、障害は近衛騎士のみ。

　だが彼らが鉄てつ壁ぺきをして一秒でも二秒でも稼かせぐ瞬しゆん間かんに、全く範はん疇ちゆうの外にある彼女たちが、背後より首を搔かきに来る。

　無論、近衛とて無能ではない。盾たてである以前に生え抜ぬきの剣けん士しである。九割九分は近衛の手により絶命するだろう。だが残り一分か、あるいは万に一つか……その可能性が残ったときの最後の砦。

　メイドの片割れが薄うすく笑った。

「もったいないお言葉に御ご座ざいます、姫ひめ様。私どもはそのように大それた者ではございません」

　卓たくを囲む他ほかの小隊長らが、その冷れい笑しように総毛立っていた。ルナスはそんな様子を肴さかなに、杯さかずきを一口、失笑する。

「とまあ、体面ばかり良くてなかなか怖こわいのでな。お前たちは手を出さんほうが身のためだ」

「では件くだんのエーデルワイスも、その隊の出身なのか」

「出身なんてものではない。その概がい念ねんを直々に父王陛下に進言し、そしてノアールローゼンを立ち上げたのがエーデルワイスだ。そんな考え方をする者が一国を守ろうというのであれば、民たみの百や二百がなんだ。第一があれは性格が悪い」

　聞かれてもいないのに、後ろの二人のメイドが至し極ごく真剣に、こくこくと頷うなずいていた。

「この隊は帝都守備隊より選せん抜ばつされた精せい鋭えいだ。暗殺者の一人二人を殺やるのとはわけが違ちがう」

　食い下がったレイナーに、ルナスは何を思い出したか、珍めずらしく気だるげな目を見せる。杯の中の酒をくるくる回す。

「それがな、レイナー……困ったことにあの女、魔ま人じんとしてもとびっきりなのだ」

　生まれながらにして魔力を内在し、魔法や紋もん章しようを用いずとも相応の異能を発揮し、身体能力や寿じゆ命みようさえも総じて人間を凌りよう駕がする。それが魔人という種だ。

　皇族であるルナスもそうだが、レイナー自身、またここに集つどう騎き士したちも、二人のメイドも、全すべて魔人である。

　ただ人間と違い、魔人はその内包する魔力によって、能力の差異が大きい。ルナスが一騎で多勢を相手にできるのは、それが飛び抜けているからだ。だからもしエーデルワイスなる女が、そのルナスに一目置かせるほどの存在であるならば。

「民たみ草くさの混乱を煙えん幕まくに、あるいは城内での乱戦に乗じられれば……やはり、たかが五百騎ばかり。お前ならどうだ、レイナー」

　銀ぎん髪ぱつの将はルナスの言葉に納なつ得とくしきったように。しかし傲ごう慢まんではなく、ただ平然と頷いた。

「斬きってみせる」

　ルナスは満足そうに頷き、杯を呷あおる。

「お前は話してもつまらん奴だが、剣術とその目付きだけはすこぶる付きだ。レイナー、後でよく鏡を見ろ。そしてエーデルワイスとはそういうものだと、肝きもに銘めいじておけ」

「了りよう解かいした」
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「このような形で再び名前を使われたのは、不本意ですが」

　エーデルワイスは気にするでもないように、月明かりの下で、中庭の手入れの具合など眺ながめていた。そしてパリエルはこの人の言葉だからこそ、驚おどろき半分。

「じ……じゃあ王子は今のお話を全て、計算していたのでしょうか……？」

「わかりません」

　とエーデルワイスは言った。

「ただ……これだけは確かく認にんしておきますが、敵将はルナス殿でん下かだったのですね？」

「え？　ええ、はい……」

「では問題ありません。殿下は良くも悪くも典型的な武人です。奇きをてらうような策士でもなければ、何も考えずに突つっ込んでくる無節操なアホとも違います。このまま何事もなくしていれば、少しの間は様子を見に入るはずです」

　こういう話を聞くと、この人ってほんとに帝てい国こくの人だったんだなぁ、と不思議な気持ちになってしまう。

「でも……その少し後はどうなんでしょうか……？」

「わかりません。王のご帰き還かんが早いか、否いなか。王子にお考えがあるのか、否か」

「……両方、否……だった場合は？」

「そのときはわたくしが動きます。とにかく」

　エーデルワイスが踵きびすを返した。

「今ここで話したことは一いつ切さい、他言無用です。殿下は誰だれ一人として、不安がらせたくないのです」

「……だから、一人で？」

　だからあんな場所に、危険を顧かえりみずに？

「正直……生まれた頃ころより面めん倒どうを見てきたわたくしも、未いまだに決めかねているのです。殿下が、アホの皮を被かぶったお優やさしい策士なのか。それとも……」

　エーデルワイスは回想するように、夜空を見上げた。

「単にお優しいだけの、今回に限り本当に偶ぐう然ぜん運を味方に付けたただのアホなのか」

　真顔で慇いん懃ぎん丁てい寧ねいな人だけに、評する言葉にトゲがというか針千本。

「でも……優しいことに変わりはないんですよね」

「張り合いが出ましたか」

「あ……は、はい。恥はずかしながら……」

　みんながみんな、そんな王子の優しさを知っていて。一番近くにいる自分だけが、そんな王子の一番いいところを知らなかったような……。

「私、もっと一生懸けん命めい、王子にお仕えしようと思います！」

　笑顔えがおでパリエルが宣言すると、エーデルワイスは無表情なままこう言った。

「ではそうなさい。ただのアホだったとしても、わたくしは責任を持ちませんよ」

　どーしてこーいう人なのかなー、と軽く思ってしまった。







[image: 第三章　闇を売る少年]




　　　　[image: ]

　翌朝マヒロは軍議の間に、城に残る家臣たちを集めた。国王以下主だった重じゆう鎮ちんがいない大だい円えん卓たくは半ば閑かん散さん。それだけに残る者たち、代理となる若い隊長や、本来であれば軍議になど参加しない内政の高官らの杞き憂ゆう、いかばかりか。

　そうして昨日のことについて聞くや否や。

「それは誠まことかパリエル!?」

「王子の放言ではないのだろうな!?」

「頼たのむから噓うそと言ってくれパリエル！」

（なぜ私にばっかり言うんですか……）

　それはこの高官たちに、マヒロがあまりに信しん頼らいされていないから、なのだが。そもそもマヒロ自身が普段この軍議の間に姿を見せることがない。違い和わ感ありまくり。

　そんな中で取り乱さないのは、気の弱そうに周囲をなだめる内務大臣カルロ卿きようと、鉄てつ面めん皮ぴのエーデルワイスと……。

「静まれ。マヒロ王太子殿下の御ご前ぜんであらせられるぞ」

　一いつ喝かつしたのは宰さい相しようカイエン。まだ齢よわい三十ほどの、黒くろ髪かみの総そう髪はつに片かた眼鏡めがねをした精せい悍かんな男であった。

　共和国の首都学院で政治を学び、首席を収めた若き天才。仮に魔ま人じんであれば帝国の重席に、それでなくとも共和国の大臣職は固いだろうと囁ささやかれながら、中原のこんな小国にやってきた人らしい。

「さ、宰相殿どのはこのことを……」

「昨夜、エーデルワイス殿から聞き及およんだ」

　しかしどうして門を閉とざさず、戦いくさの準備にも移らないのか。それをエーデルワイスが昨日の通りに話すと、みんなが納なつ得とくしてくれた様子だった。事実、夜が明けた今も帝国軍は攻せめてきていないのだから。

　それでも、続けてカイエンは言う。

「しかし、いつまでも待ってくれるわけでもないだろう。伏ふく兵へいし奇き襲しゆうを図はかるくらいであれば、城下にはスパイが既すでに潜ひそんでいるはずだ。罠わなの類たぐいがないことを見破られれば、すぐに攻め込んでくるはず。それでなくとも、敵にしても時間は少ないのだから」

　昨日の王らの出立。それに従って城を出た多くの兵。今が最も手て薄うすになっているこの国の状じよう況きようを、むざむざ見過ごすはずがない。

　カイエンは苦く渋じゆうを滲にじませながら続けた。

「だが……今から徴ちよう兵へいしたところで、わずか数日では教育する暇ひまもない。まさか同じような状況の中原諸国が、兵を分けてくれるはずもない。となれば残された道は一つ。民たみからも義勇兵を集つどい、この城を死守するのみ」

　死守。

　カイエンの放った一言に、否いや応おうなく緊きん張ちようが迸ほとばしったそのとき。

「余は暴力が嫌きらいです」

　マヒロだった。

「だからこの国の民を傷つけないためであれば、余は一いつ切さいの犠ぎ牲せいを厭いといません」

　この言葉に矛む盾じゆんがあるとは、誰だれしも思いたくはないはず。いつになく神しん妙みような王子の言葉に、カイエンも頷うなずく。

「ではさっそく兵らに伝え、城下に通達を……」

「暴力と言っても、人が動物を狩かるのはまあいいです。余もおいしいステーキや、ぼたん鍋なべが食べたいので。魔物を退治するのもまあいいです。人が生活領域を確保するためにも、生活資源を得る意味でも、大切なことなので。ただ……」

　急に目付きを変えたマヒロが顔を上げ、その場にいる全員を見み渡わたした。

「……人と人が争うことだけは、僕は納得できない。動物や魔物と違ちがい、意識があり、言葉で通じ合える者同士が、なぜ傷付け合う必要があるのか。僕はそれだけが、どうしても納得できない」

　いつになく強いマヒロの言葉に、家臣たちはさざめき合う。

　王子の言葉はこの上なく正しい。それでも現状と比すれば、今はその甘ったれた幻げん想そうを砕くだかねばならないとき。

　カイエンの必要以上に強い語気には、そうした意志が垣かい間ま見みられた。

「しかし王子がそれを望んだところで、武勇で知られるルナス姫ひめが、会合の席に着くとも思えません」

　そう。ルナスは会うとは言ったが、それは降こう伏ふくを聞き入れるためにだ。交こう渉しようの席、となればそれは全く話が変わる。対等に話し合うだけの場をどこに設けるのか。そしてその交渉の材料をどう用意するか。

　宰相はそれを一刀に両断した。

「我らには、帝てい国こく相手に切るべきカードがないのです。すなわち帝国は、その暴力をして攻め入ってくるのです。ならば力以外に、何で対たい抗こうできるというのですか」

　だがマヒロもまた、この期ごに及んで譲ゆずろうとしない。

「兵も民のうちです。余は父上からこの国を任された。そして余は他ほかならぬ父上より、国とは民のことに他ならないと教わっている。余はこの国の誰も傷付けたくはない」

　カイエンは一息。

「では……何か良策がおありですか」

「罠を仕し掛かけようと思う」

　いつもの調子に戻もどったマヒロの、突とつ拍ぴよう子しもない発言。宰相以下、一いつ瞬しゆんぽかんとなった。

「っていうか罠だと思って攻めてこないのだから、その間にほんとに罠を仕掛けてしまえばいいのです。罠なら、民は傷付かない。まあ帝国軍には、少し痛い目に遭あってもらうことになるけど」

　カイエンは深く深く溜ため息いきをついた。

「それでは根本的な解決には至りません。問題は後方に控ひかえた軍勢です」

「後方って？」

「たかが数百騎き。あの山に隠かくれられる程度なら、多く見積もっても千数百。このミスマルカがいかに小国といえど、それだけで一国を抑おさえるには少なすぎる数です」

　宰相の言葉に面々は、そうか、なるほど、と重々しく呟つぶやいた。

「……つまり、マヒロ王子らが見たのは城を陥おとすための急きゆう先せん鋒ぽう。奇襲成功後にこの国自体を制圧するための本隊が、別に用意されているはず」

「あー。なるほどねー。そっかー」

　うーん、とマヒロは腕うで組ぐみ。

「じゃあ……山ほど大量の罠か、無茶苦茶でかい罠を」

「罠でどうこうできるレベルでは、ない。と、申し上げているつもりなのですが」

　宰さい相しよう閣下、段々いらついてきた。

「しかしまあ何事も、やってみなくちゃわからないものだよ。ほら、奇襲用だからたまたまあんな近くに来ていたってだけでさ。父上も大軍が動くのは、もうちょっとしてからって言ってたじゃん？　余は父上が帰ってくるまでの話をしているのであって……それまでこの城が保もちこたえればいい、という意味なら似たようなもんじゃん？」

　あははは、とマヒロは一人明るく、両手の平を上に向けてフランクに。

「とにかく戦いくさなんて、余はまっぴらごめんです。ていうか余がまともに指揮を執とったら、勝てる戦も勝てなくなりますよ？　いいんですかそれで？」

　ある意味、脅きよう迫はく。

　どよどよとした空気が軍議の間に広がり始める。

「いいんだったら今すぐ突とつ撃げき命令を出しちゃうけどネ！　もちろん先頭、余。ルナス姫を余の愛馬でひき殺します。いやマジで。っていうかもうそれでいんじゃネ？　異議がなければ余はこのまま出しゆつ陣じん」

「「「異議ありッ!!」」」

　満場一いつ致ちの否決だった。しかもなぜか全員指を突つきつけて。

「わ……わかりました、王子……。」

　さすがの宰相もこめかみに冷や汗あせしつつ、折れた。普ふ段だんは王や将軍、大臣といった堅かた物ぶつとしか接しない人だから、慣れぬマヒロと相対して疲ひ労ろう困こん憊ぱい。

　数あま多た重役が並んだところで、正式に全権を委い譲じようされたのはマヒロなのである。まあこれが自由主義とはいえ、王制の暗黒面というかなんというか。

　カイエンは片かた眼鏡めがねのズレを直しながら。

「王がご帰き還かんされるまでの辛しん抱ぼう、というお言葉には一理あります。しかし王子……具体的には、どのような罠わなを」

「はっはっは。これを見よッ!!」

　ばぁーん、と卓たく上じようにマヒロが叩たたき付けたのは、一冊のノートだった。

「これぞ余の秘中の秘。トラップデータブックです」

　一同、「？」。

「一日一トラップをモットーに城の内外を問わず人々を陥おとしいれ続けてその傾けい向こうと対策を記録した、そういう負の遺産」

「だめじゃないですか！」

　思わずパリエルは怒ど鳴なってしまった。だって自分もいつだか、落とし穴に引っかかったし。

「まあそう言うな。今のところこの城で、余のトラップに掛かからなかったのはエーデルワイスくらいなもの」

「って王様もですか!?」

「こっぴどく怒おこられました……」

　しょんぼりと。しかし次には立ち直り。

「が、そうした艱かん難なん辛しん苦くを乗り越こえた果てのトラップ奥おう義ぎが今、ここに！　帝国のイノシシ武者など百発百中ならぬ百穴けつ百入！　ぼたん鍋なべにして食くろうてくれるわ！　っていう、そういう意気込み」

「だめじゃないですか、意気込みだけじゃ」

　パリエルは言ったが、それでもマヒロは、わははと高笑いした。

「そういうわけで皆みなの者、さっそく手分けして敷設工事に入ってください。概がい要ようはこれこの通り」

　次にマヒロは、がっさがっさと城内の図面を取り出した。いや、よく見れば城下の地図まである。それを見て取った一人が意見。

「ですが王子……街中で大っぴらに兵が動けば、民たみがうろたえますぞ。それにこれほど大量の……」

「それなら問題はない。余はこういう楽しいことには知ち恵えが回るのだ。これはお祭りの準備ってことで」

　祭り？　とみんなが眉まゆをひそめる。

「そう、祭り！　余は常々思っていたのだ……秋の収しゆう穫かく祭さいだけでは、寂さびしすぎると思いませんか？　と。今こそそれを国民に問うとき！」

「いや、しかしそれが……これら罠とどう関係するのですか」

「お祭りとなれば、民は自おのずから進んで街を飾かざり立てますが……その飾り、実は全部罠、というワナ」

　うお……、という目が覚めたようなどよめきが、軍議の間を席せつ巻けんした。

「そうか、そうなれば兵の人手不足という問題点もクリアできるぞ……！」

「しかも祭りの準備だから、やはり帝てい国こく軍はこちらが防備を固めているとは思いもよらないわけか……！」

「おお、まさに一石二鳥。さすが王子、こういう小こ賢ざかしいことには知恵が回りますな！」

　と、人がいい内務大臣のカルロ卿きよう。

「国民全すべてにメイド服を着せると言い出された時は、どうなるかと思いましたが」

「その分お金が余ったので、罠に使います。ていうか全部じゃないですよ、十二歳以上三十五歳未満の全女性と言っただけで、まかり間ま違ちがって野や郎ろうが着た日にはさすがの余も伝家の宝刀、極きよつ刑けいを言い渡わた」

「そんなことはいいですから」

　パリエルは興奮してきたマヒロをなだめた。

「えー、じゃ。そういうことで。こっちが具体的な罠一つ一つの設計図」

　またも図面をがっさがさと。

「一見飾りにしか見えません。作成者並びに設置者本人にすらわからない、巧こう妙みようなものです。しかしあるきっかけで発動し、連動した時のみ威い力りよくを発揮するよう設計してあるから、設置箇か所しよには重々気を配るように。麻雀マージヤンのリャンハン縛しばりではないが、基本３ヒットコンボを目指しています、イエス！」

　親指を立て。

「というわけで余は、さらなるトラップの材料を求めて城下に旅立ちます」

　すたっ。

「カイエン、エーデルワイス、あとよろしく!!」

　たたたたたっ！

「ってまた旅立つんですか!?　ちょっとー！　待ってくださーい！」




　　　　◆




　マヒロが去った後、解散し。

「……エーデルワイス殿どの」

　軍議の間を出たカイエンは、回かい廊ろうを行く彼女に並んだ。

「何か」

「王子は一体、何をお考えなのか」

「さあ」

「貴き殿でんはどうするおつもりだ」

　と聞かれ、エーデルワイスは手にした図面を。

「侍じ従じゆう隊たいを使いますが」

「本当に、この通りでよろしいのか？」

　カイエンも自分の手中にある城下の図面を。

「さあ。しかし殿下の仰おおせです。侍従隊以外の兵は、カイエン宰さい相しようとカルロ大臣でご自由にお使い下さい」

　カイエンは歩きながら、声を低くした。

「……貴殿がルナス姫ひめを討うてば、全て解決するのではないか？」

「ご冗じよう談だんを」

　と言うわりに、メイドはくすりとも笑わなかった。

「私がまだ共和国にて政治を学んでいた頃ころ、帝国には一個騎き士し団を暗殺する女がいたと聞き及およんだ」

「左様でございますか」

　顔色も変わらない。きっとこの女は、目の前で誰だれそれが死んだとて、この冷たく美しい顔のままなのだろう。

「……まさかとは思うが、エーデルワイス殿。何か企くわだてているのではないだろうな」

「ご自由にご推察あそばせ」

　最前と全く変わりない様子。疑われて動どう揺ようする様子もなければ、かといって怒おこる風でもない。

「わたくしは陛下より、でき得うる範はん囲いで殿下に協力せよ、と。そう命ぜられているだけにございます」

「……なら、いいのだが。失礼した」

　彼女は国への忠義忠節ではなく、金によって雇やとわれている言わば傭よう兵へい。ある意味、最も純じゆん粋すいな行動原理を持つ女だ。

「いえ、お気になさらず。殿下に限らずわたくしも、何を考えているのかわからないと。よく言われます」

　それはそうだろう。アホの限りを尽つくすマヒロはマヒロとして、一いつ切さい感情を見せぬこの女は、また別な意味でよくわからない。

「しかし……国は民たみ、か。マヒロ王子の国を思う気持ちだけは、本物のご様子だ」

「はい」

　エーデルワイスが肯こう定ていした。

「それだけはまず間違いなく、そうなのでございましょう」

「私としては、お優やさし過ぎるのもどうかと思うのだが」

「同感です。世が世なれば。陛下も常々、それを嘆なげいておられます」

　途と中ちゆう、エーデルワイスは侍従隊の詰つめ所へ。カイエンは軍令部へ。それぞれ別れた。
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　昨日、一昨日おとといのように変装し、二人は城下町にやってきた。その中でも北門と城とを繫つなぐ、北の大通り。その途中にある中央広場。見事な噴ふん水すいのある、城下でも一番の大広場だった。城下町の中心部とも呼べる場所は、いつも以上に活気づいていた。もちろん城から、お祭り開かい催さいの発布があったからだ。

「こんな時期にお祭り騒さわぎができるとは、思ってもみなかったよな！」

「アホ王子もたまにゃいいこと思いつくじゃねえか！　ちょっと見直したぜ！」

　事情を知らない国民は、いきいきと祭りの準備にいそしんでいた。そこら中で木材を切ったり、削けずったり、立て付けたり。一見ただのアーケードやゲート、ランプを作っているようにしか見えない。

　そしてできた順から兵の指示により、南北の大通り全域を始め、その他幹線街路に、どんどん運ばれていく。無論それらの場所は帝てい国こくが攻せめてくるにあたり、最も通りやすそうな場所でもある。

「急げよー、アホ王子の思いつきなんて、王様が帰ってきたら中止になるに決まってるからなー！」

「おう、鬼おにの居ぬ間になんとやらってな！　その前に思いっきりハメを外すぞー！」

　しかもみんなやる気満々。

「……余は褒ほめられているのでしょうか、けなされているのでしょうか」

「ま、まあまあ、王子……みんなあんなに喜んでくれてるんですから」

　と、背後より背の高い影かげが現れる。

「……なるほど。王子はいつもそのように城を抜ぬけ出しているのですな」

「あっ、カイエン様……」

　パリエルが振ふり返ると、片かた眼鏡めがねの宰さい相しようが立っていた。いつも青白い渋しぶい顔で城に籠こもっているような印象があるが、事が事だけに陣じん頭とう指揮に立っているのだろう。

「やあカイエン。さすが仕事が早いね」

「お褒めに与あずかり光栄です。もっともこうしたことは、私の専門ではないのですが……」

　この人もエーデルワイスと同様に、城内ではほとんど完かん璧ぺきで通っている人なので、そうした困り顔で総そう髪はつの頭を搔かく様子には、なんだか意外な愛あい嬌きようがあった。

「まあまあ、これを機会に少し日焼けしたらどうだい。モテるよ。宰相、モテモテだネ！」

「王子にはかないませんな……。しかし正直なところ、私はこの策には半信半疑だったのですが……」

　彼は軍議の間でマヒロから受け取った図面を広げる。そして城下の街並みと照らし合わせるかのように。

「いざこうして事に当たってみると、なかなかどうして、理に適かなったものだとよくわかります。何より祭りという建前がいい。戦いくさの準備と謳うたったのでは、民はここまでの気き概がいをもって働きはしなかったでしょう」

　この国が小さいことは、国民だって充じゆう分ぶんに知っていること。抵てい抗こうの意思はあろうとも、少なからず鬱うつ々うつと、絶望と悲ひ壮そうに陥おちいったに違ちがいないのだ。

　だが現実にこうして大広場で働くみんなは、生き生きとして目を輝かがやかせている。大工仕事をする男たちもそう、そんな男衆にお茶やお菓か子しを振ふる舞まう女たちもそう、子供たちまでそんな陽気にあてられて、率そつ先せんして手伝いにあたっている。降って湧わいたお祭り騒ぎ、浮うかれられないわけがない。瞬またたく間にも準備は進む。

「マヒロ王子がこのような策士だったとは、私は思いもよりませんでした」

「余は褒められなれていないので、おだてても何も出ませんが」

　とか何とか言いながら、王子は嬉うれしそうにくねくねしていた。

「まあこんなのでよかったら触さわってやってください」

　がごす!!

「勝手に人の胸を指差して！　しかもこんなのって何だコラ!?」

「ははは……いえ、王子。私は素す直なおに感心しているのですよ。ひょっとしたら先方隊が山に潜せん伏ぷくしていたことも、前もって予測……ご存知だったのでは、と」

　するとマヒロは深く被かぶった帽ぼう子しの下に、タンコブをこさえつつ。

「さすがの余もそこまで傲ごう慢まんじゃありません。でも今になって考えれば、その手の者がこの近辺に潜ひそむとしたら、あの山が最良だったかなーと納なつ得とくしていますが。たまたまあそこが、余のテストコースだったというだけで」

「なるほど。……となればそれはむしろ、宰相として警けい戒かいしなかった私の落ち度でしょうな……」

　実際に政まつりごとに当たるのは国王であり、実行に移すのは大臣だが、何なに故ゆえそう動かねばならぬのか、そうする必要があるのかを検討し、進言する位置にいるのが宰相という者だ。軍になぞらえればこれは、将軍と軍師の関係に置き換かえられる。

「まあまあ、カイエンは自分でも言うように政治が専門なんだから。それに今いま更さら、どうこう言っても仕方ないです」

「お心こころ遣づかい感謝します。お優やさしいという噂うわさも、本当のようですな」

「いやあ、それほどでも……よかったらどうぞこの」

　ごすっ!!

「頭が痛くなってきたので、余はこの辺で失礼しますよ……」

「ははは、お気をつけて」

　マヒロは手を振り、パリエルは深くお辞じ儀ぎをして、どこへやら去って行った。カイエンはしばしその後ろ姿を眺ながめ。

（策士か……。牽けん引いんしているのはやはりエーデルワイスなのだろうか？　それとも……）

「宰相、南門の警備隊長が、防護門付近の作業について少し問題があると……」

「わかった、この場はもういいだろう。街の南部へ向かう。馬車を回せ」
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　もうすぐお昼。

「まったく、いつまで怒おこっているんだ。減るもんじゃなし。むしろ巷ちまたじゃ、揉もむと大きくなるという噂すら」

「ないですっ!!」

「え～……？　でも旧文明の文ぶん献けんに……」

　西の下町付近までやってきた。

　防護門付近の、往来の激しい下町を表の顔とするならば、ここは城下の中でも酒場や怪あやしい行商なんかが軒のきを連ね、奥に行けば誇ほこり高きハウスレス・フリーマンたちの段ボール城が立ち並ぶ……まあ、少しうらぶれたような区画である。と言っても国や国民自体が安あん穏のんとした気質なので、物ぶつ騒そうというほどではない。

　一応この辺りでも、お祭りの飾かざり付けは始まっている。

「こんな所まで来て、何の用事ですか？」

「更なるトラップのための材料と言ったじゃないか。ここには余の行きつけの店があるのです」

　薄うす汚よごれたレンガ造りのアパートが建ち並ぶ路地に入り、右に曲がり左に曲がり。この国にこんな場所があったのかと思うほど、だんだんと魔ま窟くつじみてくる。

「なっ……なんですかこの巨きよ大だいな段ボール城は……」

「ミスマルカは自由主義国家なので、往来を塞ふさがなければ段ボール城の大きさも自由なのです。改築の難しいフツーのアパートで窮きゆう々きゆうと暮らすより、ある意味勝ち組」

「そ……そうでしょうか……？」

　そうしてとうとう袋ふくろ小こう路じのようなとこまで入ってきた。

「こんなところにお店が……？」

「ほら」

　マヒロが指差した場所。アパートの一階部分、何の変へん哲てつもないドアに看板が下がっていた。

『グリンデルワルド魔術錬れん金きんギルド公こう認にん

　雑貨屋エミリオ』

「ぐりんでるわるど……って？」

「いやあ、店主が一応そこの学校出てるらしいんだけどね。あ、ちなみに余の友達ね」

「はあ……お友達ですか……」

「たのもー!!」

　どんどんどん。

「たのーもー!!」

　どんどんどん。

「……このお店、ほんとにやってるんですか？」

「やってなきゃあ余が困ります。たのもー!!」

　どんどんどんどんどん。

　するとようやく中から、ごそごそと物音が聞こえてきた。

「……うるさいなー。何時だと思ってるんだよ……」

「昼だ！　昼!!」

　パリエルは、このアホ王子がツッコミに回ったところを初めて見た。

「……うちは基本的に夜からなんだよ……」

　で。少しだけ開いたドアから顔を覗のぞかせたのは、ドキッとするほど可愛かわいい顔した金きん髪ぱつの美少年だった。どこか女の子っぽい可愛い顔立ちで、睫まつ毛げの長い青い瞳ひとみを寝ねぼけさせ、ぐしぐしとこすっている。

　年の頃ころはなるほど、マヒロと同じ十五、六。

「あー……、王子……？　なんか用？」

「客です、客！　一番の上得意に向かって何だその態度は!?」

　と、少年の青い瞳がパリエルに向く。

「……なに。そっちのお姉さんは。王子の彼女？　ふーん、よかったね」




　ばたんっ!!




　やる気のない声とは裏腹に、ものすごい勢いでドアが閉とざされた。

「……見ての通り、少し性格が破は綻たんしています」

「は、はあ……そうですか」

「というか失敬な！　エミリオ！　余ほどの高貴な者がこの程度の女で満足すると思っているのか!?」

　ごんっ!!

「私だって好きで一いつ緒しよにいるわけじゃアリマセン!!」

　ともかく雑貨屋エミリオの名の通り、エミリオというらしい少年が再び顔を覗かせた。

「……誰だれ？」

「えー、と。護衛のパリエルです」

　マヒロを王子と知っているようなので、パリエルは携けい帯たいしていた近衛このえ騎き士し隊たいの紋もん章しようバッジを見せた。

「王子……君ってばなんてもの連れて来るんだよ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、城内広しといえどもこのパリエルだけは余の言いなりだ」

「ふぅん……それで夜な夜な言いなりにさせてるわけか。そいつは良かったね」




　ばたぁんっ!!




「なっ、ななななあっ……!?　なにわけわかんねえこと抜ぬかしてんだこのガキゃ表出ろコラぁっ!!」

　顔を真っ赤にしながら、ドアをガンガン蹴けり上げるパリエル。

「あの、パリエル、言葉遣づかいが」

　ごんっ!!

「王子がヘンなこと言うからです!!」

「……エミリオ、余はこれで通算四発目です。いい加減勘かん弁べんしてください」

　がちゃり。

「ま、いいか……。目が冴さえちゃったし。入ってよ」

　ようやく完全に門戸が開かれた。

　店内はというと、とても営業しているとは思えない物置のような有様。武器のようなものや防具のようなもの、マジックアイテムのようなもの……と。一見それっぽいのだが、よく見るとそうでもなさそうな、怪あやしげなガラクタの山、山、山。

　一応カウンターがあるが、そこには読みっぱなしの新聞や食べかけのパンなどなど。エミリオはズボンのサスペンダーを片方だけ引っ掛かけた格好で、そのシャツもアイロンがかけられた例ためしもないかのようにヨレヨレ。寝ね癖ぐせからしてそのままの寝起きなのだろう。このマヒロをして、破綻していると言わせるだけのことはあった。

「適当に座ってよ。コーヒーでいいかい？」

　奥に引っ込んだエミリオがその支し度たくをする間に、勝手知ったる何とやら。マヒロがガラクタの山からクッションの破けたスツールを二つ、引っ張り出してきた。

「すごいお店ですね……」

「しかし慣れると居い心ごこ地ちがいいのだ」

　意外なほど早くエミリオが戻もどってきた。食べかけパンを咥くわえ、新聞紙をどかし、湯気の立つカップ三つ、トレイからカウンターに並べていく。目が冴えたというだけあって、エミリオは愛あい想そが良くなっていた。やはり可愛い男の子だな、とパリエルは思う。

「さ、飲んでよ。ミルク切らしてるけど。ところで今日、何かあったの？　なんだか騒さわがしくて、よく眠ねむれなかったんだけど」

「喜べエミリオ。余が祭りを開かい催さいすることになったのだ」

「祭り？　王様がいなくなったから、好き勝手やろうってわけ？」

　ずず、とエミリオは熱々のコーヒーをすすった。マヒロも。パリエルもそれに倣ならう。

「？……なんか、そっけない香かおりですね」

「インスタントだからね。豆じゃないんだよ。粉を溶とかすだけ。極東から取り寄せたんだ」

　はあ、なるほど。とパリエルは二口目。極東の方は旧文明の遺産がよく出土するから、そういう粉を作る機械もあるのだろう。

「それであの……このお店、何屋さんなんですか？」

　パリエルはもう一度、限界まで詰つめ込んだ物置のような店内を見み渡わたした。

「表の看板見なかった？　雑貨屋だよ。何でも売るし、何でも買うよ」

　雑貨ってそういう意味だったっけ？

「一応、専門は魔ま導どう関係だけどね。それで王子、今日は何？　スカートめくり系？　どこか覗のぞき系？」

「馬ば鹿か者ものエミリオそういうことを」

　ごん!!

「……見なさい、今日だけで五発目だ」

「なんてモノ買ってるんですか!?　あなたもなんてモノを売ってるんですか!?」

「お姉さんも何かされたの？　でも雑貨屋だからね。お金さえ払はらってくれれば、帝てい都とのロッテンハイム宮だって引っ張ってくるよ」
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「君はマッコイ爺じいさんですか……」

　なんだか手広くやってるお店のようだ。パリエルはさらに質問。

「ところで気になってたんですけど、表の看板にもあった、その、グリンデルワルド何とかギルドってなんなんですか？」

　エミリオはとうとう食べかけのパンを全部口に放ほうり込み、コーヒーで流し込む。

「グリンデルワルド魔術錬れん金きん商会。長ったらしい名前だけど、早い話が暗黒魔術の総本山ってところかな」

「だめじゃないですか!?　暗黒魔術ってニワトリの血とか、イモリの黒焼きとかぐつぐつ煮に込こんで人を呪のろい殺したりする悪い魔法じゃないですか!!」

　それをこんな、虫も殺せなそうな顔して頰ほお杖づえついてニコニコと。

「お姉さんのイメージは、ちょっと誤解があるかなー」

「まあまあパリエル。だからエミリオも遠えん慮りよして、こんな街の片かた隅すみで営業しているじゃないか」

「いかがわしくて表に顔を出せないだけでしょう!?」

　パリエルはカウンターをドンと叩たたいて立ち上がった。

「そんなお店は営業停止です！　すぐに撤てつ去きよさせますからね！」

「困ったな。そんなことを言われるとぼくとしても……」

　一いつ瞬しゆん、エミリオの瞳ひとみが妖あやしく輝かがやいた。

　すちゃっ、とエミリオがカウンターの下から取り出したのは拳けん銃じゆう。だがその銃口が向けられる寸前に、抜ばつ刀とうしたパリエルは剣けんの切っ先を突つき付けていた。

「なるほど……こりゃすごいや。王子はアホでも、護衛は本物ってわけか」

「失敬な」

「王室近衛このえ騎き士しをなめるな！」

　それでもエミリオはニコニコしたまま。

「何がおかしいの!?」

「お姉さん、ほら」

　ぽん。と銃声が鳴った。

「へ……？」

　銃口から、万ばん国こく旗きが垂れ下がった。

「アハハ、お姉さんムキになっちゃうんだから。可愛かわいいなーもー」

「あーあー、余も恥はずかしいですよ。こんな護衛を連れていたなどと世間様に知られては、余はもうお日様の下を歩けません……」

「そ、そっ、そこまで言うことないじゃないですか！」

「そうだね。護衛としては立派立派」

　と言ってから、エミリオは一息。

「でも、もう一歩だったかな」

「……ッ!?　きゃあ!!」

　何かが足に絡からみついた。と思うと手に。腕うでに。胴どうに。首に。

　植物のツルにしては太い、何かの触しよく手しゆのようなものが、ガラクタの山の中から伸のびてきていた。それらがものすごい力でパリエルの体を捕ほ縛ばくし、宙に持ち上げてしまう。まるで身動きが取れない。

「何よこれ!?　まさか魔物!?」

「商売柄がら、店には結界を張っているんだ。そこらに転がっている商品は、そのカモフラージュなんだよ」

　よく見れば触手は、巧こう妙みようにガラクタの陰かげに敷しいてある、妖しく輝く魔方陣じんから伸びてきていた。

「お姉さんみたいな融ゆう通ずうの利きかない客や、ガサ入れがあると悪いからね……それはそれとして、だから言ったじゃないか王子」

　一転エミリオは、迷めい惑わくそうな顔。

「女騎士なんて大たい抵ていが、こういう頭の固い奴やつなんだから。これでまた新しいテナントを探さなくちゃいけない」

「まあそれは余が、後でよく言って聞かせるから。というか今立ち退のかれると余が困る。国の危機なのだ」

　深刻なマヒロに、エミリオがきょとんとなった。
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「……なるほどね。随ずい分ぶん遠回りになっちゃったけど、事情はよくわかったよ。そのためのお祭りで、帝てい国こく軍を追い払うのにうちの商品が欲しいんだね？」

　そんな話を聞かされたというのに、エミリオは平気な顔で冷めたコーヒーをすすっていた。

「そうなのです。それでだ、前に君が言っていたこれを、この場所に用意してもらいたい」

　マヒロが何かのメモ用紙をカウンターに差し出した。宙ちゆう吊づりのまんまのパリエルには、メモの内容までは読み取れない。

「ねえ王子……アホだとは聞いていたけど、いよいよ正気かい？」

「失敬な。余なりに考えた策があるのだ」

「……ま、商売だからね。うちとしては大だい歓かん迎げいだけど」

　ふう、と息をついたエミリオがカップを置き、メモを眺ながめながらソロバンを弾はじき始める。

「今までのオモチャとも違ちがうから、随分と金が掛かかるよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、今の余は国庫金すら自由に扱あつかえる身分だ。糸目は付けないからできるだけ早く。金で命が買えるなら、安いものだと思いますよ、余は」

　ちら、とエミリオがマヒロを見た。

「そうかな？　ぼくたちの業界じゃあ、人間ってのは安い部類の商品なんだけどね」

「君が値段を付けてるわけじゃない」

「ご明察。買い手が買わなきゃ、商売にならないからね……っと」

　一度ぱちりと弾き終えて、伝票につける。

「話ついでに王子、傭よう兵へいなんかはどうかな？　安くて腕のいい連中、近所に来てるよ」

　ほんとに何でも扱うらしい、この雑貨屋。

「余は暴力が嫌きらいなのです」

「王子は今どき珍めずらしい、いい奴だよ」

「よく定てい冠かん詞しとして、『どうでも』を付けられますがネ……」

「アハハハハ」

　二人が話す間もパリエルはもがいていたが、この強力な触手のせいで、ジタともバタともいえない。

「品物の代金に、急ぎの輸送転送費、成功報ほう酬しゆう、消費税と諸費用を込み込み込み……端は数すうをオマケして、一億二〇〇万円てとこかな」

　目玉の飛び出るような金額に、パリエルは噴ふき出した。

「な、ななっ……何を買ったんですか!?」

「まあそんなものか」

　そんな額面に臆おくすることなく、マヒロは受け取った万年筆でサラサラと呆あつ気けなく、契けい約やく書しよにサインしてしまう。

「ああ……!?　このアホ王子っ……あのお屋や敷しき買えちゃうような金額に……」

「まあそれはそれで。国庫金を使える今の余なら、買おうと思えば屋敷も買えるわけで」

「税金の無む駄だ遣づかいはんたーいっ!!」

「元気なお姉さんだなぁ……それでよく宮仕えになれたね」

　エミリオは宙に浮ういたままのパリエルを眺めつつ、万年筆の尻しりでこめかみを搔かいた。

「余計なお世話だっ！　それよりいつまでこのままにしておくつもり!?　いい加減に下ろしなさい！　国民の血税のためにも、こんな危険なお店は断固撤てつ去きよしてやるんだから～っ!!」

「それはいけない、パリエル。そんなことをしたら余が死んでしまいます」

「こんな悪の商人が路頭に迷ったって……へ？　王子が？」

　ひら、とエミリオが契約書を取り上げた。

「うちの契約書って、実はカーボン紙の二枚つづりなんだよ。二枚目は契約不ふ履り行こうの場合、記名者の魂たましいが……」

「なにさりげなく死神とも契約してんだアホ王子～～～～～～ッ!!」

「ええ、まあ。そういうわけで余が死なないためにも、このお店には過か酷こくな資本競争を生き残ってもらわなければ」

「でも王子、このお姉さんどうしようか。せっかく捕つかまえたんだし」

　エミリオは歯は嚙がみするパリエルを眺めたまま、邪じや気きのない笑顔えがおで笑っていた。

「どうって……どうかするつもりなの!?　捕まえるだけなんじゃないの!?」

　ぎくりとするパリエルを、エミリオは可愛かわいい顔で笑った。

「いやぁ、アハハ。ぶっちゃけ、どうにでもできるけど。ハァハァ言わせたり」

「ハァハァって!?」

「でもそうだなぁ。商品として売ってもらうのが、うちとしては一番うまみがあるかな」

　神しん妙みように頷うなずいたマヒロが、小声で尋たずねた。

「いくらぐらいで売れるものでしょうか」

「ちょ……、ちょっと王子！　冗じよう談だんでしょう!?　なにその気になってるんですか!?」

　エミリオはそんなパリエルを少し眺め。

　やがて困ったような半笑い。

「でもあんまり胸がないからなぁ」

「なんっだてめぇやんのかコラ!?　おーっ!?」

「パリエル、言葉遣づかいが」

「っていうか着やせするだけで普ふ通つうにＣカップありますおねーさんの胸はッ!!」

　どうだ参ったか。とパリエルが思ったのも束つかの間。

「あ、そ。童顔のクセに中ちゆう途と半はん端ぱだなぁ。だったらいっそぺったんこの方が、いい値段が付くんだけど……」

「てめえちったあ取引先選べどこのマニアだコラぁッ!?」

　それからエミリオはまた少し考えて。

「王子……せっかくだけど、やっぱりこれ、いらないや」

「そっか。やっぱりこれ、いらないか」

「やっぱりこれとか言うなあぁ～～～～～～～～～～ッ……!!」
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「じゃ、ぼくもすぐに仕入れに出かけるよ。またのご来店をお待ちしてます」

　見送りに出たエミリオが、人好きのする可愛い笑顔でヒラヒラ手を振ふっていた。

「誰だれが二度と来るかあっ!!　覚えてろよてめえいつかぜってー勝負してやるからなーっ!?　おーっ!?」

「だからパリエル、言葉遣いが……」

「……あ。……う。つい、地の言葉が」

「君はどこの地元ですか」

　とりあえず歩く。

「ですけど！　王子も少しは友達を選んでください！　もうあのお店だけは絶対二度と出入り禁止ですっ！　いいですねっ!?」

「はいはいはいはい……店主以外から出入り禁止を喰くらうとは、ついぞ思いませんでしたよ」

　そうして西の下町を出る頃ころには、もう昼時になっていた。大通り近辺でも飾かざり付けという名のトラップ設置は一休み、青空と日差しの下で、昼食を摂とりながらの歓かん談だんがあちらこちらに見受けられた。

　提ちよう灯ちんランプやら、花飾りをあしらわれたゲートやら、何かの像やら、通りはこの時点ですでに、随ずい分ぶんと賑にぎやかになってきていた。

「……本当にこれ、トラップなんですか？」

「こらこら、みだりに触さわっちゃいけない。もちろんちょっとやそっとの衝しよう撃げきで、どうなるものじゃないけど」

　そりゃそうだ。子供がぶつかった拍ひよう子しにでも、罠わなとして作動し始めたら大事である。マヒロは適当に二、三、それらの出来具合を調べて。

「ふむ、まあこんなもの……かな」

　ぺたぺた、ゲートを触って。それから急に、しん、と火が消えたように考え込み始める。

「……」

「王子？」

　やがて王子が周りをキョロキョロとするのを、パリエルは嘆たん息そくしながら見み咎とがめた。

「ほらほら王子、面おも白しろいものなんてもうありませんね？　無意味に時間を引き延ばしてもダメです。用事が終わったなら帰りましょう」

「……え～？」

「え～じゃなくて」

　その折マヒロが、はたと足を止めた。帽ぼう子しの庇ひさしを、顔を隠かくすように深く下ろす。

　そっと覗うかがうような視線の先には、ブーツ、ズボン、コート姿の目の覚めるような麗れい人じんが一人。背後にはどこかで見たようなメイドが二人。

「お、王子……あれって……まさか」

「いっ……異常だっ……。あのお姫ひめ様は、余以上にイカレているっ……！」

　彼女自身の威い風ふうもそうだが、あれほど見事な意い匠しようの剣けんの柄つか、それを収めた鞘さやときては見み間ま違ちがえようもない。

「るっ……ルナス姫、ですよね？　何しに来たんでしょうか……」

「余が知るか！　とにかく、逃にげるぞパリエル！　昨日の今日で見つかったんでは、何を言われるか……！」

　そーっと回れ右したのが逆に目に付いたのか、

「？　そこにいるのはマヒマヒではないか」

　あっさりと見つかってしまった。

　自然、後ろを向いたまま二人で目配せ……と同時にダッシュ！

「おい……」

　というルナスの言葉を置き去りに、城の方へ城の方へ。

「どっ、どーしますかっ!?」

「だから余が知るか！　って、なんか足音多くない？」

　二人で振り返る。

　追いかけてきている。

「「わあああああああああっ……!?」」

　二人して、走りながらパニックになる。もう脇わき目めもふらず、さらに足の回転を速める。

「パリエル、君が引きつけろ！　余はその隙すきに逃げる！　逃げおおせる!!」

「何言ってるんですかぼっちゃまにご用事があるんじゃないですかマヒマヒって呼ばれたの自分じゃないですか!!」

「それでも君は余の護衛か!?」

「いいえ一家庭教師ですっ!!」

　とか言いながら、もうしっちゃかめっちゃかに裏路地を裏路地、裏道を裏道に走り回って……人ひと気けのない裏通りに辿たどり着いた。

「はあ、ぜえ、はあ、見よ、余の健けん脚きやくを！　何が帝てい国こくだここはミスマルカすなわち余の庭なのだここまでくればもう追っては来れ……」

　どごす!!

「ぎゃあああああああああああああああっ……!!」

　長なが靴ぐつの厚い踵かかとに後頭部を強きよう蹴しゆうされたマヒロが、走っていたとき以上の速度で転がっていく。袋ふくろ小こう路じにべたんと張り付きようやく止まる。早い話、追いつかれてしまったのだ。

「って、死ぬ!!　死んでしまう!!　言わば六発目!!　僕たちが何をしたというのです!!　ええもう、なぜ追ってくるのかと!!」

「君が逃げるからだろう」

「いや……。はい」

　当然を言うようなルナスと、悄しよう然ぜんと頷うなずくマヒロの対比は、生まれながらの肉にく食しよく獣じゆうと小動物みたいな雰ふん囲い気き。

　お姫様、これっぽっちも息を切らしていなかった。少しして、血相を変えたメイドさんたちも追いついた。敵地で主あるじを見失ったとなれば、彼女たちにとっては死活問題だろう。

　そう考えるとあのメイドたちも主に振ふり回されるというより、ブン回されているような自分と同じ立場なわけで、心なしか同情してしまう。

「は、はぁ、はぁ……よかった……。ルナ様、こちらに……」

「はあぁ……姫様って、走っても速いんですねー……」

　言って二人は、すぐさま何事もなかったように両手を前。しず、と控ひかえた。

「……うむ、パリエル」

「はい？」

「僕もああいう、ちゃんとしたメイドが欲しいと思います」

「ちゃんとした、って……あれだけ完かん璧ぺきなメイドさんが側そばにいて何が不満なんですか」

「……。性格悪すぎ」

　……。

　本人が側にいれば、張ハリ閃センがその名のごとき威い力りよくを発揮したに違いない。マヒロはそわそわと周囲を見み渡わたしてから、咳せき払ばらい一つ。気を取り直したように言った。

「……というかですね、お姫様。昨日あれだけ物ぶつ騒そうなことを言っておいて、逃げるなという方が無理。もうね、何しに来たのかと」

「ああ、そのことだ。君は昨日、王子に伝えたのだろうな？」

「お城の人にはちゃんと伝えましたとも」

「……そうか。ではあの大通りの安あん穏のんとした有様は何事だ？　街の者が言うには祭りだそうだが」

「ええ、何でも王様が帰ってくる前にどんちゃん騒さわぎをしたいと、王子の命令だそうで」

「ふむ……ところで君は、なかなかに足が速いな」

「はっはっは、ええそりゃもう一昨日おとといも馬と駆かけっこを……」

　ルナスが剣を引き抜ぬいた。

「つまり相応の訓練を積んでいるというわけだ。貴様やはり、エーデルワイスの密みつ偵ていか？」

「あ……いや、なんのことでしょう……」

「昨日の去り際ぎわ、君が述べたではないか」

　剣は淀よどみない動きで、その喉のど元もとに触ふれた。

　路地裏であることが災わざわいした。なおのこと今日は、大通りの方に人手が集まっている。この光景を見み咎とがめる者は、どこにもいない。

　ここまでされては、さすがに黙だまっているわけにもいかなかった。パリエルは柄つかに手を……かけようとして、殺気を覚える。

　よく研とぎ澄すまされたそれは、逡しゆん巡じゆんなく殺すという意志。いつの間にかメイドの一人が、手の内に数本の投げナイフを忍しのばせていた。もう片方は、魔ま法ほうによる何やらの気配。

「……パリエル、物騒な真ま似ねはやめておこう」

「わかり……ました」

　不意打ちは無理のようだった。マヒロはすでに手中。パリエルは柄から手を放す。

「賢けん明めいです」

　言ったメイドも、ナイフを手の内……袖そでの中に収める。法ほう撃げきの気配も薄うすれる。

「えー、それで……」

「聞きたいことは一つだけだ。エーデルワイスは何を考えている？　敵軍の存在を知りながら、なぜ祭りの準備などしている」

「いや……それは……やっぱり罠わななのでは？」

　このアホ王子、ここまで来てあっさりばらしやがった。

「罠だと？」

「祭りの飾かざりに見せかけた、罠……とか。じゃないかなーと。思ってみたりするわけで」

　ルナスは呆あきれたように剣けんを下ろした。

「噓うそをつくなら、もっとまともな噓をついたらどうだ。見たがどれも木製だ。黒くろ騎き士しの鎧よろいにキズ一つでも付くものか」

「いえ……それは僕の知ったことじゃ……」

「……ふむ。それはそうか」

　いや。いやいやいや、昨日見てるんだから。罠の発案者が、知らないでは困るんじゃ。

「あの……ぼっちゃま。それ……」

「え？　なに？　僕はいまこの窮きゆう地ちを生き延びるのに精せい一いつ杯ぱいなのですが」

　ああ、そうだった。追つい及きゆうは後回しに。

「もう一つ解げせんことがある。君たちはなぜ逃にげない？」

「……」

　一いつ瞬しゆん、きょとんとなったマヒロ。

「何を不思議がる。言っただろう、私はこの国を滅ほろぼすと。それを知っておきながら、なぜ逃げない？」

「いや……だって。僕は信じていません」

　マヒロははっきり、そう言った。このときばかりは、言い訳ではなく本心だったに違いない。

「この国が滅びるなんて、信じるわけにはいかない。見たでしょう、お祭りの準備をするみんなの、あの楽しそうな姿を。それが滅びるなんて、どうして想像できますか」

　家臣としては、主君のそんな心根に感かん嘆たんすべきなのだろうか。それとも敵将を目前に、それを討ち取れぬ己おのれを悔くやむべき、なのだろうか。

「僕がその身分にないことは心得ていますけど、何のご縁えんか、せっかくなのでお願いします。ルナス殿でん下か、せめてお祭りが終わるまで、戦いくさを待ってもらうことはできませんか」

「待つ義理はない。罠がないこともこの目で見てよくわかった。もう待つ必要もない……が」

　一息の間。

「その祭りとやらはいつだ？」

「今日の日にち没ぼつから、九時くらいまで、だったと思いますけど」

「そうか。わかった。ではそれまでに逃げろ。戦地となった場で会えば、もうこのように話しかけることはないぞ」

　そして彼女は踵きびすを返し、去って行った。

「……ふぅ」

　とマヒロがため息をつく。つられパリエルも、ぐったりと肩かたを落とした。

「は～ぁ……一時はどうなるかと思いましたけど……。でも……」

「いやまあ、収しゆう穫かくはあったよ」

「へ？」

「さ、城に戻もどろう。祭りの段取りを打たないと」
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　が、城に帰ってきたときには恐おそれていたことが現実となっていた。とっくに昼食の時間は終わり、食堂も閑かん散さん。つまりご飯を食べそびれたのである。

　メニューは片付けられて、パリエルはマヒロと共に、シェフに無理言って作ってもらったお茶ちや漬づけを、隅すみっこの方でみみっちくすすっていた。

「ううぅ……ご飯が汁しる物ものも合わせてお茶ちや碗わん一いつ杯ぱいだけだなんて……」

「まあそう言うなパリエル。ダイエットだと思えば」

「ああ、そうですね！　ダイエット、ダイエット♪……って誰だれのせいですか!?」

　ずるずる。ずずず。

　水っぽいお茶漬けをすする音がガランドウの食堂に空むなしく響ひびいて、なおさらわびしい。

　ずるずる。

「お帰りでございましたか、殿下」

　エーデルワイスだった。カイエンも一いつ緒しよ。

「王子……また……すごいものを食べておいでで」

　食堂には滅めつ多たに来ない宰さい相しようは、王族がお茶漬けをすすっている姿に度ど肝ぎもを抜ぬかれたようだった。

「やあ二人とも、お疲つかれ様。カイエンも一緒にどう？」

「あ……いえ。私は先ほど頂きましたので」

「そう。それで首しゆ尾びの方は？」

「街の方は七割方できました。日没までには大方、完成するかと」

「さすがに早いね。エーデルワイスの方は？」

「城下に比べ使える人数が限られてございますので、捗はかどりません」

「ふむ、まあいいよ。キモは街の方だからね。じゃあ予定通りお祭りを開かい催さいしよう」

　そこにエーデルワイス。

「しかし殿下、万一そのときに敵が攻せめてくるようなことがあれば、民たみは直接の危険にさらされますが」

「いや、それはない。さっき街に出たとき、攻こう撃げきの時間が絞しぼり込こめた」

　エーデルワイスは軽い瞬まばたき。宰相はもう少しはっきりと驚おどろきを示した。

「なんですと？」

「向こうもすでにお祭りのスケジュールを知っているんだよ。宰相も言っていたけど、制圧のための大部隊じゃない。奇き襲しゆう隊だ。だからまず、敵は騒そう乱らんを嫌きらう。パレードじゃあるまいし、人の溢あふれ返った通りを行軍するのは、山中を行く比じゃない。それにルナス姫ひめは戦好きなだけで、虐ぎやく殺さつ好きなヘンタイとは違ちがう。だからそれを逆手に取る」

　断言したマヒロに、全員が疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。そうした面々を見み渡わたしながら。

「今日のお祭りは全員、強制参加です。怪け我が人にんは杖つえ突ついてでも。病人は担たん架かに乗せてでも、北の広場に集めるように」

　宰相が何かを察したように、ややも目を細める。

「城内ではなく、ですか？」

「そうだよ。むしろ城内の兵士もメイドも全部、北の広場に集めて欲しい。入りきらなきゃそれ以北に。あんな場所に陣じん取どっておいて、まさか北の防護門からは入ってこないよ」

　そこまで聞いて、パリエルもようやく察しがついた。つまりマヒロは本気で民の誰一人をも、帝てい国こく軍の歯し牙がに掛かけさせるつもりがないのだ。

　だから祭りという名目の……これは避ひ難なん。

　大っぴらに避難と謳うたえば、みんなはパニックに陥おちいり、それでなくとも押し合いへし合いの怪我人も出るだろう。いや、ともすれば無理に大荷物なんかを抱かかえて、荷車や馬車が道を塞ふさぎ、それすらままならないかもしれない。だが楽しいお祭りであれば。

　カイエンが軽い溜ため息いきをついた。冷や汗あせ混じりの……驚きよう愕がくする自分をなだめるような、そういう表情だった。パリエルも同感だった。敵てき陣じんに突っ込んだ時もそうだが、これはもう偶ぐう然ぜんとかそういう次元ではない。

「ですがそれだけです」

　エーデルワイスだけが、普ふ段だんの冷れい徹てつな表情のまま。

「間違いなく城は陥おちますが。よろしいのですか」

　それも道理。その先、城下と城内に残されるのは無人の罠わなだけだ。そんなものは時間をかければ簡単に突とつ破ぱされる。

「いいんじゃない？」

　と。マヒロは言い切った。

「城か民かで言ったら、余はね。考えるまでもなく民を取ります」

　立派な考えだが。

（王子……）

　理想は理想、現実ではないということを、理解しているのだろうか。
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「定時」

《こちら風一号。もう城内に詰つめる大部分が城を出た》

《風二号。住民が北の広場に集まりつつある》

「〝噂うわさ〟に相そう違いなしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「しかし本当に祭りとはな……」

《この分なら城内はカラ同然だ。もはや罠がどうこうのレベルではない》

《城下も同様だ。南部は防護門から城門に至るまで、遮さえぎるものなし。さすがに二つの門は閉とざされたが》

「ならば結局は、無策の証しよう拠こだ。密みつ偵ていを放ちながらも門を閉ざさなかったのは、この祭りのための時間稼かせぎと考えていいだろう。敵てき襲しゆうといえば民たみは動どう揺ようするが、祭りであれば人は自然と集まってくる。よくしたものだな」

《表向きはな。が、実際はそうでもない。こちらは城を陥としたいだけの話だ。余計な混乱を招かんだけ、攻せめる分には都合がいい》

《いかにエーデルワイスといえども、お優やさしい王太子殿でん下かの命令には逆らえんか……》

「そういうことだったらしい。陣にはこれを機に襲しゆう撃げきすることを進言する。開戦の運びとなれば風は適てき宜ぎ撤てつ収しゆう。相違なしか」

《一号相違なし》

《二号相違なし》

「通信終わる」




　　　　◆




　メイン会場となる北の広場の大おお賑にぎわいは、このバルコニーにまで伝わってくるようだった。

（大だい丈じよう夫ぶなのかなぁ……）

　今やこの城に残っているのは、本当に最小限の人間だけ。ここにいるマヒロと、護衛の自分と、エーデルワイス、カイエン以外は、二十人ばかりか。

「わはは！　わはははは！　見たまえあの盛せい況きよう振ぶりを！　これで余は一いち躍やく人気者！　後々民からの評判を聞いた父上も、きっと余の力を返してくれることだろう！　これが一石二鳥というやつだ！　わはははは！」

　そういえば国王が、出で掛がけにそんなことを言っていたと、パリエルは思い出した。しかしそれを聞く暇ひまもなく、エーデルワイスが言う。

「それでここから、いかがなさるおつもりで」

「え？　何が？」

「城下にスパイがいれば、この機は決して逃のがされません。ここまで集めた民を、この先どうなさるおつもりでございますか」

　廊ろう下かから忙せわしない足音が聞こえてきたのはそのときだった。普段であればそんなのはエーデルワイスに冷たく注意されて終わりだが、

　そうして飛び込んできたのは宰さい相しようカイエン。

「王子、一大事です！」

「何？」

「城下南部に魔ま物ものが発生しました！」

　場の凍こおり付くような気配。

　魔物。西域と呼ばれる奥地にあって、人類の滅めつ亡ぼうを目もく論ろむ魔王の手先。それは生態系の外側であり、帝てい国こくも共和国も人間も魔人もなく、人類に課せられた共通敵だった。ひとたび波となればそれは天災以上の災さい禍かとなり、破は壊かいすべきを破壊し尽つくし殺さつ戮りくすべきを殺戮し尽くすまで止やむことはない。

　この時代の国が、町が、村が、防ぼう護ご壁へきなどというものに覆おおわれているのも、ひとえにその脅きよう威いより社会を守るため。さらに言えばこの時代の軍事力とは本来戦争のためのものではなく、魔物に対する自衛のためのもの、なのだ。

　故ゆえに。その防護壁の内側に魔物が現れたという状じよう況きようは、まさに破滅以外の何ものでもなかった。

　愕がく然ぜんとなるパリエルの横で、エーデルワイスが問う。

「カイエン宰相、迎げい撃げきは可能ですか」

「いいや、恐おそらく無理だろう。目測でもすでに数百匹ぴきはいる。一個一個は下級のようだが、数は増える一方だ」

　魔物と言ってもピンキリだが、スライム以外は、最弱でも狼おおかみ程度の殺傷力は秘ひめている。ならば数百からなる群ぐん狼ろうだ。しかもそれらは動物ではない。恐れ怯おびえは持たず、脚あしを断たたれようと腕うでをもがれようと、動ける限りは殺しに来る。生存本能を持たぬ殺戮の群狼だ。




[image: ]




　王が連れ立った第一軍であれば、帝国騎き士しのような腕利ききの魔人も部隊に交ざっているが、今残されているのは人間の兵ばかりなのだ。そうした兵の武装、練度は一人が魔物数匹に相対する程度を想定しているに過ぎない。

　この上増えるとなれば、明らかに許容量を突とつ破ぱする。

　マヒロはきょとん。

「……マジ？」

「このような噓うそを申し上げて何になりますか!?　カルロ大臣が民衆を誘ゆう導どうするため、既すでに北の広場に向かわれました！」

　大声を出すカイエンに、マヒロはおろおろするしかない。

「えーと？」

　すぱん！　とエーデルワイスのハリセンが、マヒロの頭に雷らい鳴めいを轟とどろかせる。

「しっかりなさいませ」

「いやでも帝国軍はともかく、魔物はいわゆる想定の範はん囲い外でして」

　カイエンが言う。

「一日にして街が空になるという前例がないので、確証はありませんが……恐らくは人の気配があまりに失うせ過ぎたために、夜や陰いんと共に雪な崩だれ込んできたものと思われます」

「えーと。それってつまりどうなるの？」

　エーデルワイスが答えた。

「ミスマルカは陥かん落らくします。帝国以前に、魔物によって」

　マヒロは一つ頷うなずいた。

「だめじゃん」




　すぱぁ──────ん!!




「カイエン宰相。これはもう使い物になりません。カルロ卿きようは民たみをどちらへ？」

「外周の防護壁も、現状のままでは民を捕とらえる牢ろう獄ごくだ。幸い、魔物がこの城より北上するにはまだ時間がある。祭りの行事の一いつ環かんとして、北の防護門より一時、街の外へ避ひ難なんさせる手はず」

　バルコニーから見るといつの間にか広場の熱気は冷め、みんなは街の外に出るというそのヘンテコな行事に首を傾かしげながらも……大通りを防護門に向かって。北へ、北へ。楽隊がそれらしい曲を奏かなで、一応パレードのような雰ふん囲い気きではある。

　エーデルワイスは一つ首しゆ肯こう。

「最上でございます。今しばらくは混乱も避さけられましょう。では誘導に当たる兵を最低限に、残りは全すべて城内へ呼び戻もどしてください」

「了りよう解かいした」

　カイエンが室へやを飛び出そうとしたそんな折。今度は城内に残っていた衛えい士しが駆かけ込んでくる。

「恐れながらご報告申し上げます！　城内裏手の森より魔ま物ものが発生した模様！　現在の手勢だけでは抑おさえ切れません！　ご指示を！」

「そんな……!?」

　パリエルは呻うめいた。カイエンは言葉にこそしないが苦く渋じゆうの表情。エーデルワイスも黙もつ考こうするように目を伏ふせる。

　何者かが見計らったかのような最悪の展開。

　街の内側の次は、城の内側に。城下にせよ城内にせよ、内部からの敵てき襲しゆうに供えて造られてはいないのだ。祭りを装よそおい、民に犠ぎ牲せいを出さず避難させる。全てうまくいっていたはずなのに。

「……逃にげよう」

　悄しよう然ぜんと震ふるえるような様子だったが、マヒロは言った。

「殿でん下か」

　エーデルワイスが何かを言う前に、マヒロは首を振ふる。

「城か民かで言ったら、余は、民を取る。だから……そうしよう」

　しかしエーデルワイスの言葉はいつも以上に冷たかった。

「それはもはや信念でも何でもございません。ご自分への言い訳ではございませんか」

　マヒロは図星を衝つかれたように、一いつ旦たんの沈ちん黙もく。エーデルワイスはさらに続けた。

「正直に申し上げましょう。万が一の際、お優やさしい殿下が城下の民を逃にがされることは。それがいかなる方法であれ、すでに陛下の予測されていたことでございます」

　マヒロが少し目を細める。

「……そう……。父上が……」

「はい。ですが帝てい国こくに加えて魔物というこの状じよう況きよう。これは誰だれしもの予想外です。ならば殿下の真価が問われるのは、ここからなのでございます」

　真価、などという言葉を聞いた途と端たん、マヒロは捨て鉢ばちのように自じ嘲ちようした。パリエルはそんな主君があまりに痛々しく、見ていられず、その肩かたを強く揺ゆすった。

「しっかりしてください！　自分の家じゃないですか！　みんなの国じゃないですか！　それをそんな簡単に！　お城が残れば、まだなんとかなります！　なにも王子じゃなくたって、私たちがいるんですから！　戦えと命じてください！　私たちは、そのためにいるんですから！」

「……っ」

　一度は何か言いかけたマヒロだったが。すぐに、そんなパリエルの目から視線を逸そらす。

「だめだ」

「王子！」

「だめと言ったらだめだ！　とにかく逃げるんだ！　逃げ道がなくなる前に！　一人残らず全員退たい避ひだ！　誰も城に残ることは許さない！　これは父上から全権を預かった、余の命令なんだ！」

　これまでのような自信も、余よ裕ゆうも、何もない。まるで子供の駄だ々だ。

「王子……」

　パリエルはマヒロを摑つかんだ自分の手が、自然と脱だつ力りよくしていくのを感じた。同じようにカイエンも。そしてエーデルワイスも肩を落とす。ただただ、いたたまれないような嘆たん息そく。

「……いかがなさいます、カイエン宰さい相しよう」

「城内に発生した程度はわからないが、城下の魔物は正直……民の誘ゆう導どうに当たっている兵を搔かき集めても、勝算は薄うすいだろう。人命を尊重するというのであれば……今は、王子の言い分にも一理ある」

「さようでございますか。では」

　城内に残っているわずか二十の兵士らに召しよう集しゆうをかけ、一同は庭に出た。それまでにも既すでに侵しん入にゆうしていた数匹ひきを退けたが、庭にはさらに多くの異形の怪かい物ぶつたち。美しい噴ふん水すいを、花か壇だんを、芝しば生ふを、無造作に踏ふみにじっている。

　確かに、いちいちやり合っていたのでは、犠牲は多大なものであったに違ちがいない。北の城門をくぐるとすぐに会場だった広場だが、あれだけいた民衆は、今ではほとんどが大通りの方へ。

　行進の最さい後こう尾びについたパリエルたちは、ようやく安あん堵どの一息をつく。カイエンが確かく認にんするが、脱だつ落らく者しや、負傷者ともなし。それが不幸中の幸い。しかし事情を知る者にしてみれば、手痛い敗走。敗北。

　城は、いよいよ空となった。

　さてマヒロになんと声をかけようか……とパリエルが振り返ると、マヒロは今出てきたばかりの城門を見み詰つめていた。

「……余は一度、城内に戻もどります」

「なっ……なに馬ば鹿かなこと言ってるんですか！」

　パリエルは叫さけんだが、マヒロの顔付きは真しん剣けんそのものだった。

「城下の南からなら、まだ時間があるだろう。けど城内に発生した魔物には、追いつかれるかもしれない。城門を閉めてくる」

「閉めるって、それじゃ王子も一いつ緒しよに閉じ込こめられるじゃないですか!?　庭の有様を見たでしょう!?　お城はもうすぐ魔物の巣になってしまいます！」

　するとマヒロは小さく笑った。

「パリエルは、余が突とつ然ぜんいなくなったり、どこからともなく現れるのをよく知っているだろう」

「え……？」

「城内には、王族にしか伝えられない秘密の通路がたくさんある。城門と跳はね橋のスイッチを操作した後は、それを使えば簡単にこっちまで戻ってこれるのだ」

　パリエルが見ると、カイエン、エーデルワイス、ともに即そく断だんを下せぬような沈黙。半ば迷っているのだ。その効果云うん々ぬんは正直、微び少しようだろう。だからそうではなく、マヒロの……少しでも民たみを案ずる気持ち。彼の主君としての気き概がいを、酌くむか否いなか。

「まあ駄目と言われても余は行きますが」

「だったら私も一緒に行きます！　私は王子の護衛です！」

　エーデルワイスは頷うなずいた。

「当然です。決して王子から離はなれぬように」

「はい！」

　そうして二人は、たった今脱だつしたばかりの城に向かい、駆かけていく。

「よかったのか、エーデルワイス殿どの。私はてっきり、あなたが止めるものとばかり……」

「王子はあれで責任感……というより、我がの強いお方ですから。しかしパリエルがいれば、最悪の事態は防げるはずです」

　彼女らしからぬ遠まわしな物言いに、カイエンは反かえって察しがついてしまう。失態を犯おかした王おう侯こう貴族の行き着く果てなど、大方相場が決まっているからだ。

「まさか王子が、自決なさるおつもりとでも……」

　策士ではあっても、あれだけおちゃらけて生きている彼の様子からは、カイエンはとても想像できなかった。

「さあ。ですが、パリエルを同行させたのは念のためです。殿でん下かの逃にげ足であればあの程度の魔ま物もの、取るに足らぬはずでございますから」

　だがカイエンは、ふと思い至り、城を振ふり仰あおいだ。

　それほどの逃げ足ならば、ひょっとして……あのパリエルという護衛をまくことも、また容易なのではないか？
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　ごうんごうんと唸うなる巻き上げ機。城の地下にある導力炉ろからのエネルギーをモーターの動力源とする跳ね橋は、しかしじれったいほどゆっくりと上がっていく。と同時に城門も重い音を立ててスライドし、閉とざされていく。

　衛士の詰め所に設置された操作盤ばんから作動させるのだが、安全のため、閉じきるまではレバーから手を放すことはできない。操作をやめれば、門も、跳ね橋も、そこまでで止まるようになっているのだ。

「王子、まだですか！　向こうに魔物の姿が！」

「まだって見ればわかるじゃないか！　もう少しだもう少し！」

　やがて、がごぉん、と重い音を立てて城門がロックされる。少し間を置き跳ね橋も上がりきった。

「よし、いいぞパリエル！　逃げよう！」

「はい！」

　目ざとく獲え物ものの匂においを嗅かぎつけた魔物の一匹ぴきを、パリエルは近衛このえ騎き士しの長剣で一いつ閃せん。道を開く。数は多いが、そう強い魔物ではない。

「たあっ！」

　パリエルの腕うでをした長剣であれば、一いち撃げきで切り伏ふせることが可能だった。伊だ達てに護衛として選ばれたわけではないのだ。そうしてパリエルは存分に剣を振ふるいながら、守るべき王子と共に駆け抜ぬける。

「ここだパリエル！　少し待て！」

「ここ……って、まだ裏庭の森のど真ん中ですよ!?　隠かくし通路って普ふ通つう、玉座の裏とかそういう大事な場所に……」

　とか言ってる間に、マヒロは地面の下生えの中からハンドルを引き出し、そのまま一気に引っ張り上げた。マヒロはそんなパリエルに、どうだと言わんばかり。

「言っただろう、たくさんあると。というか玉座にしかなかったら、余はお忍しのびのたびに父上に怒おこられなければいけないわけで。うちの父上、怒るとおっかないんだよねー」

「それはもう聞きましたから！　ていうか怒られてください遊びに行くたびに！」

　そんなこんなを言いながら、新たな魔物が迫せまる前に通路に降りた。幅はばはあるが、高さは大人一人が立つのがやっとの狭せまい通路だった。そして入り口を閉めると、当然だがもう真っ暗。鼻をつままれてもわからない、とはこのことだろう。

「これらの通路は余が勝手に見つけただけで、本来は父上しか知らないものなのだ。しかも隠し通路の途と中ちゆうに隠し扉とびらがあったりして、もう手のつけようがない」

「は、はあ……そうなんですか……。迷子になったら大変ですね……」

　パリエルはマヒロの声と彼の足音を頼たよるように前に進んでいく。

「そうなんだ。しかし幸いこの通路は、そうした隠し扉以外は一本道だ。道なりに行けば、いずれ余が買うだろうあの館やかたに辿たどり着く」

　一いつ緒しよに屋上から眺ながめた、青い屋根のお屋や敷しきのことだろう。エミリオの店では国庫金を使ってとか何とか。

「税金の無む駄だ遣づかいは反対です」

「だから君は、とにかく真まっ直すぐに進め。決して城へ戻もどろうとは思わないように。いいね？」

「王子……？」

　そのとき、ばたん、という音が聞こえた。それと共に、すぐ目の前にあったはずのマヒロの気配が消え失うせる。

　次なる声は、壁かべの向こうから聞こえてきた。

「実はパリエル。余にはまだやり残したことがある」

「王子!?」

　ひどい悪お寒かんに襲おそわれる。わかっている。この壁の裏。彼はもう、隠し扉の向こう側に消えてしまったのだ。

「というか、そのためにこの城に戻ってきたわけなんだけどね。まあ余もさ、これでも王族なわけだから。一応、国を任された以上の最低限の責務というか……」

　バルコニーであんなにみっともなく逃げようと言ってたくせに、今の彼はあまりにも晴れやかにそんなことを言う。

「いいじゃないですか、もうそんなもの！　開けてくださいここを！　王子！」

　マヒロの笑い声が聞こえた。

「そうだね。そう割り切れれば、そんなに苦労することはない。でもね、それでも王族なんてそんなものなんだよ。もうすぐ城には魔物だけじゃなく、帝てい国こく軍も攻せめ込んでくるはずだ。だから君はこのまま真っ直ぐ城下に向かって、エーデルワイスに合流するように。間ま違ちがっても僕を探そうなんて、思っちゃいけない。いいね？」

「王子！」

「今度は僕なんかじゃなく、父上に仕えさせてもらうといい。君のためにも、その方がきっといい……。じゃあね、パリエル」

「っ……！」

　別れの言葉。

「王子！　王子っ!!」

　以降、呼べど叫さけべど、マヒロの声は聞こえてこなかった。こんな時にまで逃にげられたのが、いつものように悔くやしくて。それ以上に、こんな時にまで騙だまされてしまった自分が情けなくて。

　ただわかるのは、ここでこうしていても何にもならないということだけだった。だからパリエルは前に進んだ。
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　突つき当たりまできて天てん井じようを探さぐると、ハンドルがあった。それを回して、押し上げる。月明かりが、眩まぶしいほどに差し込んできた。

　目の前には、マヒロが言った通りのあの館があった。壁の色、窓の形。間違いない。ならば大通りはそう遠くはないはず。

　パリエルは周囲を囲む高い塀へいをよじ登り、着地、そのまま大通り、エーデルワイスたちがいるだろう列の最さい後こう尾びに向かう。

「エーデルワイス様！　カイエン様！」

　一人逃げ戻ったような自分に気付いたカイエンは、しかし半ば予想していたような。いや、その予想が最悪の形で当たってしまったような、苦々しい表情を見せた。

　パリエルはただただ、ありのままを報告するしかない。

「ど……どうしましょう、私……どうすれば……」

「それでおめおめと帰ってきたのですか」

　エーデルワイスの言葉は、あまりに辛しん辣らつだった。見かねたようにカイエンが割って入る。

「エーデルワイス殿どの……今の話を聞く分には、責める訳にはいくまい。彼女が投げ出したわけではないのだ」

「これはわたくしめの部下にございます。カイエン宰さい相しようはお黙だまりください」

　それから一いつ拍ぱくの間を置き。エーデルワイスは脈みやく絡らくのない話を切り出した。

「パリエル。あなたの背中には、大きな傷がありますね？」

「へ……？」

　泣き腫はらした目を、パリエルは瞬またたかせた。

　あるかなしかと聞かれれば、それはある。少し前にマヒロにも話したが……どうしてこんなときに。

「その傷がいつ、どうしてできたものか。あなたは覚えていますか？」

「い……いえ……？　私……」

「そうですか。わたくしはてっきり、知っているものだとばかり思い、あなたを王子の護衛にしたのですが」

　パリエルは自分の背中を意識しながら聞き返す。

「どういう、ことですか？　これは私が子供だった頃ころに、魔ま物ものに襲われて……」

「そのときあなたは、男の子と一いつ緒しよに遊んでいたでしょう。とても正義感の強い男の子だったはずです」

　全くの思い出の中を垣かい間ま見みられたような気がして、パリエルは目を見開いた。

　そうだった。こっちの方がお姉さんなのに。だから魔物に襲われた時も。魔物の前に立ちはだかろうとする、あんなにも小さな背中が頼たのもしくて──。

「……どうして……そんなことを、エーデルワイス様が……」

「当たり前です。わたくしがその子の。マヒロ王子の、乳う母ばだったのですから」

　一いつ瞬しゆん、エーデルワイスが何を言ってるのか、わからなくなった。

「王子……？　あの子が……？」

「そうです。あの日、魔物に襲われた殿でん下かはあなたを守るためにお力を使いました。しかし幼いながらも当時の殿下は魔人として、王家の誰だれにも勝まさる絶大な力を秘ひめておいででした。そして幼いが故ゆえに、その力を御ぎよしきれず暴走させてしまったのです」

　なんだそれは。どうしてそんな話。

「あなたの背中の傷は、魔物によるものではありません。魔物からあなたを助けようとした王子が、強すぎる力を解放したことによってできたものです」

　エーデルワイスは一息つき、マヒロの残る城の方角へ視線を向けた。

「自分の手で人を傷つけたことが、幼心に恐おそろしかったのでしょう。殿下が極きよく端たんに暴力を嫌きらわれるようになったのは、それからです。そして事態を重く見た陛下らによって、そのお力を封ふう印いんされてより、殿下はあのようにお変わりになったのです。虚うつけのままであれば、よもや陛下もその力を返そうなどとは思わないだろうと」

　そしてまた言葉を切った彼女の視線が、こちらに向く。それはいつになく冷たい、険しいものだった。

「あなたがいなければ王子はあの日、力を暴走させることはなかったはずです。となれば力を封印されることもなく、今やご立派な王子となられていたはずです。たとえ剣けんや才気で誰彼に敵かなわずとも。それを遥はるかに凌りよう駕がするお力をして、あの程度の魔物の波。小手先の策を弄ろうせずとも、たかが数百騎きばかりの帝てい国こく兵。殿下ただお一人で、退けることもできたはずなのです」

「そ……んな……、知りません私は……！　そんな話……！」

　わからない。

　だってそんなの、知らなかった。知らないのだから。自分がこの国の趨すう勢せいを握にぎっていただなんて、そんな……わかるはずがないのだから。今いま更さらのように押し付けられたって。

「お話はこれで終わりです。あとはあなたの思うようになさい」

「あ……、う……」

　なんて間ま抜ぬけな声。

　でも……。

　氷の女からは、何も読み取れない。

「たとえ守りきれずとも、守りきった結果としてあなたが死ぬことになろうとも。このまま街の外へ向かうにしても。そのときあなたが後こう悔かいしないようになさい。わたくしはそのために、あなたを殿下の護衛に抜ばつ擢てきしたつもりです」

　ほんとの自分。護衛としての自分。

（違ちがう……）

　パリエルは強く頭を振ふった。

　本当の自分も、護衛としての自分も、端はなから一いつ致ちしている。そう、予想だにしない昔話をされて、少し混乱しただけだ。

　ならば。

「私、戻もどります……！」

　ならば戻る。少なくとも、ここにいる意味はない。あの城に戻る以外に、道などないはずだ。

「パリエル、私も同行しよう」

「カイエン様……!?　ですけど……！」

「剣は専門ではないが、魔物相手であればこれでも役に立つ」

　カイエンが腰こしから抜ぬいて見せたのは、一丁の重々しい拳けん銃じゆうだった。それは騎士や兵士の武器ではなく、狩かり人うどの猟りよう具ぐ。戦いくさにおいては魔ま導どう皮ひ膜まくの施ほどこされた武具に対し、鉛なま玉りだまなど何の役にも立たないが、対魔戦であれば話は別。

「王子が死ぬ気であるのなら、梃て子こを使ってでも連れ戻さねばならんだろう。君一人で王子を担かつぎ、あの魔物の群れを突とつ破ぱするのは難しいのではないか？」

「だからといってカイエン宰さい相しようが赴おもむく必要が。どちらにございますか」

「エーデルワイス殿どの。私はこの数日で、マヒロ王子に大変に興味を持ったのだ。だからこそ、どうしても……あの方がただ死ぬおつもりとは考え難がたい。ならば、それを見てから死ぬのも一興かと思ってな」

「……宰相。それは殿下のアホが伝でん染せんしたのでございます」

　いつも難しい顔をしている宰相殿が、そのときばかりは大笑いした。エーデルワイスは溜ため息いき一つ。

「どうしましたパリエル。さっさとその抜け道に案内なさい」

「え？　まさかエーデルワイス様も……？」

「殿でん下かのみならず宰相まで見殺しにしたのでは、わたくしの沽こ券けんに関かかわります」

　端から死ぬって決め付けてるこの人もどうなんだろう。

「いやでも、あの、避ひ難なんしてるみんなとか……」

「ただ街から出るだけであれば、カルロ卿きようにお任せして問題ありません。ですがそれより先のことは、他ほかならぬ殿下にお伺うかがいを立てなければ決められません」

　カイエンが失しつ笑しようした。

「名にしおうエーデルワイス殿も、いよいよアホが感染したようだな」

「ご冗じよう談だんを」

　エーデルワイスは思いっきり吐はき捨てた。

　結局この人、実は優やさしいのか、性格が破は綻たんしてるのか、よくわからない。

「ええと……」

　しかしまあ。自分のような下っ端ぱからすれば完全無欠に見えるこの二人にも、感情のようなものはあるのかなー、と。

「そ……それでは、ご案内します！　こっちです……！」

　パリエルは二人を連れて、元来た道を駆かけ戻った。

　そうだ。カイエンの言う通り。あの身勝手で我わが儘ままな王子が、ただ死ぬとは考え難い。だからこそ、戻らなければならない。まだ大だい丈じよう夫ぶなはず。まだ生きているはず。

　だから……。
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　ミスマルカ城下、南部。

　黒騎士らが魔物を押し退のけたスペースに、豪ごう奢しやな八頭立ての馬車が滑すべり込む。降りてきたルナスは泰たい然ぜんと周囲を眺ながめ渡わたした。金の装そう飾しよくを施された漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆう。特とく徴ちよう的なのは、あたかもスカートを模したような長い直ひた垂たれ。厚い刺し繡しゆうで家か紋もんを施された純白のマント、重騎兵を思わせる戦いくさ姫ひめ。

　祈いのる天使が彫ちよう金きんされた、全身を隠かくすほどの大おお盾だてを地に突ついて。右手からその肩かたにかけては、大おお仰ぎような意い匠しようのガントレット。

「随ずい分ぶんと楽しいことになっているな。何事だ」

　鎧よろいを纏まとわぬ、将校用コート姿のままのレイナーが小さくかぶりを振った。

「〝風〟は、民たみが祭りに出で払はらい人の気配が失うせたため、夜や陰いんに乗じたものと推察している」

「……どうかな。ではどこからこれだけ大量に流入した」

「？」

「防護門はたった今、我々が突破した」

　と、ルナスは騎士団が打ち破ったそれを振ふり返る。次に視線を上げ。

「かといって外がい壁へきを乗り越こえようという魔物はいない。当たり前だ、我々はここに至るまで、街の外に魔物の姿を確かく認にんしていない」

「確かに。異常な数だ」

　そのとき、鷹たかのようなルナスの瞳ひとみが街の上方を捉とらえた。

「撃げき退たいしつつ北進しろ」

「ルナ様!?」

　メイドが叫さけんだときには、彼女は重装をものともせぬ身軽さで、地上数階の高さを跳ちよう躍やくしていた。街路を埋うめ尽つくす魔物の群れを眼下にしながら、屋根から屋根へと飛び移っていく。時折宙を舞まい、襲おそってくるような魔物もいるが、その程度は一刀で斬きり伏ふせる。

　そこで気付く。まるでガスのように街路に立ちこめる、重く黒い霧きり。伝承に聞く、異界より流れ出し魔を呼ぶ障気。

　まさか自然発生したわけではあるまい。ならば元げん凶きようはある。

（……奴やつか）

　この異常事態を平然と受け止め、退たい屈くつそうに魔物の流れを見守る、小こ柄がらな人ひと影かげ。気配を殺したルナスは、その家屋の上へ跳躍。

　フード付きの黒いマントで、全身をすっぽりと覆おおい隠した呪じゆ術じゆつ師し的な出いで立ち。手には魔ま方ほう陣じんの描えがかれた板一枚。

「これくらいでいいと思うんだけどな……でもせっかく注文されたんだから、全部使っちゃった方がいいかな……」

「そこで何をしている」

　背後からのルナスの問いかけに、しかし相手は驚おどろくでもなく、平然と振り返った。

「やぁ、こんばんは。綺き麗れいなお姉さん」

「子供、だと……？」

　予想外なことに。顔だけ見ればまだ十五、六。あどけなさの残るような、可愛かわいらしい少年だった。もっともそれが魔人であれば、外観など当てにはならないが。

「って、あれ？」

　ルナスの姿に気付いた彼は、屈くつ託たくなく笑う。

「へえ、こりゃすごい。光こう輝きの剣けん自らのお出ましとは」

「……ここで何をしている。この魔物の群れは貴様の仕し業わざか」

「あっはっはぁ……。バレた？」

　少年は、笑いながらこめかみをかく。開けたフードから覗のぞいたのは金きん髪ぱつ。

「バレちゃったら仕方がない」

　瞬しゆん間かん、垣かい間ま見みる。笑えみに細められた双そう眸ぼうに、妖よう気き。ほぼ同時にルナスは振り抜ぬいていた。そうしてべちゃべちゃと自分の足元に散った残ざん骸がいは、魔物ですらない。肉にく塊かいとも触しよく手しゆともつかぬ、もっと陰いん鬱うつで薄うす暗ぐらい生き物。

「……陰いん獣じゆうの類たぐいか。珍めずらしい業を使う」

　刃やいばを向けると、彼はあっさり両手をバンザイした。

「さすが、噂うわさの七しち星せい剣。ぼくなんかお呼びじゃないようで……」

　しかし生半可な少年ではない。詠えい唱しよう無しの召しよう喚かん術。こちらがもろに殺気をぶち中あてているのに、眉まゆ一つ動かさぬ飄ひよう々ひようとした態度。

「貴様が我が国から送り込まれた工作員か。ならばすぐに収しゆう拾しゆうしろ。これはもはや進軍の邪じや魔までしかない」

「帝てい国こく？　アハハ、まさかぁ。一応、秘密裏りにって言われてたけど……まあいいか。噂のルナス姫相手じゃ仕方ない。こんな危険手当、貰もらってないしね」

「？」

「そうだね……強しいて言うなら、ぼくはこの国の工作員さ」

「ふざけるな」

　言うが、そこでようやく少年から、からかうような気配が失せた。代わり、見せたのは人を喰くったような笑顔。

「ぼくはふざけちゃいないよ。ふざけているのは、この国の王子様さ。あいつはぶっ壊こわれている。今のこの状じよう況きようは、全部、あの王子が望んだものなんだから」

　軽く目を見開いた。

「王子が……？　それが何の目的で、こんな真ま似ねをする」

「聞きたい？　まあいいや、ぼくも死にたくないし。口止め料までは貰ってないし」

　案外あっさり翻ひるがえった。

「簡単な話だよ。一つは祭りと称しようして北側に集めた住民を、嫌いやでも街から追い出すため。もう一つは、入れ替かわりに入ってくるだろう帝国軍を邪魔するため」

　いよいよ喫きつ驚きようした。

「魔物を……兵に使ったというのか？　正気か？」

「さあ、どうだろう。でも言ったじゃないか、ぶっ壊れてるってね。国民が傷付かなきゃ何やってもいいと思ってるんだよ、あのアホ王子。街も城も知ったこっちゃない。このままだと、姫ひめ様の部下も罠わなにはまるよ」

　怒ど号ごう、罵ば声せい、蹄ひづめの音。

　辺境の自警団とはわけが違ちがう。人間の奴ど隷れい兵ではなく、個々人が魔人であり、その精せい鋭えいだ。あの程度の魔物であれば一人が五も十も一刀に屠ほふるが、市街戦だ。通常、野戦となる対魔戦とは勝手が違う。やや圧あつ倒とうされているか。

　まるで無人だった所に、そこだけ密集した人の気配。それまで特に何するでもなく、ふわふわ浮うわついていたような魔物どもが、一いつ斉せいにそちらへと流れ始める。

「城……、と言ったな？　まだ何かあるのか？」

　これ、と少年は手にしている板を見せた。奇きっ怪かいな、名の知れた魔導流派には見受けられぬ紋もん様ようの魔方陣。

「降こう魔ま盤ばん……って言ってね。起動させると一定時間、魔モン物スタ貯ース蔵トレ庫ージっていう異界に繫つながって魔物を吐はき出し続ける。強制的に呼び出すから、あんな風にぼんやりした魔物しか呼べないけどね」

　見慣れた魔物と様子が違い……市街を破は壊かいに行かないのはそのせいか。人の気配にのみ、無意識に吸い寄せられているような。

「おんなじ物をさっき城にも置いてきたけど……たぶん、王子の性格ならそれだけじゃないと思うよ。それが何なのかまでは聞いてないけどね」

「どこに設置した」

「ああ、それなら心配ないよ。いま動いてるやつはもうすぐエネルギーが切れるから、これ以上は増えなくなる」

「そうか。それだけ聞けば充じゆう分ぶんだ」

　一いつ閃せん。

　血しぶきが飛び、降魔盤と共に、少年の体は二つに裂さかれた。鮮せん血けつを吸った重いローブがべちゃりと落ち、肉塊を覆おおい隠かくす。

（またも……妖よう術じゆつか）

　手応てごたえは確かだったが、その肉、人体によって生成されたものではなかった。先ほど彼が召喚し、ルナスが切り捨てたものと同類。

　声はどこからともなく。

《商売柄がら、自衛の手段だけは山ほど用意していてね》

「名は」

《エミリオ・アプリコット。しがない雑貨屋だよ。姫様も何かご用命の際は……》

「面おも白しろい奴やつだ。闇やみの商人、覚えておいてやろう」

　ルナスは言い放ち、飛び退すさった。

　街路に降りると波間を割るように魔物を切り刻み、遅ち々ちと進しん攻こうする帝国軍のもとに帰り着く。特級メイドの二人が、心底安あん堵どしたように胸を撫なで下ろす。

「ルナ様、一体何処どこへ……!?」

「少しな。どうもこの魔物、マヒロ王子の仕し業わざらしい」

　レイナーが、目を瞬またたかせる。

「馬ば鹿かな」
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「そうだ。我が国もいろいろ戦いくさをしてきたが、こんな馬鹿げた真似をする奴は初めてだ。ここまでの派手になると、確かにエーデルワイスのやり口ではあるまい。あるいはさらなる策士を、この国が囲っていたか……」

　一息。

「ともかく、進むぞ。お前たち、道を空けろ」

　ルナスの言葉に、先行く騎き士したちが左右に分かれた。当然、その合間を縫ぬうように魔物が突とつ進しんしてくる。

　姫は七星を施ほどこされた大たい剣けんを振ふりかざした。

　大容量魔導ブースターである漆しつ黒こくのガントレットより己おのが魔力を流し込み、二つ名の通り、光輝かがやく剣を表す。その波動、人間の魔導師であれば生しよう涯がいかけて成すか成さぬかのもの。彼女に従う騎士たちでさえ、息を吞のみ戦おののくほどの。

　姫は笑う。

「失うせろ」




　カッ──!!




　一刀。盾たてに振り下ろすと同時に、閃光が駆かけ抜ぬけた。魔導力による白はく刃じんは防ぐ術すべもない下等な魔物たちを焼き尽つくし、消しよう滅めつせしめる。

　その輝きが収まる頃ころには、見み渡わたす限かぎり。城門に続く一直線上に、異形の影かげは跡あと形かたも残されていなかった。

「さあ、行こう」

　ああ、これこそが光こう輝きの剣。畏い敬けいし、誇ほこるべき第三姫き。戦場にあって勝利へ導く我らが女め神がみ。

　そうした、騎士たちの声ならぬ声を背に受けながら。ルナスは城へ向けて、悠ゆう然ぜんと歩みを開始した。
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　パリエルたちが城のエントランスホールに入るなり、吹ふき抜けの天てん井じようの一角より、コウモリ型の魔物が急降下してきた。

「やあっ！」

　パリエルは鋭するどい呼吸で一歩踏ふみ込み、すれ違ちがいざまに切り上げる。まず一匹ぴき。背後にばっさと、魔物の墜つい落らくする音一つ。

　まだ上空に三匹。向こうもこちらを警けい戒かいしている様子だった。剣では届かないし、襲おそってこないならそれでもいいのだが、ここを抜けて背を向けた途と端たんに襲われると厄やつ介かいだ。

（……こんな時に魔法とか使えると便利なんだけど……）

　ばんばんっ!!　ばんっ!!

「ひっ!?」

　突とつ如じよ背後から聞こえた銃じゆう声せいに、パリエルは身をすくめた。いい気にこちらを見下していた魔物が、パタパタとマヌケに落ちてくる。

「お見事でございます、カイエン宰さい相しよう」

「学生時代に、よくこうして小こ遣づかい稼かせぎをしていた」

　と、まんざらでもなさそうに宰相は言った。

「あ、あのぅ、やっぱりカイエン様……撃うつときは一言、言ってくれるとありがたいんですけど……」

　どうしても慣れない。びっくりする。

「慣れなさい」

　エーデルワイスの言葉に取り付く島はなし。

　カイエンは紫し煙えんくゆらす拳けん銃じゆうから空の薬やつ莢きようを抜き、また新たに六発、込め直す。

「さて、城内にまでは辿たどり着いたが……」

　この広大な城の中から、マヒロ一人をどう見つけ出すかが問題だった。カイエンが問う。

「パリエル、どこか心当たりはないか？」

「は、はい……まあ普ふ段だんなら更こう衣い室しつの近くとか、大浴場の裏とか、適当なメイドをストーキングとか……」

「どういう……いや、もういい」

　ずれかけた片かた眼鏡めがねを直しながら、カイエンは聞く先を変える。

「エーデルワイス殿どの」

「さあ」

　どうしてこの状じよう況きようでも、ここまで平然と言い切れるのだろう。

「と、とにかくアテがないんじゃここでこうしていても仕方ありません！　目ぼしい所を探してみましょう！」

　居ても立ってもいられなくなったパリエルが駆け出した矢先、エーデルワイスが呼び止めた。

「パリエル」

「はい？」

　ぐわっしゃあんっ!!

「……。」

　シャンデリアが落ちてきた。呼び止められなければたぶん、自分は死んでいた。

「なっ……ななっ……！」

「殿でん下かのご命令で仕し掛かけたトラップです。迂う闊かつに動くとどうなっても知りませんよ」

「エーデルワイス様っ!?」

「帝てい国こく騎き士し団だんの鎧よろいであれば、一命は取り留められます」

　そんな上等な鎧を着ていない自分たちには、一発死級のトラップだらけということだ。律りち儀ぎにもシャンデリアは、きりきりと巻き上げられていく。使い捨てではないらしい。

　そうしてうかうかしている間にも、どこから入ってくるのか新たな魔物の姿が見え始める。魔物がどこかのタイルを踏む。床ゆかから延びた針の山に串くし刺ざしになる。どこかの壁かべに触ふれる。電気が流れて黒くろ焦こげになる。どこかの敷しき居いを跨またぐ。天井から降りてきたギロチンで真っ二つに……。

「……あ、あの王子がこんな残ざん酷こくなトラップを……？」

「まさか」

　とエーデルワイスが言った。

「お優やさしい殿下の考案された罠わながあまりに手ぬるかったので、わたくしが少々」

「エーデルワイス様っ!?」

　さっきの魔物はたまたま飛べたから、歩いてくる騎士団を想定したあれらには掛からなかったというだけで。

　カイエンが片眼鏡の奥で目をつぶり、冷や汗あせ半分に呟つぶやいた。

「……手分けをして、というのは無理そうだな」

「それが賢けん明めいかと。しかしわたくしたちが城を出る際に起動していなかったものが、こうして起動しているのです」

「つまり、王子はまだ生きているということですね!?」

　手を打ったパリエルに、エーデルワイスは静かに頷うなずいた。

「わたくしの歩くとおりに続いてください」

　ジグザグに歩いたり、階段を一段抜ぬかしにしたりして、二階まで上がってくる。振ふり返ると、追ってきた魔ま物ものが階段で足を滑すべらせたり、ばね仕掛けの板で一階に弾はじき飛ばされたり。

「ここまで来れば、魔物の方は心配はありません」

「トラップの心配はあるんですね……」

　エーデルワイスは無視。

「あの……ひょっとして王子、エーデルワイス様のトラップにかかって、とか」

「……」

　そこで彼女はふと、思い出したように視線を逸そらした。

「さあ」

「エーデルワイス様ぁあああっ!?」

「罠は殿下のご指示通りの場所に、ご指示通りの起動法で仕掛けてあります」

　その図面を起こしたマヒロであれば回かい避ひ可能なのだ。ただし、それを覚えていれば、という条件付きでだが。

「しかし時間が足りず、あの威い力りよくの罠を仕掛けることができたのはエントランスホールのみです。そして殿下のご指示通りの罠を、ここから玉座へ続く通路に」

「ただ罠を起動させるだけだったら、私をあんな風に置き去りにするはずがありません……。やっぱり、何か目的があって」

　カイエンが頷いた。

「であれば一階部分は衛えい士しやメイドたちの詰つめ所、食堂、教会、図書室……生活居住区のようなものだ。この有事に何があるわけでもない。このまま無視していいだろう」

　エーデルワイスがそれを引き取る。

「二階、三階部分も高官のオフィスや寝しん室しつ、来らい賓ひん、応接室程度です。先に玉座の間、謁えつ見けんの間を調べましょう。もし当初の予想通り、殿下が君主としての命を全まつとうするおつもりならば」

　みなまで続けることはなかった。三人はそのまま通路を行き、まずは二階、謁見の間へ。だが無人。広大ながらんどう。少し道を戻もどり、階段を上がり三階、また通路を進み四階へ。まっすぐに玉座の間を目指したが……やはり、そこも無人。この国の行く末を指示する場所に、それをすべき人物の姿はなかった。

「地下……は、どうでしょうか？」

　パリエルの思い付きに、二人が一考する。

　平へい穏おんなミスマルカではあまり使われることのない、重罪人を捕とらえるための牢ろう獄ごく。場所を代わってこの城、ひいては城下全体のエネルギー源を司つかさどる導力炉ろ。そして……パリエルの身分では近付くことさえ許されない、さらに地中深く。歴代の王族が永久の眠ねむりについている、旧ミスマルカ王朝からの王家の玄げん室しつ。

「死なば妃ひ殿でん下かのもとで……か」

　あまり考えたくはなさそうに、カイエンが呟いた。

　自然、空気が重くなった。

「あの、すみません……やっぱり……」

　耐たえ切れず、言い出した自分から切り出すと、カイエンが首を振った。

「そうだな、足を止めているから悪い方に考えがいく。まだ見ぬところは山とある。まずはそれらを回ろう。その上でまた、思い付いたら考えればいい」

　そうして三階へ下りようと戻ってきたのだが、エーデルワイスだけが歩みを止める。他所よそを向いたまま……見詰めていた大窓の方に歩み寄る。

「時間は少ないようです」

　彼女のもとへ駆かけ戻り、その言葉の意味を理解する。一直線に続く大通りを、黒い影かげが押し寄せてきていた。しかしそれは魔物のように散さん漫まんではなく、規律をもって行進してくる。

「帝国軍……!?」

　彼らの目指す先を見て、パリエルより先にカイエンが驚おどろきの声を上げた。

「馬ば鹿かな！　なぜ城門が開いている……!?」

　敵はもうそこまで来ていた。何者かが開けたのか？　だが誰だれが開けたかなど、もう考えている余よ裕ゆうはなかった。

「まだ間に合うかもしれません！　私、行って閉とざしてきます！」

　そうしてパリエルが無造作に一歩踏ふみ出した矢先、踏みつけた床ゆかがカチリと妙みような音を立てた。

　べちゃっ。

「……へ？」

　なんか頭から被かぶった。

「これ……」

　でろでろどろどろ。

「いやああっ!?　スラ!?　スライムっ!?　きゃああああ～～～～っ!?」

　透すき通ったピンク色のこの上なく悪あく趣しゆ味みなドロドロが。

「これもエーデルワイス様がっ!?」

「まさか。それは殿でん下かのご趣しゆ味みです。色からして女性のみ襲おそうタイプでしょう」

「女性のみ襲ってどーするんですかっ!!」

　ひっぺがし、べっちゃと床に叩たたき付けた。

「襲うこと自体が目的なのです」

「さ……最悪だ！　最悪だあのクソ王子！　きっとあのいかがわしい店から仕入れたんですよこれ！　私たちの血税を使ってっ!!」

　踏めども踏めども、飛び散りはするが死にはしない。それがでろ系スライム。

「もう頭に来ました！　こうなったら最後の手段です！　探しても見つからないなら、向こうから出てこさせるまでです！」

　宰さい相しよう、喫きつ驚きよう。

「な……なんだと？　そんなことができるのか!?」

「お任せ下さいカイエン様、ダテに王子のお守もりはしていません！　このパリエルめにお任せを！」

　パリエルは精せい一いつ杯ぱい息を吐はき、そして思いっきり息を吸い込んだ。

「い～や～ん、スライムが離はなれな～い!!　助けて王子様ぁ～っ!!」

　……。

　…………。

　しーん……。

　しぃ────────ん……。

「パリエル」

「……はい。エーデルワイス様」




　すぱぁ──────んっ!!




「うぅうぅぅ……だって……だってぇ……」

「あとでわたくしの部屋に来なさい。少々お話が」

「イエス!!　助けに来たよマイハニ……」

　……。

　…………。

「……殿下」

「はい」




ずぱぁああああああああああああんっ──!!




　エーデルワイスのハリセンが、ハリセンとは思えぬ音を立てて炸さく裂れつした。
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　しくしくしくしく。

「余は……余はエーデルワイスの目が恐おそろしいのです……！」

「当たり前だこのアホ王子！　今までどこをほっつき歩いていたっ！　オラ！　言えオラッ!!」

　パリエルは正座させられたマヒロをこれでもかと、ガンガン蹴けり上げた。主従の逆転したあるまじき光景に冷や汗あせするカイエンの横、エーデルワイスはそれを止めるでもなく窺うかがう。

「何をなさっておいででございますか」

「……それはこっちのセリフです。君たちこそ揃そろいも揃って何をしている。ここにはもうすぐ魔ま物ものと帝国軍とが押し寄せてくる。余のことは見ての通り心配ない、君たちは早く逃にげたまえ」

「だからって、はいそうですかって帰れるもんですか!!」

　パリエルは声こわ高だかに言った。

「しかし余は、君たちのためを思って……」

「ていうか心配させといてなんだその態度は！　反省はどうした!?　ええコラ！　オマエいったい何様のつもりだっ!?　オラ！　コラァッ!!」

「王子様だ王子がはっ!!　やめ！　ぎゃっ！　助け！　エーデルワっ……！　ぎゃああああっ!!」

　嘆たん息そくしたエーデルワイスが肩かたに手を置いたことで、パリエルはようやくその足を止めた。

「顔はやめなさい。跡あとが残ると厄やつ介かいです」

「あっ……す、すみませんエーデルワイス様……」

「しくしくしくしく……」

　女二人に見かねたように、カイエンが切り出した。

「それより、急ぎ城を脱だつしましょう。王子にどのような目的があったかは存じませんが……」

「それなのだ。まだ目的は果たしていない」

　嚙かみ付くような勢いのパリエルの肩を、エーデルワイスが押さえる。

「殿下。せめてその目的だけでも教えて頂かなければ。わたくしどもも、おいそれと引き下がるわけに参りません」

　少し考えた後、諦あきらめたようにマヒロは言った。

「……なに。いつだか軍議の間で言ったじゃないか。話し合いで何とかできれば、って」

「何を馬ば鹿かな！」

　カイエンが叫さけんだ。

「自殺行こう為いですぞ!?　それに申し上げたはずです、こちらには切るべき交こう渉しようのカードがないと！　この状じよう況きようではなおのこと……！」

「いや、カイエン。逆だよ。この状況だからこそ、切れるカードがある」

　にわかには想像もつかないように、宰さい相しようは呻うめいた。

「なんですと……？」

「が、そのためには少し準備したいものがある。まあどっかの中ちゆう途と半はん端ぱなペタンコの下手っぴな演技のせいでこうして無む駄だな時間」

　ドフッ!!　ドフッ!!　ドフッ!!　ドフッ!!

「ごふっ、ごぼぁっ……！　と……とりあえず、こうなったら仕方がない。君たちはこのままここに残り、少し時間稼かせぎをしてくれ。けど、少しでいい。死ぬことはない。それがだめなら、君たちだけで逃げてくれていい」

　その声は、隠かくし通路の中で聞いたのと同じ響ひびき。王族として生まれたがために背負ってしまった、使命の重さを感じさせた。

「でも、王子は……！」

「大だい丈じよう夫ぶだパリエル。エーデルワイス、この子だけは聞きわけがないから、万が一の時はよろしく頼たのむ」

「かしこまりました」

　頷うなずいたマヒロは、出てきたときのように何の変へん哲てつもない床ゆかの中……城内に張り巡めぐらされているという隠し通路に再び潜もぐり込み、その姿を消し去った。
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　跳はね橋を渡わたった所で、ルナスは不敵に微笑ほほえんだ。

「豪ごう気きだな。城下のあの有様を見ても、城を閉とざさんのか」

　レイナーは静かに視線を巡らせ、呟つぶやくように言う。

「その間もなく逃げ出したのではないか。あまりに無様だ」

「それもそうか」

　ルナスは首しゆ肯こう。

　身軽が良いという理由で、現在はメイドの二人と、このレイナーしか連れていなかった。

　理由は一つ。いよいよここが本ほん拠きよ地ち。エーデルワイスが仕し掛かけてくるとなれば、精せい鋭えいと言えど一いつ般ぱんの騎き士しでは犬死にするのがせいぜいだ。城門から城の中に入るまでの前庭にも、なるほど、あの少年が言ったように城下と同種の魔ま物ものがうろついていた。

　では城内はどうか。

「まるで見せ物小屋だな」

　エントランスホールの有様に、ルナスが失しつ笑しようした。右でガシャンガシャン。左でバタンバタン。床でザクザク。壁かべでビリビリ。自動装置。魔物の死し骸がい生産工場。

　ルナスは一息。

「鬱うつ陶とうしい。任せる」

　任せられた二人のメイドが、ぺこりと一礼。すす、と歩み出る。

　レイナーは訝いぶかしんだ。罠わなの類たぐいを処理するなら、表から数人ばかり騎士を呼べばいい。しかしそれをせず、メイドが前へ。

「ちょうどいい機会だ、レイナー。お前も見ておけ」

　かたい印象の片やが、袖そでの下より投げナイフを抜ぬき出す。それぞれの手に四本ずつ。計八本。右、左と腕うでを振ふった。




　ドガガガガン!!




　帝てい都との女は強いと言われるが、ルナスをしてなかなかと言わしむるその技わざ。少なくとも、いま聞いたのはナイフの音ではない。砲ほう弾だんのごとき破は壊かい力で、やかましい罠を破壊し尽つくす。

　その頃ころにはもう片方の、対照的にふんわりとした印象のメイドが掌てのひらに、高密度の魔導力を讃たたえていた。呪じゆ文もんの詠えい唱しようは無し。放たれた一本の光線は、数百回の跳ちよう弾だんを繰くり返し、網あみ目めのような軌き跡せきを残す。ホールにいた全すべての魔物が消失し、先のメイドが破壊したガラクタすら、片付けてしまった。

　二人のメイドは、それでまたぺこり。すっ、とルナスの背後の定位置に戻もどっていった。

　レイナーは得心しながら聞く。

「姫ひめ。エーデルワイスというのは、これ以上か」

「私が知る限りはな。そもそもこの二人を教育したのがエーデルワイスだ。大層いじめられたらしい」

　二人は目を伏ふせたまま、コクコクと頷いた。

「どうだレイナー。表にいる中で、これに勝まさる騎士はいるか？」

「状況による、としか言いようがない」

　あんなものがメイドの姿でいるという、心理的死角から放たれれば。あるいは地の利のない、この広大な城内のどこからか狙ねらわれるとなれば。やはり、善戦は無理だろう。

　ようよう、ルナスの意図するところを理解する。やはり彼女の武についての評、的を外さない。

「さてどうするか。城が空となれば……ふむ。急ぐ必要もないが、まあ玉座ぐらいは拝んでおくか」

　そこから先、一行は順当に進むことができた。簡単な罠はいくつかあったが、エントランスホールほどの苛か烈れつさはすっかりなりを潜ひそめた、子供だましのようなもの。当然、ルナスが言う前にメイドたちが処理してしまう。

　それでも方々に油断なく視線をやりながら、ルナスは尋たずねた。

「どう思う？」

「魔物を策に組み込むなど常じよう軌きを逸いつしている。やはりこの事態は望外、恐おそれをなし逃にげ出したに違ちがいない」

「……そうだな。仮に魔物を策に使うほどの剛ごう胆たんさならば、城の罠がこの程度というのが腑ふに落ちん。お前たちはどうだ」

　ルナスが後ろのメイドに話を振ると、かたそうなメイドの方が答えた。

「ルナ様のお聞きになった言葉が真実だったとしても、魔物を戦いくさに使うこと自体が異例です」

　その意味では、計算し得ぬ出来事が起きたとしても何らおかしくはない。

「ふむ。たとえば、御ぎよしきれぬ以上に魔物が発生してしまった……か。あるいはそれが城内にまで及およぶとは考えていなかったか」

「その意味では、レイナー将軍のご推察も道理かと」

　ぺこり。お粗そ末まつでしたと言うように、かたそうなメイドは頭を下げた。すると次にやわらかそうなメイドが言う。

「でも姫様のお会いになった少年は、お城の魔物も自分の仕し業わざだと言ったんですよねー」

「そうだな。……しかし、よく考えるとその意味がわからん。我らを追い払はらうだけであれば、その分城下に配すれば……」

　そして気付いたように。

「仮に城内の魔物、闇やみ屋やの少年が勝手に行ったのであれば簡単だ。あの少年は我々に恩を売り、後から取り入るつもりだったのだろう。ならばマヒロ王子は自策に溺おぼれ、逃げ出しただけのクズという話だ」

「なるほど。裏切られたと」

　レイナーはメイドたち共々、疑いもなく首しゆ肯こうした。

　四階まで上がる。そして玉座へと続く大だい回かい廊ろうの途と中ちゆうに、初めて人ひと影かげがあった。自然、レイナーは背の長ちよう剣けんに手をかけ、ルナスより一歩先んじる。

　敵は三人。一人は銃じゆうを手に、片かた眼鏡めがねをかけた総そう髪はつの男。一人はルナスの後ろに控ひかえていても何ら遜そん色しよくなさそうな、美しくも冷たい美び貌ぼうのメイド。そしてもう一人は……。

「お前は、確か……パリエルだったな？」

　問いかけるルナスの面おもてには、喜き悦えつが浮うかんでいた。
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　呆あきれ、パリエルは。思わず柄つかにかけた手を弛ゆるめた。このお姫様は城下のみならず、敵地の本城にまで、たったこれだけの手勢で乗り込んできた。それこそ城下を見物していたような気軽さで、危機感もなく。

「それに……久しぶりだな、エーデルワイス」

　と、彼女が気さくに声を掛かけた。

「お久しぶりでございます、ルナス殿でん下か。ご壮そう健けんそうで何よりでございます」

　次に。

「ライリス。フランソワ。よく殿下にお仕えしていますか？」

　エーデルワイスの声に、おかたい雰ふん囲い気きのメイドが嘲ちよう弄ろうを見せた。

「世よ迷まい言ごとを。私たちはもうあなたの部下ではありません。いえ、今や敵対する立場。心配されるいわれがどこにあると？　余計なお世話です」

　次にふんわりした雰囲気のメイドが、愛らしく舌を覗のぞかせた。

「そうでーす。もう教官のお小言を聞く必要はないんでーす」

「……」

　ギン。とエーデルワイスの目付きが悪くなった。

　二人のメイドは控えた姿勢のまま。平静を装よそおいつつも心底凍こごえたようにカタカタカタカタ震ふるえて、少しずつルナスの陰かげに隠かくれていく。

　カイエンが聞いた。

「エーデルワイス殿どのの……知り合いか？」

「帝てい国こくにいた頃ころの教え子です」

　さておき、姫ひめはそんなやりとりに呆れ気味に笑っていた。

「相変わらずだな。その二人は？」

「こちらはミスマルカ王国宰さい相しよう、カイエン・グレムナム様。これは近衛このえ騎き士しのパリエル・カーライゼルでございます」

「なるほどな。その娘むすめ、やはりお前の手のものだったか」

　ま、この状じよう況きようならそこを突つっ込まれるのが道理だろう。パリエルがエーデルワイスを窺うかがうと、彼女はそのままルナスに返した。

「お察しの通りにございます。いつぞやはご無礼をいたしたそうで、部下に代わりお詫わび申し上げます」

「いや、いい。随ずい分ぶんと楽しかったのでな。ではマヒマヒもここにいるのか？」

「さあ。そのような名前を冠かんした者は、わたくしめの部下にはございませんが。先のご無礼の際に運転手を務めていたのは、わたくしの部下ではございません」

「ふむ……では軍属ではないというのは本当だったか。エーデルワイス、此こ度たびのこと、どこまでがお前の策の範はん囲いだ？」

　侍じ従じゆう長は意外そうに瞬まばたき一つ。

「どこまで、と。おっしゃいますと」

「とぼけるな。まずその娘がこちらの陣じんに、旧文明の遺産で強行偵てい察さつを仕し掛かけてきた。次に城門を開け放したまま、誘さそいの罠わなを装った。そして最後に……今の、城下のあの有様だ。まあ最後のは、お前らしくもないと思うが」

「それらは全すべて、他ほかならぬマヒロ王子の行ったことにございます」

「ほう……面おも白しろいな。噂うわさでは随分な腰こし抜ぬけだと聞いていたが」

「腰抜け腑ふ抜けではございますが、知ち恵えは回るようで」

「マヒロ王子はその先にいるのだろう？　是ぜ非ひ、会わせて欲しい」

「恐おそれながら殿下。マヒロ王子はこの先にはおられません」

　するとルナスは、やおら落らく胆たんしたような表情を見せる。

「そうか。残念だ。家臣に玉座を守らせ、自身は逃にげたか。ならば会う必要もない。そんなクズならば、これまでも腐くさるほど……」

「クズなんかじゃありませんっ!!」

　パリエルは反射的に叫さけんでいた。

　ただのクズなら、あんなにも皆みなからは慕したわれない。あんなにも優やさしくあるはずがない。

「パリエル。言葉を慎つつしみなさい」

「なんですかエーデルワイス様！　皇女か何か知らないけど、敵じゃないですか！」

　パリエルはそのまま真まっ直すぐに、剣けんを構え直す。

「おやめなさい」

「知りもせずに私の主君を馬ば鹿かにしたことを、騎士として認めるわけにはいきません！」

　その相手を睨にらみ付ける。

「王子は無茶苦茶ですが、お優しい方です！　民たみの誰だれ一人はおろか、一兵たりとも犠ぎ牲せいにさせたくなくて街も城も空っぽにしたんです！　そんなことを、これっぽっちも知りもせずに……！」

　一転、ルナスが微笑ほほえんでみせる。

「ならば謝ろう」

「え……？」

「なに。お前のように一人でも命を投げ出そうという家臣がいるなら、それはそれで良君だ。結果、国は滅ほろびるとしてもな」

　滅びるの一言。その現実が胸に刺ささる。

「そういう者は嫌きらいではない」

　ルナスは泰たい然ぜんと視線を移した。

「そちらの宰相もやるのか？　その程度の銃じゆうでは、私の鎧よろいには傷も付かんぞ」

　カイエンは一息。後。

「……止やむを、得ませんな」

　愛銃を下ろす。それをどうこうは責められない。もとより彼は武人ではないし、銃では圧あつ倒とう的に不利だ。

「エーデルワイス。お前はどうする」

「ご冗じよう談だんを。陛下からは、命を投げよとまでは命ぜられておりませんので」

　マヒロからは時間を稼かせげといわれたが、無理はするな、死ぬなとも言われている。従うならば、ここはもう投降する以外になかったが……もはや売り言葉買い言葉、これで退さがるのであれば、端はなから近衛騎士など辞退すればよかった話。

「カイエン様、エーデルワイス様、下がっていてください」

　パリエルはある型で剣を宙に切り、ルナスに向けて構えた。

「……ほう。そうか」

　呟つぶやき、ルナスは小さく首しゆ肯こう。

「レイナー、相手をしてやれ」

　呼ばれたのは、この戦場で鎧も着けずコート姿をした、若い将軍。気負いのないその静かな物腰は、あたかも忠実な猟りよう犬けんを思わせる。

「……了りよう解かいした」

　無表情のまま言って、銀ぎん髪ぱつの将軍は異様な長剣を背から引き抜ぬいた。黒一色。柄つか尻じりより切っ先まで、あたかも黒曜石で一体成形されたような漆しつ黒こくの剣である。

　パリエルはわずかばかりに目を見張り、そして総毛立った。

「レイナー……。黒い、剣……？　まさか、銀ぎん髪ぱつ鬼き……!?」

　太陽のごときルナスの存在感に、それまで気にも留めなかった、冴さえ渡わたる月のような存在。だが彼こそは光こう輝きの剣のルナスと並び、帝てい国こくの三剣と称しようされる中の一人。猟剣、レイナー・ラングバルト。

　数年に一度開かれる帝都の闘とう技ぎ大会において、最年少優勝を果たした剣術の天才。そのあまりの見事さ故ゆえに皇帝より授さずけられたのが、かつて神々が闘争に用いたとされる伝説の神器の一つ……『黒の剣』。

（あれが……）

　手に汗あせ握にぎり、パリエルは滑すべりそうになる柄を持ち直す。

（落ち着け）

　自分だって、伊だ達てに剣術を買われてこの城にいるわけではない。それに、彼に関しては噂だけだ。ルナスのように、戦場での武勇譚たんを持っているわけではない。ならば闘技大会での最年少優勝という肩かた書がきに、尾おひれが付いているだけの話かもしれない。遥はるか異国、帝都での話なのだ。

　あれだけの長剣になれば、破は壊かい力重視とみて相そう違いあるまい。短剣のような搦からめ手が利きかないのだから、自おのずと型も決まる。実力も知らぬ相手に、いきなりそんな大おお振ぶりで来るとは思えない。最初は様子見。隙すきを見せぬ最速の一いち撃げき。あわよくばそれで討うち止め、でなくば即そく座ざに防ぼう御ぎよに持っていく。そういう軽い手で来るはず。ならばこちらは、もともとそうしたスピード重視の細身の剣。

　付け入る隙はあるはずだ……。

　が、パリエルがそうした推考を重ねている間に、彼は冷めた表情も変えず、ただ待ちくたびれたように呟いた。

「来なければ俺から行くが」

（え……？）

　パリエルは面めん食くらった。

　銀髪の剣士が、あまりにも悠ゆう然ぜんと進み出てくる。間合いを計ろうともせず、あまつさえその剣を構えようともしない。一度も足を止めることなく、漆黒の剣をぶら下げたまま、ただ普ふ通つうに歩いてくる。

　それが風格？　いや、余よ裕ゆうか。

「……！」

　ならばその余裕、慢まん心しんを、




　ぱきぃんっ!!




「っ!?」

　ほとんど見えなかった。

　ただ一振り、ハエでも払はらうように振り上げただけ。それだけでパリエルの剣けんは、中ほどから叩たたき割られていた。

　彼はこちらに勝ち誇ほこるでもなく、抜いたときと同じように剣を収める。そして来たときと同じように戻もどっていく。

「そ……んな……」

　自分の手の内に残ったのは、中ちゆう途と半はん端ぱな剣。

「終わりだ、姫ひめ」

　楽しそうだった第三皇女は、そのとき初めて、辟へき易えきとした顔で呟いた。

「……だからお前はつまらんのだ」

　それから呆ぼう然ぜんとしたままのパリエルに、告げる。

「パリエル。我々の勝ちでいいな？」

　いいも悪いもない。

「あ……う……」

　パリエルは呻うめき、力なくうずくまった。彼女らは、ただ余興に付き合ってくれただけ。その気であれば、自分はあのまま両断されていた。そんな様子を想像した途と端たん、恐おそろしさに、どっと冷や汗あせが噴ふき出してくる。

「宰さい相しよう。それとエーデルワイス。お前たちも我々の捕ほ虜りよになってもらう。大人しくしていれば悪いようにはせん」

　カイエンの重い嘆たん息そくは、承服の意だったのだろう。エーデルワイスもまた、玉座の間への道を空ける。

「では行こう。思えば無血開城というのは私も初めてだ。血の匂においがしないというのも、いいものだな」

　姫は心なしか上じよう機き嫌げんに。もはや我が城とでも言うように歩みを進める。

「さあ参りましょう」

　座り込んだままのパリエルは、姫に続くメイドの一人に引き立てられた。縄なわも打たれない。もう抵てい抗こうする方法も、その意思もないことを知っているからだ。

「魔ま人じんか」

　言ったのはレイナーだった。パリエルは悄しよう然ぜんと、彼の顔を見る。

「……それが、何か」

「いや。少し気になっただけだ」

　それだけ言って、レイナーはルナスの後を追う。

　交こう渉しようのためと言って消えたマヒロは、まだ現れなかった。
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　玉座の間。

　旧ミスマルカ王朝の最さい盛せい期きには、数百という重臣を迎むかえ入れた広大なホール。その最さい奥おう、緞どん帳ちようの前に据すえられた荘そう厳ごんな金の玉座は、数百年の昔よりいま初めて正統な主あるじを失い……ここに、新たな主を迎え入れるかのようだった。

「なるほどな。立派なものだ。これならば父王陛下の玉座にも引けを取るまい」

　同じように周囲を見回しながら、レイナーが言う。

「大陸制せい覇はの暁あかつきには、陛下はこの中原に遷せん都とすると」

「そうらしいな。ならばここで決まりだろう。手を加える必要がない。城下は後々広げていかねばならんだろうが……まあ先の話だ」

　ルナスはからかい半分、そちらに軽く顎あごをしゃくった。

「どうだレイナー、座ってみるか？」

「いや、俺の身分では……」

　ふぅ、とルナスが溜ため息いき。

「全くお前は、つくづく冗じよう談だんを知らん奴やつだな」

（何も……）

　何も家臣たちの前でそんなふざけ話をしなくても。でも、どんなに悔くやしくても負けたのは自分。それは言い訳のしようもない事実。

「では、まずは私が座るとするか」

　そうしてルナスが玉座に向かい、歩き始めた時だった。

　ごと、と妙みような物音がした。

「……？」

　音は、玉座からだった。何事かと一同が目を見張っていると、ごろごろと音を立てて、玉座が奥にスライドする。それが元あった場所にはぽっかりと穴が開き、中からは。

「王子ッ!?」

　その姿に、パリエルは思わず叫さけんだ。頭だけ出した彼も、居並ぶ面々を見てきょとん。

「あ、あれ……？　もう来てたの？　なんていうか……それはまたお早いお着きで。こんな所から失礼しますよ」

　ぇよっこらしょ、と情けない掛かけ声で、穴倉からマヒロが這はい上がってくる。

「なにぶん自分ひとりで着付けなんて初めてなもので、手間取ってしまいまして……」

　床ゆかに立ったマヒロが、ぽんぽんと服に付いた埃ほこりを払はらう。さっきまでの、普ふ段だんの王族としての平服ではなかった。

　黒いマントを背に纏まとい、詰つめ襟えり、金線入りの深しん紅くの軍服。肩かたからはリボンを回し、冠かんむりをして、胸むな元もとにはいくつかの記章と、そしてミスマルカ王家の家か紋もん。公式行事や式典、儀ぎ式しきでしか見ない正装だった。

　玉座はひとりでに元の位置に戻もどっていく。

「さて」

　ルナスに向き直ったマヒロは片かた膝ひざをつき、目上に対する最上の礼を見せる。そうして次に立ち上がったとき……彼は、普段のパリエルが知る彼ではなかった。

　一人の王族。国王に並んで何ら遜そん色しよくのない、静かな視線。その立ち居い振ふる舞まい。

「ルナス殿でん下かに置かれましては、帝てい都とより遠路はるばる、ようこそお越こし下さいました。しかしまさか殿下がお出いでになられるとは思いもよりませんで、えー……」

「はっ……はははっ」

　哄こう笑しようが響ひびき渡わたった。

「ははっ！　あははははははっ……！　そうか、お前がそうなのか……!?」

　半ば得心したように。だがそれ以上に、この上ない形で予想を裏切られ、期待が満たされたようなルナスの笑えみ。

　それに対して、やはり笑顔で応こたえたマヒロは、腰こしを折ってもう一礼。

「その節は失礼いたしました。改めて……僕は生あい憎にくと留守にしている国王に代わり、現在この国を預かっております、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトと申します」

　変に気負っている様子もなく。それがごく普通の社交であるかのように、笑顔さえ交えながら。

「ああ、よくわかった。ならば先日は、私こそ失礼した。そうか、まさか本当にな……」

「今度は、信じて頂けましたか？」

「ああ、もちろんだ。宰さい相しようたちの顔色を見れば、疑いようもない。……だが」

　そして一息。晴れやかだったルナスの表情に、幾いく分ぶん冷たいものが入り交じる。

「今さら出てきて何の用だ？　言ったはずだぞ、こちらから攻せめ入った場合は首を取ると。わざわざそのために残っていたか」

　城を守るべき兵はいない。無力、丸腰の少年がただ一人、玉座の横に立っている。ルナスでなくとも、その思いは一いつ緒しよのはずであった。
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「今さら？　これはこれは、ご冗談を。ここからですとも、ルナス姫ひめ」

「……ほう？」

「本来であれば立ち話も何なのですが……まあこんな状じよう況きようです。エーデルワイスを放してくだされば、お茶でも淹いれさせますが」

　ルナスは失笑した。まさかこんな状況。敵方のメイドに茶を淹れさせる剣けん吞のんなど、あるはずがない。

「いいから話してみろ」

「ではお言葉に甘えて、最初に一つだけお伺うかがいしたいのですが……この城に、何があるというのですか？」

「何が、とは？」

「旧王朝時代は違ちがったのでしょうが、現在では、戦略的に見ればこの中原、オイシイ国は他ほかにいくらでもあります。それがなぜ、このミスマルカなのか」

　それがどうした、と言わんばかりにルナスは首を傾かしげる。

「他でもない。この国は中原という一地域で見れば未いまだに当主的国家だ。ここを陥おとせば他の小国家群はまとまりを失い、あとは右から左、帝国領土は共和国の国境までいたる」

「そうです。しかし……それにしては深入りしすぎています。このミスマルカは中原のおよそ中心に位置しているというのに、これより南にある数ケ国は未だに無傷。こと最さい南なん端たんに位置するラズルカ王国は緩かん衝しよう地帯を挟はさんで帝国領に正対しており、中原一の軍事国家ですが……これを無視するというのは、どういうことでしょう？」

「……」

　ルナスの沈ちん黙もくを聞きながら、ではもう一つ、とマヒロは人差し指を立てて見せた。

「これは確かめたわけではなく、僕のあてずっぽうですが……だとしたら、元よりこの国を占せん領りようするつもりはないのでは？」

「ほう。理由は？」

「数百か千か知りませんが、かの国の目を搔かい潜くぐって送り込こめるのはそれが限度でしょう。この国を属国として制圧するならば、せめて三千。しかしそれが動くには、やはりまずラズルカを陥とすのが先決。でなければその数千騎きが強行突とつ破ぱしたとしても、線ではなく点になります。軍として意味を成しません。孤こ立りつです」

　あてずっぽうと言いながらも、挑いどむかのような表情。これほど自信げなマヒロを、パリエルはこれまでに見たことがなかった。

「ルナス殿下。あなたがいらっしゃるには、このミスマルカはあまりに辺境すぎるのです。であるならば、これはもう考えられることはただ一つ……」

　マヒロは横を向いて、数歩歩いた。

「一いち撃げき離り脱だつ」

「……」

「皇族御おん自らが率いる、一軍にも匹ひつ敵てきする最強の少数。最速の強行軍。そうまでして得たいものとは、一体なんです？」

「それを聞くためだけに、城を空けて残っていたというのか？」

　ルナスの問いに、マヒロは頷うなずく。

「はい。僕はアホなので、家臣が残っていればこんな馬ば鹿かげたこと、どうあっても止められます」

「そんなの、当たり前じゃないですか！」

　パリエルは言う。

「王子が誰だれも犠ぎ牲せいにしたくないって言うように、私たちだって王子に犠牲になって欲しくないんですから！　どうしてそんな……！」

　それだ、と。マヒロは言った。

「何で何でと君たちは言うけれど、僕は最初から言っている。話し合いで何とかできればって」

　三者三様の嘆たん息そくを見せるパリエルたちに対し、いつものようにマヒロは笑った。

「でもどうだろう。もう止められないはずだ。ここまで来たら、君たちは何の言い訳もできない。あるというなら聞かせて欲しい。この状況から、話し合い以外に打つべき策を」

「それ……、は……」

　半ば背筋の震ふるえる思いだった。ともすればこの王子は、ただ犠牲を出したくないだけでなく。この、話し合い以外に有り得ぬという土ど壇たん場ばを欲ほつしていたのではないかと。

　思えば最初から彼は言っていた。話し合いでと。だがあのときは誰も、そんな馬鹿なの一いつ辺ぺん倒とうだった。バルコニーで逃にげようとわめき立てたあのときだって。まだ兵を呼び戻もどすことはできた。勝ち目はなくとも、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えは取れた。

　しかし今、兵はなく、眼前には確かに武力では抗あらがいようもない存在があり。止めるべきこちらは、ああ確かに、そのための言い訳のしようがない。

　マヒロはルナスに向き直る。

「それに僕は暴力が嫌きらいなのです。生まれ育った城下やこの城を、人の血で汚よごすのも好みません。そういう諸もろ々もろの意味を含ふくめ、城を空にしました」

「では外の魔ま物ものも、やはりお前の仕し業わざか」

「僕の友人に無理を言ってお願いしました。民たみは兵が言えば従ってくれますが、兵はなかなかそうもいきません……陣じんに乗り込んでも捕つかまるだけですが、こんな状況で僕だけが残っていれば。少しは興味を持ち、耳を傾かたむけて下さると思った次し第だいです」

「なるほどな。であれば我々は、まんまとはめられたというわけだ」

　ルナスは目元を細め、半ば愉ゆ快かいげに口元を微笑ほほえませる。

「いいだろう、そこまでの覚かく悟ごであれば教えてやる。お前の言うとおりだ。我々はこの国自体にはさほど関心を持ってはいない。私が父王陛下より賜たまわった任はただ一つ、このミスマルカに伝わるという聖せい魔ま杯はいの奪だつ取しゆだ」

　驚きよう愕がくしたのはこちら側だけではなかった。その事実はあまりに極ごく秘ひであったらしく、ルナスの従えるメイドたちすら愕然となる。

「聖魔杯とはあの、伝説の……この世界を統すべるという器うつわのことですか!?　そのようなものが、この国に現存していると!?」

「らしい。私も詳くわしくは知らん。それに聖魔杯と言っても、この国にあるのはカラの器だけらしい」

「カラの……？」

「聖魔杯そのものの力は、いくつかの紋もん章しようにプリントされ、散さん逸いつしているのだそうだ。それらも集めなければ、結局は意味がないのだが……」

　いや、そうでもないはずだ。それくらいはパリエルにもわかった。

　たとえ今はカラでも伝説の聖遺物。その伝説を手にした皇こう帝ていは一層魔人らの支持を、信しん仰こうとも呼ぶべき磐ばん石じやくさで得うることになるだろう。散り散りの力など、後々どうとでも集めることができるはず……。

　そこに、あっけらかんとマヒロが言う。

「なるほど、ではやはりこれが目的でしたか」

　彼が黒いマントの内側から取り出したのは、複雑な彫ほり物の施ほどこされた、口は広く底の浅い、どこか古ぼけたような銀ぎん杯ぱいであった。

「王子が言っていたカードとは、これのことか……!?」

　カイエンが驚きよう嘆たんし、息を吞のむ。パリエルもまた、伝説の神器、長く行方ゆくえをくらましていた、超ちよう国家的遺産の姿に目を見張った。

「じゃあ王子は、あれを探し出すために……」

「ああ、そうだろう。確かに、それほどのものであれば……しかし……」

　しかし彼はそのまま口くち籠ごもる。そこなのだ。

　しかしここからどうするのか？

　このままでは彼女らの圧あつ倒とう的な力の前に、ただ奪うばわれて終わりなのだ。

「ならば話が早い。それをこちらへ寄こしてもらおう」

　大方の予想通りだった。ルナスは当然のように、マヒロへと手を差し伸のべる。

　マヒロは首しゆ肯こう。

「構いませんが、ルナス殿でん下か。一つ条件があります」

　それも先刻承知というように、ルナスは唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「国を占せん領りようするつもりがないのなら、このまま兵を引けというのだろう」

「そうです。それで全すべて終わりです」

「お待ちください」

　エーデルワイスが、静かな中にも強い意志を込こめて説く。

「確かに、それでこの場は凌しのげるかもしれません。ですが、その後はどうなるとお思いですか。それが帝国の手に渡わたるとなれば、これはもうミスマルカだけに止とどまる問題ではございません。中原、ひいては大陸全体の……」

「ここで渡さなくても、勝手に探し出されれば同じことだよ。それにここで帰ってもらえば、とりあえず父上たちは帰ってくるし。父上は聖魔杯を守れとまでは言わなかったし」

「そんなっ……！　無責任なっ……!!」

　悲痛なパリエルの声を遮さえぎるように、第三皇女はよくできた茶番劇を見たような、押し殺した笑いを漏もらす。

「……残念だったな、マヒロ王子。さきほどのお前の推測、一つ訂てい正せいしてやろう」

　その瞳ひとみが、凄すさまじい怒ど気きをして静まった。

「帝国を舐なめるなよ大おお虚うつけが。ラズルカ程度、一方面軍が当たれば三、四日で陥かん落らくする。そしてこれほどの城があれば一月や二月の籠ろう城じよう、我々にとって造作もないことだ。何ならこれから先、ミスマルカ軍が全ぜん滅めつする様さま、捕ほ虜りよとして見届けさせてやってもいい」

　パリエルは肩かたを落とさざるを得なかった。

　結局はこのまま、聖魔杯と共にこの城も、この国も失われる。もう、手は無い。しかしそうした絶望を尻しり目めに、マヒロは。

「くく……うふふ……」

　笑っていた。押し殺した笑い声を漏らし、肩を小刻みに揺ゆすっていた。

「何がおかしい、マヒロ王子」

「い、いえいえ、ルナス姫ひめ。そうですか。やっぱり、僕のようなアホの考えることは、休むのと同じだと思いまして……」

　マヒロは杯さかずきを高々と掲かかげ、そのまま床ゆかに。

　叩たたき割った。
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　杯の砕くだけ散る、甲かん高だかい悲鳴のような音が玉座の間に響ひびき渡っていく。その余よ韻いんが止やめば騒そう然ぜん。

　ルナスもまた、あまりのことに身じろぎした姿勢のまま……眼前で笑っている少年の、頭の中身を疑った。

「貴様という奴やつは……！　己おのれの行いの意味が、わかっているのか!?」

　聖魔杯の存在は、皇帝より自分のみが明かされたように。そしてこの国でもまた、宰さい相しようやエーデルワイスにさえ伝えられていなかったように。その存在意義、影えい響きよう力、一国やそこらがどうこうの問題ではない。

　超国家的遺産なのだ。それを。

「マヒロ王子!!」

「あは！　あははははっ！　やあ、もう我が慢まんできない」

　彼はひとしきり笑い転げてから、やっとのように呼吸を整える。

「ようやく顔色が変わりましたね、ルナス姫」

「……なん、だと……？」

「ご安心を。こんなのは城内の適当な所から僕がかっぱらってきた、ただそれっぽく見えるだけの杯です！　見なさい、ペンキが塗ぬってある。それを確かめもせず、みんな真ま面じ目めな顔でああだこうだ言うのだから、もう……！」

　裏返ったような耳みみ障ざわりな哄こう笑しよう。あまりにふざけた不ふ遜そんな態度。ルナスは謀はかられた怒いかりに、奥歯を嚙かみ締しめた。

「ッ……貴様」

「本当にこれだけ貰もらって帰ってしまったら、僕はもうどうしようかと思っていたところです！　さすがです、ルナス姫様！　あはははははははっ!!　いや、よかったよかった!!」

　何がさすがだ。ルナスは瞳に、静かに凄まじい殺気を宿らせる。面おも白しろい。どこまでも面白い、本当に。この少年。

　だが惜おしむらくはただ一つ……不ふ愉ゆ快かいだ。

「私をコケにするとはいい度胸だ」

「精せい一いつ杯ぱいカッコつけてみたんだけど、やっぱり僕は根っからのアホなようで……そういうわけで面白かったし、もう夜も遅おそいし、終わりにしましょうか」

　マヒロが懐ふところから、また何やらを取り出した。見ればそれは、手の平ほどの大きさの板金。

「これが何かわかりますか、ルナス姫」

「……紋もん章しよう符ふか」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようや、それによる魔ま導どう力子操作といったプロセスの簡便化のため、紋章という形にプリントしたマジックアイテム。

　通常、火を放つ、冷気を呼ぶ、風を起こす等のそれらは各国で一いつ般ぱんにも市し販はんされているが、マヒロの手にある紋章符、そんな安物とは一線を画していた。彫ちよう金きんと象眼を駆く使しして紋様を施ほどこされたそれは美しく、名の知れた職人の作であるだろうことは容易に窺うかがえる。

　となれば相当に高度な魔法をプリントしたものに違ちがいない。ならばつまり。

「なるほど……交こう渉しようが破は綻たんしたとみて、魔法合戦に切り替かえるつもりか」

　ルナスは大おお盾だてを持つ手に意識をやる。並の魔法であればこの、祈いのる天使の盾で防ぎきれる。

「私としてはその方が面白い」

　丸まる腰ごし、無む抵てい抗こうを斬きることはさほど好まないが、向こうにその気があるのなら、こちらもこの少年を存分に切り刻める。

　しかし意外にもマヒロは首を振ふり、もう一つ質問してきた。

「これと同じ紋章が、城じよう壁へきにプリントされているのはご存知で？」

　何……？

　……いや、あった。

　風からの報告にも記されていたのを、ルナスは思い起こす。この城の城壁には家紋ではなく、彼が持つ紋章符と同じ紋章が刻まれていた。入場する時は、そういう装そう飾しよくだと思い込んでいたが……。

　訝いぶかしむこちら側に対し、マヒロはそれをちらつかせながら、得意げに説明した。

「これは旧ミスマルカ王朝がプリントしたもので、鳴る鐘かねに鎚つち、と呼ばれる紋章です。遥はるか昔、アウターと呼ばれる最高位の魔人たちが使った神器……〝崩ほう壊かいの鐘〟と、〝崩壊の鐘を打ち鳴らすもの〟を模したものだそうです。それら神器の起こす奇き跡せきを……皇族ならばさすがにご存知でしょう」

　一転、ルナスは苦く渋じゆうを浮うかべた。

　アウターの中でも、億千万の眷けん属ぞくと呼ばれる頂点二人が、手にしていたとされる神器。

「消しよう滅めつ……？　まさか貴様……！」

「ご明察。これから僕は、この城を消し去ります。まあ余波で城下も綺き麗れいサッパリなくなるでしょう。実を言えば国を空っぽにしたのは、ただこれだけのためなのです。魔物だって一いつ緒しよにいなくなるんだから、世話はない」

「だがそれも本物であるという証しよう拠こは……！」

　しかし国の重じゆう鎮ちんであるエーデルワイスが、それを否定した。

「お待ちくださいルナス殿でん下か。あれについては、わたくしも拝見したことがございます。その効果についてもマヒロ王子の申されたとおりに、陛下より聞き及およんでおります」

「っ……」

　ルナスは唇くちびるを嚙む。

　エーデルワイスの美しい鉄てつ面めん皮ぴの中には、かすかな焦しよう燥そうがあった。あの女が危機感を覚えるのなら、疑う余地はない。

　マヒロは再三笑い上げた。

　だからそれが演技か否いなか、本気なのか冗じよう談だんなのか。誰だれにも確かめる術すべが無い。本気でなければ、ここまで腹の底から笑えるはずもない。だが本気で笑っているのなら、いよいよおかしいのだ。

　パリエルが恐おそる恐るといったように、マヒロに尋たずねる。

「……王子……いつもの冗談、ですよね……？」

「だから逃にげろと言ったんだよ、僕は」

「そんな……」

　マヒロはパリエルたちに向けて一度、軽く微笑ほほえみかけた。

「僕の策に失敗があったとすればその一点だ。あれだけみっともなく逃げようって言ったのに、愛あい想そを尽つかすどころか三人も帰ってきた馬ば鹿かがいる。僕には忠臣なんて必要なかった。こういうときに後あと腐くされなく死ねるように、僕は誰一人の忠誠も欲しくなかった」

「王……子っ……！　オマエいい加減にしろっ!!」

　近衛このえ騎き士しの少女は底知れぬ怒いかりに駆かられたように、打ち震ふるえていた。

「だから稽けい古こも習い事もせずに、ただひたすら愚おろか者の振りを続けてきたっていうんですか!?　ただ死ぬためだけに、後ろ指差されるような暮らしを続けてきたっていうんですか!?　そんなものが、王子の言う王族の責任なんですか……!?　そんな人生……そんな人生に、何がっ……！」

　見ているこちらが痛ましいほどの哀あい願がん。

「こんなのは間違っています……！　そんなのは人生と言わない！　誰も死ぬためになんて生まれてくるはずがない！　それがたとえ王族だからって……!!」

「……だから散々遊び呆ほうけてきたんじゃないか」

　王子はまるで心底から思っているように、そんなことを言う。

「いつ死んでもいいように。充じゆう分ぶん、楽しい人生だったよ。特に君が護衛になってからは」

「王子っ……!!」

「だから僕は、それを仇あだで返すような真ま似ねをしたくなかった。だから誰一人、この城に残って欲しくなかった」

　ルナスはその身勝手な物言いに、虫むし酸ずの走る思いだった。あるいは半ば、そんな実直な少女のために言っていたのかもしれない。

「馬鹿を抜ぬかす。これほどの忠臣を。国を。さらには聖せい魔ま杯はいを。貴様の一存で捨てるというのか。国王がそれを認めたというのか」

「いいえ。ですがこんなのは父上も承知のはずです」

　エーデルワイスは否定する。

「まさか殿下。そのようなことは決して」

「それこそまさかだよ。腕うで利ききの一軍と、並居る重鎮を連れ立って国を空けたんだ。そして君も言ったね、エーデルワイス。僕が民たみを逃にがすだろうことは、計算のうちだと」

「しかし殿下」

「そして父上は、国は民だと言っていた」

　笑顔えがおを続けていたマヒロが、すっと真顔に戻もどる。

「つまり国は残った。城下、城じよう郭かく、こんなのは、ただ国というものの形けい骸がいに過ぎない。父上と、それを慕したう重臣、家臣、そして何より民がいる。父上ほどの人徳があれば、城や町なんていくらでも再建できる」

　言い終えた彼は、なお確信を深めたように頷うなずく。

「今回僕も初めて知ったけど、父上もこれだけ思い切った策士だ。案外これを大義名分にラズルカあたりに陣じん取どり、ノイローゼ気味なあそこの王様と取って代わり、新生ミスマルカ王朝として……この中原を纏まとめ上げるおつもりかもしれない」

　瞬しゆん間かん、ルナスは虚きよを衝つかれた思いだった。

「馬鹿を抜かせ……！　一国を、それも自国をふいにしてまで、だと……!?　そのような戦略、聞いたことがない！」

　しかしマヒロは指し摘てきする。

「でもご覧なさい、ルナス殿下。他ほかならぬあなたの顔色を。そう言うあなた自身が、その可能性を否定しきれない」

「ぐ、ぅ……！」

　ルナスは唇を歪ゆがめたまま、何も言い返せなくなった。忸じく怩じたる思いが胸中に渦うずを巻く。

　まとまりのない小国家群であればこそ烏う合ごうの衆しゆうであっても、それらが渾こん然ぜん一体となればどうか。瞬またたく間に帝てい国こく、共和国に次ぐ第三勢力となる。帝国を共通敵として共和国と同盟すれば、その国力は帝国と比ひ肩けんする。

　旧王朝の正統後こう継けい者しやであるミスマルカ王であればこそ、その可能性は決して否定できるものではない。

　無論こちらは、それを想定したがためにこの国を。真っ先に神器を狙ねらってきたというのに。その聖魔杯も今、この場で消失するとなれば。

（泥どろ沼ぬまか……！）

　大陸は二分化、二極化される。恐おそらく現在の帝国軍令本部が予測する、その何十倍もの時間と、人死にと、国力が……この先の戦いくさによって浪ろう費ひされることになる。

「皇族一人を道連れとなれば、ただ死ぬよりは上等だ。あなたがこれから先殺していくだろう、数千数万という命を救うことができる」

「……そうか。徹てつ底ていしている」

　ルナスが言うまでもなく、レイナーとメイド二人、すでにマヒロへ向けて構えていた。命あらば一瞬にして絶命せしめようという、そういう前ぜん傾けいの、最速の構え。

（だが……）

　ルナスはそれをよしとできない。こなたとかなたは十数メートルの距きよ離り。いかに彼らでも、一息分はかかる。自分の魔法剣けんでも、瞬まばたき一つはかかる。

　ルナスはマヒロを、その紋もん章しようを睨にらみつつ、歯は嚙がみした。

　それだけ大規模な紋章であれば、実際の発動までには数分は掛かかるだろう。だが起動自体は一瞬のはずだ。起動されればわずか数分。いかに小国とて、この場を脱だつして城下の外に至ることは難しい。魔物掃そう討とうのために散さん逸いつした黒くろ騎き士し団をも集つどわせるとなれば、もはや絶望的だ。

「……面おも白しろい」

　となれば、自分にできることなどただ一つ。

　ルナスはマヒロに向かい、臆おくすることなく歩き始める。周りはただ、その様子に固唾かたずを吞のむしかない。

　そして真まっ直すぐにマヒロのもとまで辿たどり着く。

「王子」

「何か？」

　ヘラヘラと。

　わかっていない。もうこちらの勝ちだということを。真に死ぬ気であれば、こちらが一歩踏ふみ出した時点で起動したはずだ。

　だが彼はそれをしなかった。つまりはやはり、死ぬつもりはないのだ。よくある脅おどし。戦場では、死にものぐるいの誰だれ彼かれによくあること。ルナスは飽あきるほど見てきていた。

　ただ一つ違ちがうのは、彼はそれを芝しば居いした。今なお身じろぎもせず、芝居し続けている。

　だから。

　この安あん穏のんと構えたままの芝居、どこまで通せるか見てやろうと。

「一つ試ためしてやろう」

　瞬間ルナスは、一ひと振ふりが百を斬きる、光こう輝きの剣を抜ぬき放つ。もちろん今の一瞬に、この少年の首なり腕うでなりはねていればそれまでだった。そしてそれはもう、いつでもできる。

　ならば……あそこまでコケにしてくれたのだ。この少年がどれだけの器うつわか、見定めてやらねば気が済まない。

「私は暴力が何だ、戦争はどうだと上辺だけの綺き麗れい事を抜かす奴やつが嫌きらいだ。これまでに掃はいて捨てるほど見てきた。だがお前は面白い奴だ。それをさせぬために暴力を使うという。それも通常及およびもつかぬ規模の、最大級の暴力だ。徹底している」

「それが何か？」

「ここで土下座して謝れば、その暴力すら必要ないようにしてやる。そこのエーデルワイスたちはもちろん、帰ってきた老ろう若にやく男なん女によの一いつ切さいに危害を加えないことを誓ちかおう。いずれ帰き還かんするだろう国王とも、武力ではなく、まず話し合いの席に着こう。その際も民たみやその他一切を、交こう渉しようの道具にしないことを誓おう。ただし」

　その刃やいばを、マヒロの左胸に突きつける。

「お前だけは死ぬ。どうだ」

　さあ、どう出る。

　決まっている。謝罪以外にあるまい。問題はその方法だ。みっともなく泣いて跪ひざまずき、己おのれの命まで乞こうようならば即そく座ざに切り捨ててやる。そうではなく、暴力を嫌うという己の信念に従い、決然と死を選ぶのであれば……それだけの名君、捕ほ虜りよにして、もう少し話を聞いてやってもいい。

「さあ、どうするのだ？」

　ルナスはこの少年が、そのどちらを選ぶのかを、楽しみに待った。

　だが少年は、まるで予想だにしない言葉を口から発する。

「御ご冗じよう談だんを。試しているのはこちらです」

　なるほど、悪わる足あ搔がき。その手はある。

　軽く掲かかげられた紋章を、しかしルナスは一いつ笑しように付した。

「それをすれば貴様も死ぬ」

　それでもマヒロは笑い返してくる。

「僕はどの道死ぬつもりでいるのですから、それは問題ではありません。小さいながらも一国を消し去る規模の紋章です。起動から発動までには少し時間が掛かるでしょう。だからあなたは、どうあっても僕を殺せるのです」

「……」

　しかし、と彼は一息。

「あなたはどうですかルナス姫ひめ。ちゃんと命を捨てる覚かく悟ごで来ましたか？」

「……なん、だと……？」

「そこにいるお供の方々を、今この場で殺す覚悟はできているのですか？　皇こう帝ていや軍令本部に、その旨むねは伝えてあるのですか？　あなた亡なき後の帝国興亡の行く末を、見定めた上でこの場に立っておられるのですか？」

「っ……」

　久しぶりの戦いくさに浮うかれていたルナスの心は、急に現実へ引き戻もどされる。

「舐なめるなよ帝国三番姫き!!」

　切っ先を胸むな元もとに受けながらのその気き迫はくに、ルナスはわずかながらも身をすくめた。

「こちらの罠わなに掛かかっているということをまだ理解しないのか！　それを試してやる!?　聞いたこちらが赤面するようなことをぬけぬけと！」

「なん、だと……貴様……！」

「生き死にを聞いてやっているのはこちら側だということを忘れるな！　こんな弱小国家に一人残された、死ぬしか能のないイカレた大おお虚うつけと！　全帝国国民の期待と羨せん望ぼうを一身に負って立つ自分自身とを！　天てん秤びんにかける覚悟はあるのかと聞いている!!」

　そして少年はか細い自らの手で、胸元の刃を首筋に導いてみせる。

「……さあ。己の刃に聞いてみろ」

　なんだ。

「っ……！」

　何だというのだこの少年は。

　断たち切れる。この位置からであれば、自分は起動よりも早く殺しきれる。だというのにこの少年の殺気は何だというのだ。

「簡単なギャンブルです、ルナス姫。あなたの剣けんが速いか、僕が起動させるのが速いか。もちろん紋もん章しようを叩たたき割ってもいいですが、こんなのはただの起動紋章です。本物は城じよう壁へきにある、数百からのそれであることをお忘れなく」

「……っ」

　手て詰づまりだと？　馬ば鹿かな。そんなはずはない。首に手を掛けているのはこちらだ。

　だが……。

　だが万が一、本当に。この紋章が起動するようなことがあれば。

　死ぬ？　月下の獅し子し、光輝の剣と謳うたわれたこの自分が？　こんな辺境で、骨も残らず消え去るというのか？

「……何を迷っているのですか、ルナス姫。こんなのは選ぶまでもない。あなたはたった数百の命を賭かけるだけで、一国と一城を手に入れられるのです。でも、ただもらうだけではあなたもつまらないのでしょう？　だからこそ僕も。ただくれるのではつまらないから、こうして遊んでやっているのですよ？」
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　馬鹿な。

　馬鹿な！　賭けと言うには規模が大きすぎる！　聖せい魔ま杯はいまでもが賭けられている！　この国のみならず、いわば大陸の未来が……！

「遊びだと……!?　貴様は、自分が賭けているものの価値を理解しているのか!?　馬鹿げている!!」

「ええ、ですから。そんな馬鹿げたことに本気になることもないでしょう。だからこんなのは遊びです。だからさあ、遊びましょうルナス姫？」

　ルナスはその冷めた少年の微笑に、背筋を凍こおらせた。気がつけば自分の中に、久しく感じたことのなかったある感情が芽生えていた。

　怯おびえ。怖おそれ。剣一つ持たぬ、こんな年とし端はも行かぬ少年如ごときにこの自分が。

　そして誰だれも彼もが、啞あ然ぜんとなっていた。

　パリエルたちはこのように壊こわれたマヒロを見たことがなかった。帝国側もまた、このように窮きゆうしたルナスを、かつて見たことがなかった。

「貴様……！　本当に貴様が、虚けと呼ばれるマヒロ王子なのか……!?」

「今いま頃ごろ何を？」

　さもくだらなそうに、マヒロは吐はき捨てる。

「うつけだろうと何だろうと。生きている以上死ぬことはできるのですよ、お姫様」

「ッ……！」

　ルナスはその壊れた笑顔えがおに対し、いよいよ二の句を継つげなくなる。

　そうだ、この状じよう況きようでなお笑っている。彼は己おのれの生死を、本当に問題にしていない。このイカレた王子は、死んでもいいのだ。死ぬことを、心の底から何とも思っていないのだ。

　彼は死をいとわず、そして彼自身が述べたように、死によるメリットもまた彼にはあるのだ。だが、ただ死ぬのではつまらないから、こちらにそれを選ばせようと言っている。

　遊んでいる。ああ、こちらは遊ばれていた。

　それを自分はいい気になって、死ぬぞ殺すぞと、脅おどし、すかしていたのだ。無む為いだ。あまりに無意味だった。

　となれば、そんな彼にこちらが切れるカードなど何があるというのか。

　戦場であればともかく。

「くっ……！」

　こんな所で、死にたくはない。そんな馬鹿げた賭けに乗りたくはない。そして何より、大陸制せい覇はの鍵かぎである聖魔杯を……こんな馬鹿げた形で、消し去るわけにはいかなかった。

「……もし」

　ルナスは何巡も何巡も思考を巡めぐらせ、ようやく……導き出した答えを口にした。

「私が、退ひくと言えば……」

　ぽい。

　と、マヒロは紋章を放ほうり出した。

「な……私はまだ……！」

　まだ剣を収めたわけでもないのに。その冷たい刀身が彼の首元にあるというのに。

「負けを認めなければ、そんな、もしなんて言葉は出てはこない。そしてこうでもしなければ、信用などできはしないでしょう。数々の非礼、御ご無礼のほど、許してもらえるなどとは思っておりません……が、まあどうせ死にますし。今こん生じようの別れにあなたほどの方とお話しできて、僕は充じゆう分ぶんに満足しました。さあ、僕の首をはねて疾とくお帰りを」

　ああ。

　……遊ばれていた。

　穏おだやかな笑顔になったマヒロを見て、ルナスは嘆たん息そくした。

　どこまでの死にたがりだ、この少年。完全に空手。今や賭けでもなんでもなく殺せる状況だというのに、この笑顔。ここで殺して何になる。そしてそのことを帝てい都とに帰って、どう報告する。

　ぬけぬけと罠わなに飛び込んだこちらを、遊びと称しようしてここまで生かしておいてくれたのは彼の方だ。そんな彼の首を土産みやげに持ち帰ったところで、恥はじを上うわ塗ぬりするに過ぎない。

　ルナスは少年の見せる、澄すみきった笑顔につられるように自じ嘲ちよう。

　そのまま、力なく剣を下ろした。

「……わかった。私の、負けだ……」

「姫ひめ……!?」

「姫様!!」

　ルナスの供は、己おのが主君の敗北に悪夢を見るような面おも持もちで叫さけんでいた。しかしルナスはそんな彼らを他所よそに、剣を収めてしまう。

「構わん……先行し過ぎた私の責任だ。この王子の言葉通り、私は最初から罠に掛かかっていた。もし彼にその気があれば、こんな交こう渉しようなどするまでもなく、我々を消し去ることもできていたはずだ」

「しかし……！」

　そのときだった。

　騒そう々ぞうしい足音と泡あわを食ったような呼び声が、回かい廊ろうの方から聞こえてくる。

「ルナス殿でん下か！　殿下は何いず処こに!!」

「何事だ」

　レイナーの声を聞きつけ、黒くろ騎き士しの一人が駆かけ込んでくる。兜かぶとを脱ぬいだその顔面、駆けて来たというのに赤みはなく、蒼そう白はく。

「恐おそれながら申し上げます！　〝風〟よりの報告、城下北側より軍勢多数！　旗頭にミスマルカ国王率いるミスマルカ軍以下、中原諸国連合軍が追つい随ずい、さらに後方より共和国第三、第四師団が南下中とのこと！　その数およそ数万から十数万!!　間もなく城下に到とう達たつします!!」
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（勝っ……た……？）

　パリエルは今の黒騎士の報告と、ルナスの呟つぶやくような言葉を頭の中に反はん芻すうしながら。ぽかーんとなっていた。

　三日や四日の籠ろう城じようとは、あくまでもこの中原周辺を相手に限ったときのことだったのだろう。だがいざ現れ出いでたのは、それを遥はるかに上回る、決戦級の大軍団。

「姫……！」

　血相を変えたレイナーが、ルナスを振ふり仰あおぐ。それでも皇女は、感じ入ったように呟いた。

「なるほどな……協議などただの茶番か。こちらの憶おく測そく以上に、旧王朝の結束は固かったというわけだ。そして共和国まで引っ張り出してきた、ミスマルカ王の器量も……」

　冷静に状況を見る様は、まさに武人。毅き然ぜんとした姿であった。

「……帝国再侵しん攻こうの折には、聖せい魔ま杯はいを狙ねらってこの国を攻せめてくるだろうことも。そのときのためのこうした手はずも。恐らくは一次侵攻の止やんだ昔から、整っていたに違ちがいない」

　伝説の神器が現存し、しかもそれを空の城に置いてきたなどとなれば……帝国としては手を出さざるを得ない。共和国側だって、それを聞かされれば兵を送らざるを得ない。

　王もまた、姿を見せずしてこの王子同様、国を空けるという捨て身で掛かってきたのだ。

「我らを潰つぶすことが目的なのではない。腰こしの重い共和国を引っ張り出し、帝国対、中原・共和国の構図を作ることこそが、此こ度たびのミスマルカ王の最大の目的……」

　言い終えてルナスは玉座の後ろにかけられた緞どん帳ちよう、そこに描えがかれたミスマルカ王家の家か紋もんを見み詰つめた。

　紋章の名は、剣つるぎに絡からむ蛇へび。

「……蛇の王族か」

　帝国王家、月下に獅し子しを負った皇女は、失しつ笑しようする。しかして策さく謀ぼうという名の蛇毒は、強大なる獅子をも打ち倒たおしたのだ。

　ルナスはマヒロへと視線を移し、からかうように言った。

「……蛇め」

「父上は策士なようで。僕はどちらかと言えば役者なのです」

　にこりと屈くつ託たくなく笑ったマヒロに、ルナスは頷うなずいた。そこにはもはや敵意などなく、認めるような色すらあった。

「なるほど、結局はこのための時間稼かせぎだったというわけだ。確かに君は大した役者だな。あそこまで自身を危険に晒さらしながらも、壊こわれた死にたがりを演じきったのだから。君のように大だい胆たんな男は、私も初めてだ」

　改めて相対した二人の王族の表情、敵対する国同士の者とは思えぬほど穏おだやか。

「マヒロ王子」

　と、ルナスはガントレットに覆おおわれた両手で、マヒロの手を取る。マヒロもきょとん。

「は……はい？　ルナス殿下？」

「君が気に入った。私の婿むこになれ」




　ぼんっ！




　とマヒロが赤面した。と同時、パリエルも。

「なっ……ななっ……なっ……！」

　そんな声しか出せない。

　ある意味、マヒロが偽にせの聖魔杯を叩たたき割ったとき以上の衝しよう撃げきが全体に迸ほとばしる。だというのにこのお姫様は平然と。

「何せ父王陛下や大臣連中が紹しよう介かいする貴族どもなど、私の目を見て話もできんボンクラばかりだ。その点君は、面と向かってこの私をコケにした上、罵ば倒とうし、挙げ句剣を向けられながら笑っていた。君と一いつ緒しよなら、きっと退たい屈くつしない」

「いやあのそのえう……」

　いつもは誰だれ彼にそんなことを吹ふい聴ちようしているアホ王子も、案外逆の立場には弱いらしい。マヒロは言葉をあやふやにするばかり。

　そんな様子にルナスは一転、少女のように可か憐れんに笑う。

「あはははは。赤くなった、赤くなった。さすがにその顔は、演技じゃあるまい？」

　ルナスの無む邪じや気きな笑顔えがおに、なぜかパリエルはほっとした。これが一いつ杯ぱい食わされたルナスの、彼女なりの報復だったのだろう。

　マヒロはただただ、赤い顔であたふたと。

「あっ、ああ！　はい！　あははっ！　そそ、そうですよね、いやあの、これはさすがに一本取られましたとも！　ルナス殿でん下かも冗じよう談だんがお好きなようで……！」

「私は本気だが」

　ぼぼんっ!!

　と、マヒロは頭から湯気が出るほど赤くなった。

「別にいいだろう？　マヒロ王子」

「あっ……いっ……い、いえ……、……ＹＥＳッ!!」

　すぱーんっ!!

　いつの間にかやってきたエーデルワイスのハリセンが、マヒロの思考を正常に引き戻もどす。

「えーとですね、せっかくのお話なのですがルナス殿下、まあコトがコトなのでお互たがいの親同士のこともあると僕は思うのですね。なぜかエーデルワイスとパリエルの視線が痛いですし、国際結けつ婚こんということになっちゃうのでその辺はお互い親だけじゃなく家族会議等でよく相談しあった上でということで、あのー、そのー……」

「わかったわかった、返事はまたの機会にしておこう」

　そうしてルナスは部下を連れ立ち……最後に一言。

「だが覚えておけ、マヒロ王子。今日、君が選んだのは泥どろ沼ぬまへと続く、修しゆ羅らの道だということを」

　マヒロは無言のまま、その重い言葉を受け止めた。もし帝てい国こくの思おも惑わく通りであったなら、聖せい魔ま杯はいを手にした皇帝により、瞬またたく間に大陸はその手中に収まったであろう。だがマヒロは今日、その運命に抗あらがった。

　帝国に対する中原諸国と共和国。あまりにも均きん衡こうの取れた情勢は、長い膠こう着ちやく状態をもたらすのだろう。それは即すなわち、大陸に永く混こん迷めいの時代をもたらす前まえ触ぶれなのだ。
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　あとは、ただ、ただ、静せい寂じやく。

　玉座の間は静寂のまま。少しすると黒くろ騎き士し団が城門前の広場に集結し、まっすぐに南門目指して駆かけ抜ぬけていくのが見えた。

「……ほ……ほんとに勝ったんでしょうか……？　私たち……」

　誰へともなく呟つぶやく。あれほどのピンチが今では夢のようで、なんとなく。

　マヒロが言った。

「勝ち負けはともかく、国は最高の形で残ったよ。そして父上たちも帰ってきた」

　見ると、エーデルワイスとカイエンも頷うなずいている。パリエルは嬉うれしくて、跳はねるようにして喜んだ。

「すごいです王子！　最高です！　ほんとにこの国を全部守っちゃうなんて！……でも、王様がこんな風に帰ってくるって知っていたなら、一言くらい教えてくれたって……」

　パリエルの後に、カイエンとエーデルワイスも続いた。

「全くですな。今夜一晩で、寿じゆ命みようが何年縮まったかわかりません」

「わたくしも殿下がそのような役者とは、存じ上げませんでした。陛下からは、他言無用を仰おおせつけられていたのでございますか」

　マヒロは、けらけらけらと高笑い。

「まさか。知ってれば、そりゃ言ってたよ」

「なっ……なあっ……!?　じゃ、じゃあ王子……あれって実は、時間稼かせぎとかそんなんじゃ全然なくて……！」

「だから言ったじゃないか。逃にげろ、って」

　悪びれもせず、平然と。

「エーデルワイスはおろか、カイエンまでが知らなかったんだ。父上は本当に僕が国民を全部逃がすだけで、それと一いつ緒しよに逃げるだろうって……そう思ってたんじゃないかな。だからそもそも、言う必要がなかった」

　誰一人残らなくたって、帝国の本隊が来る前に連合軍がやってくれば自おのずと彼女らは撤てつ退たいしただろう。

「じゃあ王子は……どうして、逃げなかったんですか？」

「僕は今回、自分がどれだけのものか試ためしてみたかっただけだよ。死んだらそれだけの話。役立たずが生きてたって仕方ないからね」

「そんな、なに馬ば鹿かなこと言ってるんですか！　死んでいいことなんて、あるわけないじゃないですか！」

「実は、僕はそうでもない」

　滅めつ多たに見ない。いや、いつも面おも白しろおかしく、楽しそうにふざけているマヒロだからこそ。初めて見せた、沈ちん鬱うつな表情。

「僕は暴力が嫌きらいだ。だというのにこれから始まるのは、戦乱の世だ。暴力が支配する時代になる。だったら僕は、そんな時代に生きていたくない」

「だからって……だからってそんな、死んだ方がましだなんて……」

「うん……」

　マヒロは少し歩き、あの自じ爆ばく用の紋もん章しよう符ふを取り上げる。そして納なつ得とくしたように呟いた。

「でも、そうだね」

「王子……？」

「今までこういう機会がなかったから、確証もなかったけど。でも今回、はっきりとわかった。どうやら僕にも、目があるようだ」

　目？　とパリエルが自分の目を指差すと、マヒロは馬鹿にするでもなく、ニィと唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「戦いくさなんてものは、口先だけで勝てるらしい」

　その確信めいた笑顔えがおに、なぜだか、ぞっと。背筋が凍こおりついた。

「そんなこと……、まさか、本気で言ってるんですか……？」

「ルナス姫ひめは暴力を使わなかった。僕も暴力を使わなかった。結局、誰だれも死ななかった」

　と。マヒロはカイエンへ、手中の紋章符をちらつかせて見せる。

「暴力は、行使しない限りは武力という名のカードだ」

　宰さい相しようは首しゆ肯こうした。

「……それはまさしく、王子のおっしゃるとおりです」

「世の中、暴力だけじゃどうにもならないこともある。確かに暴力は目に見えてわかり易やすく、しかも効果的だ。でもそれだけにはっきりと優ゆう劣れつが出る。早い話が、その上を行く暴力に出で遭あったらそれまでなんだ」

　そう……自分たちがルナスらを怖おそれ、怯おびえていたように。またルナスがそれを上回る暴力、マヒロの手にある紋章符で身動きを封ふうじられたように。

　理路整然とした言葉遣づかいに、迷いはなく。

「話し合いはわかり難にくい。ややこしい。でもだからこそ可能性があると僕は思う。暴力の根源が何かといえば、それを振ふるう者の意思だ。だったらそこからくじけばいい。簡単な話じゃないか。それができるのは言葉だけだよ」

　カイエンは失しつ笑しようしていた。

「……これはまた、大きく出ましたな。それができるなら……そう、帝てい国こくが……いえ、昨今多くの諸しよ侯こうが血道を上げる大陸制せい覇はの夢もまた、口先だけで叶かなえられることになります」

「そう言ったつもりだよ、僕は」

　静かに彼を見守っていたエーデルワイスが、そこでようやく口を開いた。

「……殿でん下か。その戯ざれ言。ご冗じよう談だん。どこまで通用するとお思いで？」

「さあね。今日限りかもしれない。何せ相手に剣けんを抜かれたらそれまでだ。今回みたいに、相あい性しようのいいカードばかりが揃そろうなんてことも希まれだろうし」

　マヒロは笑いながら、紋章符をエーデルワイスに手て渡わたした。だが彼女は受け取ったそれを見て、小さく眉まゆをひそめる。

「っ……。殿下、まさかこれは……」

「もちろんニセモノだよ」

　何度目になるかもわからない、絶句だった。

　マヒロが言っていた、この状じよう況きようだからこそ切ることができたカード。それすら演技だったのだ。民草をすべからく避ひ難なんさせたのは、ルナスとの話し合いの場を設けると同時……この城を消しよう滅めつせしめるという見せかけのカードに、あるまじき威い力りよくの信しん憑ぴよう性せいを持たせるため。

　彼は本当に最初から、一いつ切さいの暴力を否定していたのだ。そうやってただただ、己おのれの信念を試しただけだったのだ。

　その頃ころになると、街の外から国王が連れ帰ったという大軍の、地鳴りにも似た行軍の音が轟とどろいてきていた。

「でも惜おしいことをした。カイエンならわかってくれると思うんだけど」

「何がでしょうか？」

「見ただろう、ルナス姫のあの性格を。さすがと思ったよ。豪ごう放ほう磊らい落らくなんてものを通り越こしている」

　宰相は真しん摯しな表情のマヒロへ、首肯。

「確かに。あれだけの手勢で泰たい然ぜんと敵地に乗り込んできたのです。今後も最大級の敵となって我らの前に立ちはだかることでしょう」

「そうだ。そしてそんなルナス姫の性格なら結けつ婚こんしたところできっと、もう一人二人側室を取っても大だい丈じよう夫ぶだと僕は」




　すぱごっ!!




　後頭部からエーデルワイスのハリセンが。顔面にパリエルのパンチが。サイドイッチになったマヒロは、ぺしょ、と地味な音を立ててその場にくずおれた。







[image: 第六章　遥か大陸を目指す]




　　　　[image: ]

　翌朝。

　国王の連れ帰った多た国こく籍せき連合軍は、そのままラズルカの国境付近に展開し、対帝国用の第一次防衛線となるため南下していった。

　城下の魔ま物ものはあらかた帝国軍によって片付けられており、民衆は昨夜のうちに、それぞれの家に帰ることができていた。被ひ害がいと言えば、数軒の段ボール城が陥かん落らくしたくらいか。街の人たちは祭り飾かざりの後片付けを始めている。城内のメイドたちも、魔物に踏ふみ荒あらされた庭などの手入れに大おお忙いそがし。

　そんな中。パリエルは謁えつ見けんの間で、朝見の末席に参列していた。

「城とは国の象しよう徴ちようであり、そなたの遊び場ではないのだぞっ!!」

　王様に呼ばれたマヒロは、国を守ったことを褒ほめられるのかと思いきや、こっぴどく怒おこられていた。当然エントランスホールがとんでもなく悪あく趣しゆ味みなニンジャ屋や敷しきみたくなっていたからであり。

「いやしかし父上、あれはエーデルワイスが……！」

　どうのこうのと弁明するも、罠わなを設置しろと命じた張本人はマヒロであり、人のせいにするなとかなんとか、ガミガミ。周りで聞いてる側近たちが身をすくめるような雷かみなりが、何発も落ちる。

「まあまあ陛下、もう良いではありませぬか」

　止めに入ったのは、王のすぐ近くに立つ隻せき眼がんの老将軍、シュライバン。若い頃は帝てい国こく将校との一いつ騎き打うちも果たしたという大魔導師。ここまで激げつ昂こうした王様を止められる人物など、この国には彼以外にいなかった。

「過程はどうあれ、結果として王子は、立派に城を守られたではありませんか」

　王子はそんなシュライバンに、グッと親指。

「そうです！　その通りですともさすが爺じい、グッド・ジョブ！」

「そなたは黙だまっておれ!!」

　しゅん。

「シュライバンよ、あまり甘やかすな」

「陛下が厳しすぎるのです。ご覧なさいこの腫はれ上がった王子のお顔を。痣あざや傷を。口にこそ出されませぬが、これこそ王子が帝国軍と果か敢かんに渡わたり合った証あかしではありませぬか？」

「ぬぅ……」

　王様、目を閉じて腕うで組ぐみ。

（やっば……）

　実はそれ、全部私が……。

　とか言ったら、さすがにどうだろう。どうなんだろうそれって。やばい。膝ひざが震ふるえてきた。

　ああ、エーデルワイスはこのことを言っていたのだ。顔は止やめておくべきだった。そのときはともかく、寝ねて起きたら顔が腫れて目立つのだ。でもやっぱり顔の方が、殴なぐり甲が斐いも蹴けり甲斐もあるわけだし。

「……まあよい。城のことはともかく、マヒロよ」

「は、はぁ……なんでございましょうか父上」

「親に対して卑ひ屈くつになるな」

　王様、嘆たん息そく。マヒロは背筋を伸のばし直す。

「はい、父上」

「民たみは愚おろか一兵たりとも犠ぎ牲せいにせず、あまつさえ一いち抹まつの混乱も起こすことなく、よくぞこの国を守り抜ぬいた。見事であった」

　そんな言葉、夢にも思わなかったのだろう。マヒロはぽかんとなっていた。

　だが直後、誰だれともなく、拍はく手しゆ。いや、実は最初にそれをしたのは、自分でも気付かなかったが、パリエル自身だったのだが。

　しかしそれは、瞬またたく間に満場の。やがては大だい喝かつ采さいに。

「……えーと」

　マヒロはどうしたものかと言うように、キョロキョロと。

「マジ？　父上」

「親を疑うな。言葉遣づかいにも気をつけよ」

「今のお言葉はマジにございますか父上？」

　王様、溜ため息いき。

「……私は心に浮うかんだことを言ったまでだ。何か望みがあるのならば、褒ほう美びを取らせてやっても良い。そう、封ふう印いんしたそなたの力……」

「メイド！　メイドを！　殿でん下かとか王子とかじゃ無しにご主人さま！　そう！　ご主人さまと呼んでくれるような専属のメイドを、僕にッ!!」

　王様と一いつ緒しよに、家臣一同溜息。

「……もう下がってよい」

「何ならパリエルに近衛隊の制服ではなくメイド服を着せるということで譲じよう歩ほしても！」

「はあ!?　何抜かしてんだアホ王子!!」




　しんっ──。




　……言っちゃった☆

　と可愛かわいらしく舌を出しても、時既すでに遅おそし。

　凝ぎよう然ぜんとしたみんなの視線がイタイイタイ。

「あわあわあわあわ……」

「……パリエルよ」

「は、はい国王陛下!!　只ただ今いまのご無礼のほどは、どうか！　何とぞ！　平に！」

　ぺこぺこぺこぺこ。しかし王の口から発せられた言葉は、やはり怒ど声せいではなく。

「我が子マヒロを、よくぞ守り通してくれた。礼を言う」

「へ……？」

　ぱちくり、ぱちくりと瞬まばたきした視線の先。

　真っ先に拍手をしてくれたのは、他ほかでもないマヒロだった。見み渡わたせば、ささやかだが、暖かい拍手が、みんなの手から送られていた。

「あ……。あの……王子……」

「正直言うと、僕は誤解していた。君があそこまでの覚かく悟ごでついてきてくれるなんて、僕は思っていなかった。だから、ごめん。そしてありがとう。これからもよろしく」

　なんとなく、目め頭がしらが熱くなった。

「あ……はい、王子！　こちらこそ、これからも！」

「だから余のためにメイド服を着ろ！」

「死ねアホ王子！」

　そんな二人に向かって最後に一発、王様から最大級の雷かみなりが落ちたのだった。
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《定時》

《こちら風一号。噂うわさなし》

《風二号。噂なし。あくびが出るほど平へい穏おんだ》

「特六号より風。応答願う」

《……》

《……》

《……実在したのか？　特号なんてコードが》

「真しん偽ぎは任せる」

《つれないな。この通信に割り込んできたんだ、信じるしかあるまい。噂を聞きたいのか？　流したいのか？》

「前者だ。ルナス姫ひめの動向を知りたい」

《それなら流石さすがといえば流石なものだ。一兵たりとも失わず、すでに緩かん衝しよう地帯へ入ったらしい》

《ラズルカの警備隊長を買収していたこともあるがな。しかしあそこに連合軍が展開すれば、これから先、もう二度とあんな強行軍は拝めまい》

《常勝不敗のルナス姫の初めての敗走とあって、軍令部ではちょっとした騒さわぎだそうだ。共和国並みに、この国に対する警けい戒かいを強めたというからな。おかげで俺たちも帰れなくなった》

「そうか」

《なあ、特号。ひょっとしてあんたなら、コトの真相も知ってるんじゃないか？　あの夜、あの城の中で何があったか……》

　僅わずかな逡しゆん巡じゆん。

「……いや。風で流る布ふするほどの噂はない」

《……やはり全すべては、国王とエーデルワイスの掌てのひらの上か》

「また何か聞くことがあるかもしれない」

《ああ、こっちこそ。しばらくは退たい屈くつそうだ。面おも白しろい噂があったらよろしく頼たのむ》

「こちらこそ。通信終わる」

　一息。

　だが果たして本当に、巷ちまたに風聞されるように、全てが国王と彼女の思う通りであったわけではない。噂として流すほどの確定的なものではないが……あの場にはマヒロ王子の意思が、間ま違ちがいなく介かい在ざいしていた。

　騙だます、と若き蛇へびは言い退のけた。ならばまだそうなのだろう。今はまだ誰だれも、マヒロ王子が光こう輝きの剣けんを退けたとは思っていない。恐おそらくは相対したルナス自身さえ……マヒロは国王の策を演じただけの、ずば抜ぬけた度胸を持つだけの、ただの役者に過ぎないと。

「……」

　思考を重ねながら、板ガムほどの大きさしかない通信機を、総そう髪はつに縛しばった黒くろ髪かみの中へ潜ひそめる。

「なるほどね。大したものだ」

　横様からかけられた声に対し、瞬しゆん時じに銃じゆうを抜き放つ。だがその相手は。

「……マヒロ王子……!?」

「君がスパイだったとはね、カイエン。驚おどろいた」

　自身の執しつ務む室しつ。思い返すが、寝しん室しつ、廊ろう下か、いずれのドアも開いた気配はなかった。となれば潜んでいたか、あるいは隠かくし通路がここまで延びているのか。いずれにせよ。

「……あのエーデルワイス殿どのが感心するほどのこと、もう少し心得ておくべきでしたな」

　カイエンは銃を腰こしのホルスターへ収めた。

　メイドや衛えい士し、忍しのびの類たぐい程度であれば、いなくなってもさほど問題ではないが……王族が消えたとなれば、そうもいかない。

「……いつからお気付きでしたか」

「いやなに、偶ぐう然ぜんね。祭りの準備の時。君、余の設計図どおりに作らせなかっただろう。それがどうも引っかかってね」

「なるほど、確かにその通りです。帝てい国こく側の人間であれば、手を抜く。そして私をマークしていたと……」

　マヒロはふむふむと頷うなずきながら、カイエンの前、黒こく檀たんのデスクに腰を掛かけた。

「うん。結局余は城下にも城にも魔ま物ものを放すつもりでいたから、あんな罠わななんてのは、ただのガラクタでよかった。ただ君は、そんなガラクタの配置をわざわざ少しずつずらしていた。エーデルワイスは勝手に凶きよう悪あくな罠に変えちゃったけどね」

　道理で。いくら個々の図面を眺ながめても、帝国騎き士しを足止めするほどの効果が浮うかばぬはずだ。

　カイエンは溜ため息いき混じりに自じ嘲ちようした。

「そうですか……私はまた、あまりに動じぬエーデルワイス殿こそ、自分の同業ではないかと疑ったくらいでしたが」

「まあ氷の女だから仕方ない。でもそれは君もだ。あの土壇場で、ルナス姫を眼前にしてまで正体を明かさなかった。あれがすごい。だから今、君の通信を聞くまで信じられなかった」

「……あの場で私が名乗って、何がどうなったというのです。特号は諜ちよう報ほう部内でも顔を知られぬような裏の存在です。見苦しい命いのち乞ごいとして、斬きり伏ふされるだけのこと」

「でもきっと……普ふ通つうはさ。あれだけ追い詰つめられれば、それをするんだって。ルナス姫が僕に、それを期待したように」

　なるほど。言い得えて妙みような話だった。

「……しかしこうして見つかってしまった以上、全ては無意味だったわけですが」

　諦てい観かんの念に捉とらわれたカイエンとは裏腹に、マヒロは微笑ほほえみがてら、小さく首を振ふった。

「いや、心配しなくていい。僕は君のことをばらすつもりはない」

「……何ですと？」

「その代わり取引しよう。玉座の間から出るときに、話したじゃないか。口先だけでこの大陸を盗とれるって」

　だが表情は、そのときのものとは似ても似つかない。

「父上の口くち癖ぐせだよ。王は民たみから信じてもらえなければ、王たり得ない」

　無論だ。街の誰かが王を名乗ったところで、誰も信じなければそれだけのこと。そんな子供でもわかる理り屈くつを、マヒロは続ける。

「ではカイエン。信じてもらう、信じさせるとはどういうことだろう？」

「……信しん頼らいや信用を得うる、ということですか？　ならば家いえ柄がら。あるいは地位。勲くん功こう。人柄。何をしてそうさせるかは千差万ばん別べつ……」

　ふふふとマヒロは笑った。

「実はもっと簡単な話がある」

「それは……是ぜ非ひ、宰さい相しようとして伺うかがっておきたいものですな。後学のために」

　マヒロは肩かたをすくめ、これもまた当たり前のように言った。

「騙せばいい」
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「は……？」

「人を信じさせる。騙す。同じことだよ。つまりは、たったこれだけで人は王になれる。全すべての国のトップを騙しきれれば……この大陸は統一できる」

　だから彼は目がある、と言ったのか？　剣術もできず、魔力がなくとも、自分には言葉がある、と……。

「そのために必要なのは、護衛よりも情報だ。ありったけの」

　ああ、なんだ？

　なんだこれは？　この王子は本当に、ただ優やさしいだけではないらしい。

「つまり、二重スパイになれ……と」

「いや、そうじゃない。帝都に潜もぐれとは言わない。さっきの〝風〟から情報を引き出すのも危険だ。ただ、君はそれでなくとも知識、見識をかなりのレベルで兼かね備えている。立場上、周辺諸国の情勢まで完全に把は握あくしている。僕はそこを買いたい」

　マヒロが、妖あやしく目を輝かがやかせながらまくし立てた。

「何せ大陸を狙ねらうんだ……僕としては、手元にそれくらいの器量が欲しい。そして僕が蛇へびであることも、今はまだ知られていない方がいい。今回、それでたくさんの人たちが振り回されたように。スパイとして潜り込むのに、まさか宰相になってしまうんだ……君ならば僕の本ほん性しよう程度、楽に隠かくし通せるはずだ」

「まさか、本気で……」

　いや、そんなのは愚ぐ問もんだった

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　馬鹿馬鹿しいが。

　もし本当にそんな馬鹿げた話があるのなら……そうとも、パリエルについて城へ戻もどったあのときのように。この少年が何をやるのか、どこまでやりおおせるのか。見てみたい。

　そして事実彼は、その期待を遥か予想外の形で裏切り、応こたえてみせたではないか。

　ならば見たい。もっと見てみたい。

　ああなるほど、エーデルワイスの言う通りだ。この王子に感かん染せんしたのかもしれない。そんな馬鹿馬鹿しいことが、楽しみになっている自分がいる。これは取引と、彼は言った。ならばどうせ断ったところで、正体を明かされればただの逃とう亡ぼう者しやだ。そんな人生よりは、どれだけ刺し激げき的だろう。

「この国ではなく、あなた御ご自身の腹心として……ごく秘密裏りに仕えよと。そう、おっしゃるのですか」

「そういうこと。だからもちろん、僕が今ここにいたことも忘れて欲しい。どうだろう？」

　つまりは国王やエーデルワイス、あれほど仲の良いパリエルさえも騙だまそうというのだ。そしてこの少年が本当に、国のみならず大陸全土を騙しおおせるというのなら。

　もう、何を迷うことがある。

「……わかりました、王子」

「うん、じゃあそういうわけで」

　廊ろう下かからバタバタと騒そう々ぞうしい足音が聞こえてきた。

「あとよろしく」

「は……？」

　マヒロが突とつ如じよとして窓際ぎわ、カーテンの裏に隠れた。

　なるほど、タネなど得てしてそういうものだ。ただ凄すごいのは、意識しなければ決してわからぬほどの、完かん璧ぺきな気配の殺し方。

　やがてノックの後に侍じ従じゆう隊の面々、大勢のメイドたちが現れる。手に手に、モップやホウキやフライパンやら、あまつさえ縛ばく縄じようなど。

「失礼致いたしますカイエン宰相！　こちらにマヒロ王子がいらっしゃいませんでしたか!?」

「……何事だ、騒々しい」

「はい、それがです！　私どもの控ひかえ室にあったケーキを！　よろしいですか、ケーキを!!　あらかた摘つまみ食いして逃にげました！　覗のぞく捲めくるは減りはしませんからまだしも！」

　この娘むすめたちも大した器量だ。

「私どものお楽しみを盗ぬすみ食いするなど、いわば窃せつ盗とう！　無銭飲食！　宰相様ならば御承知の通り、これはこの国の刑けい法ほうにも記された立派な犯罪行こう為い！　もはや万ばん死しに値あたいします！」

　犯罪は犯罪だが、極きよつ刑けいとは記されていなかった気がする。

「そういうわけですので、ちらりともお見かけしましたら是非とも私共にご一報を！　あの野の良ら王子ときたら一匹ぴき見かけた日には三十匹は……」

　いや……ちょっと待て？

　ひょっとして、ここにいることを喋しやべるなというのは……まさかこのことなのか？　王子はあの話の最中さなかに、こんなことを条件に持ち出したのか？

（……。まさか、な……）

　頼たのむから、そこまでアホであって欲しくはない。カイエンはこめかみに汗あせを浮うかべながら手を振ふった。

「もういい、わかった。そこにいるから連れて行け」

「カイエンっ!?　はかったな!?」

　そんな覚えはとんとない。

　どやどやどやどや。

「御用です王子！」

「御用御用！」

「ま、待て！　誤解だ！　誤解なのです！　余はただ単に小腹が空すいていただけであり、ついでに君たちのダイエットを手伝おうという一石二鳥なこの心こころ遣づかい!!」

「「「きいいぃ～っ！　言うに事欠いて私どもを卑いやしい雌めす豚ぶたとは不届き千万!!」」」

「いや!?　そういう意味じゃなく!?」

「さあ殿でん下か、コノリート河の水は冷たくございますよ!!」

「ご覧下さい殿下、この通りちゃんと水着も用意してございますれば！」

「え!?　これ水着違ちがっ!?　スマキ!!　スマキ!!」

「おほほほほっ！　よくお似合いでございますわ殿下！　さあ、お外に出たらコンクリートのブーツに履はき替かえましょう!!」

　スマキに巻かれたマヒロがメイドたちに担かつぎ上げられ、連れ去られていく。

「いぃやぁだぁああああああああっ！　カイエン！　これはラチです！　組織的犯罪です！　宰さい相しよう！　聞いているのか宰相～っ……!!」

　ばたん。

　ドアが閉まると、呆あきれるほどの静せい寂じやくが戻もどってきた。

（……どこまで死に急ぎたいのだろうか、あの王子は……）

　というか、自分は何な故ぜあんな少年をさっきまで恐おそれていたのだろう。いや、そこが彼の恐ろしさなのだろう。少なくとも今現在、この国のほとんどが、彼を信じ込んでいる。

　ただのアホだと。

「…………」

　なんだか、頭が痛くなってきた。
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「はぁ……。それで侍従隊に沈しずめられたんですか？」

　歯の根が合わないとか、顔が土気色とかは、こういうことを言うのだろう。

「いじめ……いじめです！　お仕置きとか、教育的指導とかいう名の、これはいじめです……！」

　何とも見み窄すぼらしいびしょ濡ぬれの少年が、たき火の前で三角座りしながらコンクリートのブーツを石工のようにコツコツしていた。悠ゆう久きゆうの大河ではなく裏庭の泉に投げ込まれたのが、せめてもの幸いだった。

　げんなりしながらパリエルは言った。

「どうして王子は、そんな不器用にしか生きられないんですか……」

「なんでだろうねー、ほんとにもう……っえくしゅ!!」

　がご！

「ぎゃあああ！　足を！　足を打った！」

　ほんとにコンクリブーツをあつらえてしまうメイド部隊も、バカスカぶん殴なぐる自分に負けず劣おとらず何というか。

　しゃがんで膝ひざを抱かかえて、パリエルはそんな様子を眺ながめていた。幼いとき、自分を守ってくれた男の子。しかし助かったのは……。

「……」

　今この場には、二人の他ほかに誰だれもいなかった。

　だからパリエルは言うことにした。

「王子」

「なんだい？　余は今、忙いそがし……」

「エーデルワイス様から聞きました。私の背中の傷……王子が原因だったと」

「……」

　聞いてはいるのだろう。だからこそ無言のままコツコツと。

「では王子も、知っていますよね。私の背中の傷を見たのなら。そこにプリントされた紋もん章しようも」

「うん」

　コツコツ。

「私自身は助かりました。それについては感謝しています。ですが……」

　忸じく怩じたる思いを、吐と息いきと共に一度吞のみ込む。

「私の国は、それが原因で滅ほろびたのだと……そう、聞いています」

「今は……帝てい国こく領だったね」

「はい。その事故の混乱を衝つかれた私の国は、直後になす術すべもなく帝国に制圧され、併へい吞どんされたのだと。だったら……」

　パリエルは立ち上がり。

　そして、長ちよう剣けんを鞘さやから引き抜ぬいた。

「あなた自身がどれだけそれを悔くいて暴力を嫌きらったところでっ!!　私と私の国にとっては、何の贖しよく罪ざいにもならないっ!!」

　声の限りに叫さけび、その切っ先を首筋にあてがった。それでも彼は、驚おどろきも、怯おびえもせず。面おもてすら上げず。

「たとえ、そうやって死にたがったって……実際に死んだって……！　生きたくても死んでいった人たちが、私の周りにはたくさんいた……。あなたの死にたがりは、その人たちの死を冒ぼう瀆とくしている……」

　声と一いつ緒しよに、力なく剣を下げる。今ここで彼を殺したって何にもならない。伝えたかっただけだ。それほどの胸きよう裡りであることを。

「だから……だから、死んで欲しくないんです。生きてください。生きて、これから始まる地じ獄ごくを、その目で見み詰つめ続けてください。一国を滅ぼすほどの秘ひめられた力があるなら、それを取り戻してでも帝国を倒たおして……私の、国を！」

「……」

「私はそのために……あなたを、護衛します。あなたを苦しめるためにです！」

　コツコツ……コツ。

　ようやく、足あし枷かせから解放されたマヒロが立ち上がる。遠くを見み据すえるような瞳ひとみで言う。

「パリエル。さっき、カイエンとも話したところだよ」

「……カイエン様、と……？」

「僕はこの大陸の統一を目指す」

「えっ……？」

　耳を疑う反面、彼の表情に噓うそ偽いつわりの色はなく。

「全すべての争乱を未然に防ぐ……なんていうのは、さすがに無理だと思う。でも……平和のために、誰かがこの大陸をまとめなければならないというなら。僕は、他の誰がそうするよりも穏おん和わに、少ない犠ぎ牲せいでこの大陸を平定できる気がする。それで、どうだろう」

　少し震ふるえるような声で、パリエルは聞く。

「……目がある、って。そういうことですか？　このミスマルカを守るってだけじゃなくて……本気で、この大陸を……？」

「もちろん相応の無茶はする必要がある。でももし君が、その死線をねじ曲げてくれるというのなら……いつの日か。君の国の蘇よみがえる姿も、見せてあげられると思う」

　パリエルは剣を鞘に収め、泣きながら、でも笑うように、頷うなずいた。

　本当は知っていたはずなのに。

　彼が悪いわけではない。彼は生まれ持った力に振ふり回されただけだと。だからこそ優やさしくて、亡国の徒であろうとも、己おのれの主君たり得るのだと。







　それが始まりであった。

　帝国の侵しん攻こうによる不安は残された。それでもこの小さな王国には、自由と平和を愛する小国には、元通りの平穏な日々が戻もどってくる。

　そして今、その自由と平和を住すみ処かとする蛇へびが牙きばを剝むく。

　蛇の名前はミスマルカ。

　それはやがて策さく謀ぼうという名の猛もう毒どくをして、大陸全土を震しん撼かんせしめた小国の名でもある。







　あとがき




『広げられる風ふ呂ろ敷しきの大きさには、限界がある。

　　だが畳たたむことができる限界は、それより遥はるかに小さいものである。


──林トモアキ』　　　　　






　宝島社刊『このライトノベルがすごい！　２００８』において、見事！　「大風呂敷が持ち味」との評を頂いた林トモアキです。筆者の著作をご覧になるのは初めてとおっしゃる方、そのように思っていただいて間ま違ちがいございません。そしてお馴な染じみの皆みな様さまにおかれましては、毎度毎度の林です。




　完全な異世界ファンタジーという構想は、それこそデビュー以前から考えておりました。こと私などは完全な「ドラクエ」「ＦＦ」世代でもありまして、やはり王道たる冒ぼう険けんファンタジーものに対する憧あこがれが強かったわけです。個性豊かで魅み力りよく的なキャラクターたち（含ふくむ美少女）と未知なる世界を旅して、どきどき、わくわくするのです。何せ拙せつ著ちよ『お・り・が・み』においては当時の編集長閣下より、

「やってることはほんっっ（中略）っっとに目茶苦茶」

　と言われていたくらいですので、なら次作はぐうの音も出ないほどの王道で行こうと。

　取りかかったはいいのですが……いまいちパッとしない。

　よくよく考えたらですね。ゲームのみならず、他ほかならぬ小説というジャンル内に『ロードス島戦記』しかり、『スレイヤーズ』しかり、『魔術士オーフェン』しかり、数え上げたらキリがないほどの名作がずらり揃そろっているんですよね。結局のところ憧れは憧れと申しましょうか、冒険譚たんはいくら考えたところで、たかが私の腕うででは偉い大だいな先達の前に霞かすんで消えるのが関の山……と気付く。『お・り・が・み』が終わってしまった頃ころに気付く。しかも他にネタを用意していないことにまで気付く。




　あれ、失業のピンチですよ…………？




　しかし時間は待ってはくれません。ハローワークも人材派は遣けん会社もネタのない物書きなんて扱あつかってはくれません。まさに起死回生、「ザ・スニーカー」連れん載さいの『戦闘城塞マスラヲ』がうまく軌き道どうに乗ってくれたから執しつ行こう猶ゆう予よが付いたようなものの、はて沈しずむ先は東京湾わんか神田川か、還かえる土は富士の樹海か奥おく多た摩まか、と怯おびえながら次回作を催さい促そくされる日々。

　それでは何で勝負しようか？

「よし、今は個性の時代だ！　個性を生かそう!!（思考停止状態）」

　今までの作品の評を振ふり返ってみると、先述の「目茶苦茶」が一つ。「引きがうまい」と言われたのが一つ。解説しますと、「引き」というのは章の最後やなんかでの締しめの部分のことです。少年漫まん画がでの「こ……これはっ!?（次号へ続く）」みたいな感じですね。要は読者の気を引くようなハッタリとでも言うんでしょうか。うまいそうです。

　今ここに、林トモアキの全すべてが出揃ったッ──!!

　私の脳のう裏りに稲いな妻ずまの如ごとき天てん啓けいが走ります。




「……目茶苦茶ハッタリ効かせればいんじゃね？（思考停止中）」




　それが大陸級の大風呂敷を広げることと同義だと気付いたのは、この巻を書き終えた後のことでした。後の祭りって、すごいですよ。自分でやってみると。なんせ二巻目のネタが既すでに無……いえ、なんでもないんです。いい天気ですね。




　ああでも、なんかこうして作品について書いてるとあとがきっぽい！　すごくあとがきっぽい（当人比）!!　筆者の作品初見の方、試ためしに本屋さんで他ほかの拙著のあとがきなぞご覧になってみてください。だてにアンケートハガキで「あとがきが面おも白しろかった」とだけ書かれたわけではありません。

　……自じ慢まんにも宣伝にもなってませんね。でも個性の時代だからいいですよね。




　そういうわけで担当Ｗ氏。『戦闘城塞マスラヲ』に続いて担当二作目となる新シリーズ、頑がん張ばってください。一人では畳めない風呂敷も、二人で頑張ればきっとなんとかなりますよ!!……たぶん。というか他に頼たよれるものがないのでよろしくお願いします。

　そしてイラストレーターのともぞさん、よくぞこんな無茶な作品のイラストを引き受けてくださいました。なんだかこまごまと注文を付けてしまって恐きよう縮しゆくですが、今後ともよろしくお願いいたします。

　最後にこの本を手にとっていただいた読者の皆様、ありがとうございます。結局王道でも何でもない目茶苦茶ファンタジー、『ミスマルカ興国物語』。いかがでしたでしょうか。後こう悔かい半分、でもやっぱり書いてみたいという気持ちが半分、ただいま四苦八苦しながら二巻目に取りかかっているところです。まだまだ始まったばかりの物語、長い目で見守っていただけたら光栄です。




　　二〇〇七年十二月


林トモアキ　　
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